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※注意







この書籍は「アドベンチャーゲームブック　vol.1　メインストーリー」の短編集です。







「アドベンチャーゲームブック」シリーズとなっておりますが、文中に選択肢はございません。







メインストーリーから続けてお読み頂けるとさらにお楽しみ頂けます。
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最強最悪の媚薬チョコレート









　２月13日、バレンタインデー前夜──。

　──里奈の部屋で、ジョージは妖しげな作業を行っていた。




【ジョージ】

「‥‥できた‥‥！」

「最強最悪の媚薬チョコレートの完成だ‥‥！」

「これはもはやチョコじゃねぇ‥‥究極の媚薬だぜ‥‥！」

「この媚薬入りチョコを、里奈が秋善に喰わせたら‥‥」

「‥‥くくっ、結果が楽しみだぜ。」

「里奈には悪いが、秋善にその場で喰われること間違い無しだ」

「全く‥‥オレも罪な男だぜ‥‥」

「‥‥おっと、里奈が帰ってきやがったか」

「浸ってる場合じゃねえ、証拠が残らないように処理しねーと‥‥」




【里奈】

「あれ？　ジョージいたの？」




　私が電気を付けると、ジョージがベッドに腰を下ろしていた。




【ジョージ】

「‥‥どうした。予定より早かったじゃねーか」




【里奈】

「雪さんが助けてくれたから、予定より早く終わったんだ」




「それより、私の部屋に入る時はせめて電気くらい付けておいてよ」




【ジョージ】

「まーまー、そんなこたどーでもいいじゃねーか」

「なあ、いい作戦があるんだけど、今話していいか？」




【里奈】

「後にしてよ。今日は疲れちゃった」




　ジャケットを脱ぎかけると、汚れたキッチンが目に入る。




【里奈】

「ジョージ、料理したんだったら片付けておいてよ」




【ジョージ】

「んだよ、ガミガミうるせーな。そんなんじゃいい嫁さんになれねーぞ？」




【里奈】

「まずは借金を返済して、伯父さんの手術費を稼ぐのが私の目標」

「誰かの嫁になるなんて、今さらそんな甘い夢を見るつもりないから」




【ジョージ】

「‥‥だったら、なおさらコレが必要だぜ」




　ジョージはポケットから、赤いリボンの箱を取り出した。




【里奈】

「もしかして、バレンタインデーのチョコレート？」




【ジョージ】

「ああ、最強のチョコレートをお前に授ける」

「どんな男の心もトロけちまう史上最悪‥‥いや、最強のチョコレートだ」




　受け取った箱は可愛い花柄で、女性らしい包装になっている。

　星型の箱が珍しいけど、とくに変わったところは見られない。




【里奈】

「パッと見フツーのチョコレートだけど‥‥どこで買ってきたの？」




【ジョージ】

「‥‥オレの手作りだ」




【里奈】

「ジョージの手作り？」




【ジョージ】

「アンタが忙しそーだから、オレが代理で作ったんだよ」




【里奈】

「だからキッチンが汚れてたんだ‥‥」




【ジョージ】

「別に普段から大して使ってねーんだからイイだろ？」




【里奈】

「‥‥はいはい、片付けはしておくよ」

「とにかく私は、このチョコを明日渡せばいいのね」




【ジョージ】

「頼んだぜ？」

「最高のバレンタインデー作戦だからな」




【里奈】

「分かった。ちゃんと渡しておく」




【ジョージ】

「ただし、バレンタインデー作戦には条件が二つある」




【里奈】

「はいはい、何？」




【ジョージ】

「一つ、二人きりの時に渡すこと」

「二つ、必ず目の前で食べさせること」

「‥‥いいな？」




【里奈】

「二人きりの時に渡して、目の前で食べさせればいいのね？」




【ジョージ】

「そゆこと。お利口さんだな、里奈は」




　そう言いながらジョージは私の頭を撫で撫でする。




【里奈】

「‥‥やめてよ。子どもじゃないんだから」




【ジョージ】

「神九条の野獣がどう反応するか‥‥楽しみだぜ」




【里奈】

「大げさじゃない？　甘い物好きそうに見えないし」




【ジョージ】

「大げさなんかじゃないさ‥‥」




【里奈】

「？」




【ジョージ】

「‥‥里奈に、神のご加護があらんことを」




　ジョージは意味深な笑みを浮かべながら──、

　──ネックレスの十字架にキスを落とした。




　バレンタインデー当日──。

　──三響ビルに向かう女性社員の多くがお洒落な紙袋を下げている。




【里奈】

（すごいな。みんな会社で同僚とか上司に配るのか）

（三響のエリート社員も、やる事はキャバ嬢と大して変わらないな）




　楽しそうに雑談する女性を追い越しながら、私は秘書室へと向かった。




【里奈】

「おはようございます」




　私は挨拶を済ませると、自分の席に着いた。

　ジョージから託されたチョコは内ポケットに忍ばせている。




【百合】

「おはようございます、里奈さん」




【里奈】

「おはようございます、一宮さん‥‥と、これは？」




　私のデスクの上には、小さな可愛い黒い箱が置かれている。




【百合】

「チョコレートです」




【里奈】

「‥‥私にですか？」




【百合】

「ええ、大したものではありませんが」




【里奈】

「ありがとうございます。すみません、私‥‥」




【百合】

「ただの習慣なので気にしないで下さい」

「‥‥それより、水之瀬さんは取締役に持ってきましたか？」




【里奈】

「はい、一応‥‥」




【百合】

「そう、それなら良かったです」




【里奈】

「どういうことですか？」




【百合】

「私、取締役の分を忘れてしまったので取締役が悲しむと思って」




【里奈】

「それなら私の分、取締役にあげたらどうですか？」




【百合】

「それは結構です。水之瀬さんにあげたものだから」




【里奈】

「そう‥‥ですか。分かりました」




　一宮さんは丁寧にお辞儀をすると、そそくさと立ち去った。




【里奈】

（ヘンなの。一宮さん、取締役にあげたくないのかな）

（この人をどうして取締役は第一秘書にしてるんだか）

（早く一宮さんを押しのけて、第一秘書にならないと‥‥）




【？？】

「はよーっす!!」




【秋善】

「お前ら、元気でやってるか!?」




　いつもより何倍も大きな声で、嬉しそうに取締役が秘書室に入ってくる。




【里奈】

「取締役、おはようございます」




【秋善】

「里奈、今日も別嬪だな！」




【里奈】

「ありがとうございます」




　取締役は両手に紙袋を下げている。




【里奈】

（あれ‥‥全部チョコか。意外とモテるんだな、取締役って）




【秋善】

「気になるか？」




【里奈】

「あ、いえ。取締役って女性社員に人気があるんですね」




【秋善】

「ほとんどお返し目当ての義理チョコだけどな」




　そう言いながら、取締役は私のデスクにデンと腰を下ろす。




【秋善】

「まあ、さすがに野郎から貰ったのには少し引いたけどな」




【里奈】

「男性からですか？」




【秋善】

「ああ、線の細いモヤシみてえな男から二、三人な」




【里奈】

（恐ろしい時代だな。世も末‥‥大丈夫なのか、日本って）




【秋善】

「‥‥もちろん俺にその気はないぜ？」




【里奈】

「そうなんですか？」




【秋善】

「当たり前だろ！　俺が興味あるのはお前だけだぜ？」




　豪快に笑いながら、取締役は私の髪をぐしゃぐしゃと撫でる。

　同時に甘いバニラのコロンが狙い通り、あたりに薄らと漂う。




【里奈】

「と、取締役‥‥止めて下さい」




【秋善】

「悪りぃ、悪りぃ。つい調子に乗っちまった」

「お前がなんかいい香りでな、ついやっちまうんだ」




【里奈】

（‥‥取締役、ご機嫌だな。これなら簡単に今日の目的は達成できそう）

（二人きりの時に渡して食べさせるなんて、超楽勝）

「‥‥取締役、今お時間ありますか？」




【秋善】

「‥‥どうした、そんな改まった顔して」




【里奈】

「そんな顔してました？」




【秋善】

「おー、まるで愛の告白を迫る女子中学生みてぇな顔だ」




【里奈】

（そんなつもりまったく無いんだけど‥‥ここは合わせないとね）

「恥ずかしいから‥‥そんなこと、言わないで下さい」




　私はぷいと顔を背けながらも、取締役を横目で見つめる。




【秋善】

「‥‥んだよ、んな顔するなっつーの！」




　取締役は再び私の髪をぐしゃぐしゃと撫でる。




【里奈】

（相変わらず扱いやすいな、この人は）

（‥‥たまに、ダマしてる自分が嫌になるくらい）




【秋善】

「で、お時間はあるけど何がしてぇんだ？」




【里奈】

「取締役室で‥‥お渡ししたいものがあるんです」




【秋善】

「お渡ししたいもの‥‥か？」




【里奈】

「ええ、まあ取締役が今、沢山もってる物の一つ、ですが」




【秋善】

「‥‥マジか？」




【里奈】

（初日に抱いといて、今さらチョコで照れるなんて‥‥笑っちゃう）

「ええ。マジ、です」




【秋善】

「しゃーねぇな。じゃあ‥‥」




　私は手慣れてた感じで取締役を転がし、二人きりの状況を作り出した。

　ただ、予想外だったのは──。




　──なぜか夕方まで待たされ、公園に呼び出されたこと。




【里奈】

（なんでこのクソ寒い中で公園なのよ。意味が分からない‥‥）




【秋善】

「よお、待たせたな！　寒かったか？」




【里奈】

「いえ、大丈夫です。私もちょうど今来たところなので」




【秋善】

「そうか、そりゃ良かったぜ」




【里奈】

「‥‥でも取締役、どうして公園なんですか？」




【秋善】

「やっぱり愛の告白は公園だろ！」




【里奈】

（感性が古いと言うか、高校生レベルだな‥‥）




【秋善】

「で、今日は何のために俺を呼び出したんだ？」




【里奈】

「これを‥‥受け取って欲しいんです」




　私はチョコの箱を両手で取締役に差し出した。




【秋善】

「おー、サンキュー」




【里奈】

（サンキューって‥‥まあ、いいか）




　取締役は頭を掻きながら、露骨に照れながら片手でチョコを受け取る。




【里奈】

（何だかな‥‥このギャップ、反則だよ）

（‥‥そんなこと考えてる場合じゃないか）

（ジョージの要望通り、目の前で食べてもらわないと）

「取締役‥‥よかったら今、食べていただけませんか？」




【秋善】

「今か？」




【里奈】

「せっかくですから」




【秋善】

「家に持って帰ってからゆっくり食べようと思ったんだけどよ‥‥」




【里奈】

「お願いします、取締役」




　私が哀願の眼差しでお願いすると、取締役は簡単に折れる。




【秋善】

「‥‥おう」




【里奈】

（笑っちゃうくらい簡単）

（このヘンはもうコントロール方法はマスターできたな）




　取締役はベンチに腰を下ろすと、隣をばんばんと叩いた。




【秋善】

「‥‥お前も座れよ」




【里奈】

「あ‥‥はい。ありがとうございます」

（何だか私まで恥ずかしくなってくるな。学生のころみたいで‥‥）

（‥‥ってダメダメ。これは取締役の本性じゃないんだから）




　取締役は器用な手つきでリボンを外して、箱の中身を楽しそうに見る。




【秋善】

「へー‥‥美味そうじゃん。手作りか？」




【里奈】

「はい。取締役に喜んでもらえるかと思って」




【秋善】

「おー！　嬉しいぜ、里奈」




【里奈】

「‥‥!?」




　そう言うと取締役は私を抱き寄せ、人目も気にせず私の唇を貪る。

　うなじに手を添えられ、まるで貪るような強引なキス。

　角度を変え、いやらしく音を立てるキスは──当然、夕方の公園では注目の的だった。




【里奈】

（恥ずかしいな、もう‥‥たくさん人がいるのに）




　子連れの母親が顔を背けて公園を後にしていく。




【里奈】

（このあたりの感覚がヘンなんだよな、取締役って‥‥）

（‥‥キスも‥‥ん‥‥やたら上手いし‥‥）




　唇と唇の間に銀糸が引き、馴れた手付きで取締役がそれをぬぐう。




【里奈】

「‥‥そんなに喜んでいただけて‥‥嬉しいです」




【秋善】

「毎年たくさんもらうけど、手作りチョコなんて今日びあまり見ねぇからな。アイラブユーなんて直球メッセージ入りなんて、初めてだ」




　星型のチョコを見ると下手な文字で英語でＩ ＬＯＶＥ ＹＯＵと書かれている。




【里奈】

（たしかにド直球だけど‥‥これはこれで取締役にはウケそうだな）




【秋善】

「じゃあ、いただくぜ」




　取締役は当然のように口を開いて、私の顔を見る。




【里奈】

「はい、どうぞ」




　私が星型の大きなチョコを取締役の唇に挟むと──、




【秋善】

「ん‥‥これは‥‥なかなか‥‥」




　──取締役は豪快に一息でチョコレートを食べ尽くした。




【里奈】

「‥‥お味はどうでした？」




【秋善】

「死ぬほどマズイ！」




【里奈】

「え？」




【秋善】

「やたら甘いくせに、むちゃくちゃ苦げぇ！」

「お前のチョコじゃなかったら、円盤投げして放り投げてたところだな！」




【里奈】

「す、すみません。料理はあまり得意じゃなくって‥‥」

（ジョージのヤツ、手作りするならまともな物にしてよ‥‥！）




【秋善】

「ったく、ちゃんと嫁入り修行をしないとこのままじゃ‥‥」

「‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥」

「‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥」




【里奈】

「取締役？」




【秋善】

「‥‥おい、こっち来い」




【里奈】

「え？　あ‥‥！」




　取締役はいきなり私をお姫様抱っこすると──茂みの中へと進んでいった。




【里奈】

「じょ、取締役？」




【秋善】

「‥‥お前、どこまでが計算なわけ？」




【里奈】

「え‥‥‥‥？」




【秋善】

「‥‥その顔見るとわざとじゃないみてぇだけど、」

「こんなもん、自然に入るもんじゃねぇし‥‥なぁ？」




【里奈】

（‥‥取締役、なんの話してるの？）




　私は戸惑いながら取締役を見上げ、小さく息を呑んだ。

　取締役の双眸の奥に、燻るような熱情の炎がゆらゆらと揺れている。

　何も言えずに瞳を見ていると、ふいに取締役は肩をすくめた。




【秋善】

「‥‥まぁ、そんな野暮はどうでもいいってこったな」

「にしても‥‥お前、こうして見るとやっぱりイイ女だな」




【里奈】

「常、務‥‥？」




　取締役は上着を脱いで地面に敷くと、優しく私を下ろした。




【秋善】

「別に年中発情期ってんじゃねぇのにな‥‥お前にそそられてしゃーねぇんだ」




【里奈】

（うわ、マズい‥‥取締役の本性が出てきた‥‥）




【秋善】

「つっても、こんな激しい衝動はさすがの俺も初めてだけどな」

「‥‥ほら、触ってみろよ」




　私の手に取締役の骨ばった手が重なり──自分の、熱くたぎる獣へと導く。




【里奈】

「‥‥!?」




【秋善】

「どうだ？　分かったか？」




　指先に感じる熱く堅い感覚に、私はゆっくりと首を縦に振る。




【里奈】

（な‥‥なんで、何もしてないのに取締役こんなことになってるの？）

「常、務‥‥少し落ち着いて下さい。ここは公園で‥‥」




【秋善】

「‥‥うだうだ言ってねぇで抱かせろ。いいな？」




【里奈】

「ん、ぁ‥‥っ!?」




　私の返事を聞くまでもなく、取締役は私の鎖骨に強いキスを落とす。

　私の弱点をすでに知り尽くした取締役の指と唇が、瞬く間に私の身体を火照らせていく。

　耳元に落とされた吐息は熱く、背筋がぶるりと震えた。




【里奈】

（こ、これってもしかして‥‥青姦ってヤツ？）

「じょ、取締役‥‥ここはちょっと‥‥」




【秋善】

「なんだよ、ふかふかのベッドじゃなきゃイヤだってか？」




【里奈】

（そうに決まってるでしょ‥‥！）

（というか、そもそもホイホイ身体を売る気はないんだけど‥‥）

（でも‥‥第一秘書になるには、これが一番手っ取り早い‥‥‥お金のためだと思えば‥‥取締役、激しいけど上手だし‥‥）




【秋善】

「‥‥おいおい、この俺を放っぽり出して考え事たぁイイ度胸だな？」




【里奈】

「え、ぁ‥‥取締役、だ、駄目です‥‥っ！」




　突然襲ってきた快感に、私はぎゅっと目を閉じた。

　スカートに忍びこんだ専務の指先が、私の弱点を弄る。

　途端に身体の芯がじんっと熱を帯び、秘部に蜜が滲んでしまう。




【秋善】

「駄目‥‥ねぇ？　下の口は、上の口よりよっぽど素直みてぇだけど」




　わざと卑猥な水音を立てられ、その音が聴覚を侵していく。




【里奈】

「や‥‥やっぱり駄目‥‥です‥‥こんなとこ、じゃ‥‥ぁ」




　火照った身体を淫靡によじる私の痴態は、逆に取締役を刺激したのか──、

　──取締役は熱い獣を解放して、私を深々と奥まで貫いた。




【里奈】

「ん、ぁあ‥‥ひ、あぁぁっ！」




　熱く燃える炎を感じながら、私は必死に唇を噛んで嬌声を抑えた。

　しかし腰を抱えられ揺さぶられる度、啼き声が漏れてしまう。




【秋善】

「‥‥こら、せっかくイイ声してんのに我慢すんじゃねぇって」




【里奈】

「常、務‥‥ですが‥‥ぁん、ひぅっ！」




　専務は私の唇に形のよい指を咥えさせると、さらに律動を強める。

　背後からうなじを食まれると、本当に獣に貪られているような気がした。




【里奈】

（自分でも嫌になる‥‥気持ちいいけど、屈辱的だよ‥‥）

（私‥‥ただの欲望を処理する愛人じゃない‥‥）




【秋善】

「可愛いぜ、里奈‥‥」




　取締役の獣は激しく、そして淫猥に私の奥を突き上げ──身体の芯を揺さぶるように、熱情を注ぎこんで来る。




【秋善】

「里奈‥‥！」




　取締役の激しい息遣いと、心地よい低音が私の芯をさらに刺激する。




【里奈】

（やばいって‥‥こんなの‥‥人に聞こえちゃうよ‥‥）




　薄闇迫る公園に、二つの身体が重なる音と──卑猥な水音が静かに響く。




【里奈】

（これって‥‥通報されちゃうんじゃ‥‥）




【秋善】

「‥‥余計な事は考えるなって。聞こえやしねぇよ」




【里奈】

「で、ですが‥‥‥‥」




【秋善】

「いいから、お前は俺に集中しろ」




　取締役は意地悪に、私の右足をぐっと持ち上げた。シルクの奥で蜜を引きながら、花芯がじわじわと快楽に悦ぶ。




【里奈】

「んっ‥‥ふ、ぁあ！」




【秋善】

「っ‥‥はは、そうだ、その声だよ」




　ずんと鈍くて重い快感が下半身から脳天へと貫き、私の身体は否が応にも取締役に集中させられる。




【里奈】

（すご、い‥‥こんな‥‥こんな感じるの、初めて‥‥っ）




　まるで炎を纏ったように熱い獣が、まるで貪るように私をエンドレスに責め立て──。




　──私は真夜中になるまで、ひたすら貪られ続けた。




【里奈】

「じょ、取締役‥‥も、もう‥‥無理です‥‥あぁっ！」




【秋善】

「悪りぃな‥‥止まらねぇんだ‥‥！　愛してるぜ、里奈‥‥！」




【里奈】

（私も‥‥って駄目‥‥これを言ったらお終い‥‥）

「もう、とめてくださ‥‥私、壊れ、ちゃいます‥‥っ！」




【秋善】

「そのお願いは聞けねぇな。本当にやめてほしいなら、そんな煽るような言葉と顔はやめるこったな」




　長時間、念入りに愛されて疲労した私の身体は、ゆっくりと震えながらも、なおも取締役を求めるように蠢く。

　絶え間なく襲う快感の波に、私は嗄れかけた声で啼いた。




【秋善】

「まだだぜ‥‥まだまだ、俺は終われねぇ‥‥！」




　私を耳から侵す蜜音が響く中──もはやこの身体は、取締役の獣の虜になっていた。




【里奈】

「秋善、取締役‥‥！」




【秋善】

「どうした、そんな可愛い声だして‥‥」




　私は取締役の期待に応えようと、喘ぎ声を振り絞る。




【里奈】

（言いたくないのに‥‥ヤバい、言っちゃいそう‥‥）

「取締役‥‥私も‥‥愛‥‥‥‥ぁっ！　駄目！　また‥‥！」




　かろうじて、愛してるの言葉は口にしないで済んだが────私は欲望の泥沼に、夜が更けるまで取締役と堕ちていったのだった。




　バレンタイン当日の夜──

　──私は取締役の腕の中で、火照った身体を震わせていた。




【秋善】

「‥‥里奈、まだ行けるか？」




【里奈】

「も‥‥もう‥‥無理‥‥です‥‥」




　甘く啼き続けた私の声は嗄れ、唇からはなおも淫らな呼吸が漏れる。

　私は鈍くなった身体をかき抱く取締役の腕に爪を立てた。




【秋善】

「‥‥悪ぃな、もう少し我慢しろ」




【里奈】

「ぇ‥‥や、ん‥‥ぁあっ!?」




　本性を剥き出しにし牙を光らせる獣に奥まで貪られ──結局、私が家に帰れたのは深夜三時過ぎだった。

　取締役が手配してくれたタクシーを降り、鈍い身体で自宅に戻ると──




【ジョージ】

「‥‥よお！　遅かったじゃねぇか」




　ＴＶゲームをしながら発泡酒を呑むジョージが出迎える。




【ジョージ】

「随分と愛されて来たみたいだな？」




　皺くちゃに汚れたスーツを、ジョージがニヤニヤしながら見てくる。




【里奈】

「‥‥愛された、なんて崇高なもんじゃないよ。ただ、好き勝手ヤラれただけ」




【ジョージ】

「まぁまぁ、そー言うなって。アイツに悪気はねぇんだから。身体から始まる愛もあるって言うだろ？」




【里奈】

「身体からって‥‥まぁ、いいよ。冗談抜きで疲れたし‥‥もう寝たいから帰ってくれないかな」




【ジョージ】

「ったく‥‥あいかわらず、つれねぇなぁ。とにかくバレンタインデー作戦、大成功だったな。おめでとさん」

「ご褒美に一つ予言してやる。秋善のヤツ、必ずアンタにホワイトデーにプレゼントをくれるぜ？」




【里奈】

「‥‥期待してない。ホントに疲れたからもう帰ってよ」




【ジョージ】

「‥‥へいへい。失礼しますよ」




　私は手を振ってジョージを追い出すと、メイクを落としてシャワーを浴び、ベッドに沈んだ。




【里奈】

（‥‥取締役、いつもワイルドはワイルドだったけど）

（なんであんなに強引に何度も私の事を‥‥）




　一瞬ささやかな期待が胸をよぎるけれど、私はそれを追い払うと、枕に顔をうずめて──泥のように眠ったのだった。




　悪夢のようなバレンタインの翌日──

　一晩空けても疲労しきった身体は重く、私はベッドから中々起き上がれないでいた。




【里奈】

（‥‥もう七時か。身体も頭も重い‥‥）

（‥‥休みたいけど、そういう訳にもいかないか）




　私が覚悟を決めてベッドから出ようとする──と。




【里奈】

「‥‥！」




　突然鳴り出す携帯電話──そのウィンドウには「神九条秋善」の文字が流れている。




【里奈】

（取締役‥‥？　こんな朝早くから何だろ？）




　私は身を起こしながら、恐る恐る通話ボタンを押した。




【里奈】

「‥‥はい、水之瀬です」




【秋善】

「里奈か？　俺だ、秋善だ！」




　いつもと変わらないテンションの取締役の声が頭に響く。




【里奈】

「‥‥はい。何でしょうか」

（昨日あれだけしておいて、こんなに元気だなんて‥‥異常でしょ‥‥）




【秋善】

「昨日はムチャして悪かったな」




　そう笑った取締役の声はカラッとしていたけれど、それに反して昨夜の──獣のように私を貪った時の、取締役の瞳を思い出し──

　──不意に、身体の芯がじんわり熱くなってしまう。




【里奈】

「‥‥いえ、もう忘れて下さい」




【秋善】

「忘れられるかよ、あんな最高の時間。お前の可愛い啼き声も泣き顔も、頼まれたって忘れてなんてやれねぇな」




【里奈】

（思い出させないでよ、あんな恥ずかしいこと）




【秋善】

「お詫びがしてえんだが、今から会えるか？」




【里奈】

「今から‥‥ですか？」




【秋善】

「おう、今‥‥実はお前の家の前にいるんだ」




【里奈】

「え？」




　私の間抜けな声と同時に部屋にチャイムが鳴り響く。




【秋善】

「会社に行くまでドライブでもどうだ？」




【里奈】

「え‥‥あ、少しお待ちいただけますか？」




【秋善】

「お、着がえるなら手伝ってやろうか？」




【里奈】

「‥‥結構です。二十分お待ち下さい」




【秋善】

「いいから開けろって。お前なら化粧してなくても、きっと別嬪なんだしよ」




【里奈】

（無理無理！　スッピン見せたら第一秘書になれなくなっちゃう）

「少々お待ち下さい」




【秋善】

「いいから開けろってー」




　取締役がドアをノックする音が、リズムよく響く。




【里奈】

「‥‥二十分で行きます。申し訳ありませんが、お待ち下さい」




　通話ボタンを切り、急いで洗顔をする。




【秋善】

「おーい、開けろってば」




　ドア越しに聞こえる取締役の声を無視して、最速で準備する。




【里奈】

（まだメイクも着がえもしてないってのに‥‥）

（まったく、何考えてるんだか‥‥！）




【秋善】

「おーい、里奈！　おとなしくスッピン見せろって」




【里奈】

（とか言っておきながら、スッピン見たら引くんでしょ？）

「‥‥外でお待ち下さい」




【秋善】

「‥‥ちぇっ、しゃーねぇなぁ」

「へいへい。大人しく待ってますよ」




【里奈】

（やれやれ‥‥あれで大企業の取締役なんだから驚きだよ）

（神九条家に生まれてたら、私でも課長くらいにはなれてたんじゃない？）




　心で悪態と溜め息をつきながらも──取締役の迎えに、心の奥のどこかは少し浮き足立っていた。




　二十分後──。

　私はリムジンの前に立つ取締役の所まで駆けていった。




【里奈】

「‥‥おはようございます。お待たせしました」




【秋善】

「おう、相変わらずの別嬪さんだな」




【里奈】

「‥‥ありがとうございます」

（そうは言っても、疲れのせいでメイクが決まらなかったんだけど‥‥）




　私は取締役の視線から逃げるように顔を反らす──が、そんな私の頭を、取締役は大きな手のひらでポンポンと叩く。




【秋善】

「っはは、照れちゃって可愛いったらありゃしねぇ」

「ほら、行くぞ」




【里奈】

「きゃっ!?」




　一瞬だけ腰を落とした取締役は、私を抱き上げると──そのまま黒塗りのリムジンに乗り込んだ。

　壮大なオペラのような音楽が流れる中──私と取締役を乗せたリムジンが、朝の街を静かに走り出す。




【秋善】

「まだ顔が寝ぼけてるけど‥‥疲れてんのか？」




【里奈】

「‥‥疲れていますよ。あんなに‥‥」




　私は昨夜の事を言葉にしそうになり、思わず唇を手でふさぐ。




【秋善】

「‥‥あんなに激しいのは初めてだったろ？」




　「はい」と出かけた言葉を呑みこみ、私は外の景色に目を向ける。




【秋善】

「‥‥まあ、そうツンケンすんなって」




　取締役はポケットから小さな栄養ドリンクを取り出す。




【秋善】

「ほら、これ飲んで気合い入れろよ。お前のために用意したローカロリーのヤツだ」

「一気に飲んで精をつけろ！」




　取締役はＣＭのように片手でキャップを外し、栄養ドリンクを私に手渡す。




【里奈】

（精なんてつけたくないんだけど‥‥）

「‥‥ありがとうございます」




　栄養ドリンクを受け取り、口をつける──と。




【里奈】

「え‥‥？」




　前方の運転手席と、私たちが座っている後部座席の間に黒いスクリーンガラスが上がり、リムジンが瞬く間に密室になる。




【秋善】

「‥‥さて、昨夜たっぷり付き合ってもらった礼だ」




【里奈】

「あ、あの‥‥？」




　取締役に押し倒され、波打った栄養ドリンクが私の指を濡らす。




【里奈】

（どうしよう‥‥昨日の今日でこれじゃ私、死んじゃうって‥‥）




　私はなんとか取締役の腕から逃れようと、身体をねじる─ーが。




【秋善】

「‥‥動くんじゃねぇって」




　中途半端にジャケットを脱がされると、それが拘束具のように、私はとたんに身動きが取れなくなってしまう。




【秋善】

「大丈夫だって‥‥ひでぇ事はしねぇよ」




【里奈】

（いやいや、昨日の今日でヤるのは十分ひどいって‥‥！）

「取締役、お止めくださ‥‥ぁ、ん！」




　取締役の指は首筋から胸元──そして腰へと、私の身体を悪戯になぞる。

　しかし──何故か、いつもよりその仕草はどこか優しかった。




【里奈】

（なんかいつもと違う‥‥いつも激しい分、焦らされてるみたい‥‥）




　零れそうになった吐息を噛んでいる間も、取締役の指は私の身体を撫でまわす。




【秋善】

「‥‥ＯＫ！　やっぱり、イメージ通りだぜ」

「よし、終わりだ」




【里奈】

「ふ、ぁっ‥‥!?」




　取締役にお尻を鷲づかみにされ、私は思わず背中をしならせた。

　目の前のスーツに胸元を押しつけるような体制になり、慌てて上体を反らせる。




【秋善】

「‥‥お？　思ったより、元気みてぇだな」




【里奈】

「む、無理です、今日は‥‥！」




　遠慮も演技も無く、心からの本音を取締役にぶつける──が。




【秋善】

「‥‥何が無理だって？」




　取締役はお尻を掴んだまま私を持ち上げ、自らの腰の上に乗せる。

　向かい合う姿勢──想像以上の近距離で、獣の瞳がキラリと光る。




【里奈】

「取締役‥‥!?」




　大胆に割られた太腿の上で、タイトなミニスカートがまくれる。無防備に下着が露わになり、私は頬に熱が集まるのを感じた。




【秋善】

「‥‥里奈、お前が相手なら俺はいつでも準備オッケーだぜ？」




【里奈】

（いつでもって‥‥嘘でしょ!?）




　ショーツ越しに伝わる取締役の──獣の熱に、私は思わず息を呑む。




【里奈】

「!?」




　不意に目の前に通行人が通り、私は思わず露わになったショーツを隠した。

　赤信号で止まった為、窓ガラスの向こうを人影がいくつも通って行く。




【里奈】

「取締役‥‥下ろして下さい、外から見えてしまいます‥‥」




【秋善】

「スモークガラスだからそんな心配いらねぇよ」

「それより‥‥ほら。栄養ドリンク、まだ残ってんじゃねえか」




　栄養ドリンクを持ったままの私の手を、取締役が掴む。

　そしてそのまま栄養ドリンクを口に含むと──




【里奈】

「ん、ぅ‥‥‥‥」




　──唇を重ね、舌で私の咥内を強引に暴いた。

　シトラスと取締役の香りが鼻をくすぐり、取締役と重なった身体がじんわり熱を持つ。




【秋善】

「‥‥飲めよ。元気出るぜ？」




　気恥ずかしさを感じながらも、うなじを固定されてはキスを止める事は出来ず、私はリクエスト通りに喉を鳴らして栄養ドリンクを飲んでいく。深く貪られる唇の間から飲みきれなかった雫が零れ、私の顎と首元を濡らせば、取締役は目を細めながら、指の腹でそれをゆっくりとぬぐった。




【秋善】

「‥‥美味しかったか？」




【里奈】

「‥‥はい」

（悔しい‥‥こんな強引な口移しに感じかけるなんて‥‥）




　頷いた私を満足気な顔で見つめて、取締役は私を隣に座らせた。




【秋善】

「‥‥悪いが今日は大事な会議があってな」体力残しておかねえとマズイから、続きはまた今度だ」




【里奈】

（‥‥いやいや、それじゃまるで私がしたがってたみたいじゃない）

「あの‥‥取締役、結局何がしたかったんです？」




【秋善】

「何って‥‥何だよ？」




【里奈】

「バレンタインのお礼と仰っていましたが‥‥‥先ほどのセクハラがもしかしてお礼‥‥ですか？」




【秋善】

「‥‥バカ、ちげぇって。あれはタダの‥‥前準備‥‥いや、前戯だ」




【里奈】

（前戯って確かにそうだけど‥‥意味分からないな）

「それって、どういう‥‥？」




【秋善】

「‥‥黙秘だ、黙秘！　今は言わねぇし、言えねぇな。とにかく‥‥三月十四日の夜、空けとけよ」




　取締役は私の目の前に指を突き出すと、頬杖をついて目を逸らした。スモークガラス越しに風景を見る横顔の──耳は、ほのかに赤くなっている。




【里奈】

（え？　なに？　どういうこと？　さんざんあれだけ抱いておいて‥‥約束取り付けるくらいで照れるって何なの？）




　ついまじまじと見つめていると、取締役はむくれながら私を見つめ返した。




【秋善】

「あー、くそっ！　いいから、こっち見るんじゃねぇ！　三月十四日に全部まるっと教えてやっから、今はいいにしてくれ！」




【里奈】

「三月十四日‥‥ホワイトデー、ですか」




【秋善】

「‥‥おう、最高のホワイトデーをプレゼントしてやるよ」




　少し照れながら笑った取締役は、再び視線を窓ガラスの向こうに向ける。




　疲れてはいるけれど、いつもちょっかいをかけてくる取締役が何もしてこないのが、少しだけ寂しい気もしつつ──私は来たるホワイトデーの夜に、こっそり期待を積もらせたのだった──。




　─ＥＮＤ─








社交パーティー









　ある朝──。

　私が出社すると、秘書室には先に出社していた一宮さんの姿があった。




【里奈】

「一宮さん、おはようございます」




【百合】

「おはようございます」




　デスクで書類整理をしていた一宮さんは、無感情な瞳で私を一瞥する。




【百合】

「私は用事があるので代理で三島さんに出てもらいますが‥‥水之瀬さん。今夜は当然、空けてますよね？」




【里奈】

「今夜‥‥ですか？」

（なにか大事な予定あったっけ？）




　私の戸惑いを感じ、一宮さんの顔に動揺が広がる。




【百合】

「いえ‥‥何でもないです。今のは忘れてください」




　一宮さんは言い淀み、気まずそうに顔を背けた。




【里奈】

（‥‥結局なんなの？　すごく気になるんだけど‥‥）




　私が訊き返そうとした──その時。勢いよく扉が開く音に、腰に響くような低音が重なった。




【秋善】

「おう、お前ら。おはよう！」




　取締役は挨拶を返す秘書たちに脇目も振らず、私の方へ真っ直ぐ歩いてくる。




【秋善】

「里奈！　今日も別嬪さんだな！」




【里奈】

「‥‥ありがとう御座います」

（この人も朝から相変わらずテンション高いな‥‥）




【秋善】

「何だよ、褒めてやってんのに。もっと喜べって」




【里奈】

「いえ、十分に喜んでおりますが‥‥」




　取締役は私の背中を、少し痛いくらいにバンバンと叩いて──何がそんなに楽しいのか、愉快そうに声を上げて笑う。




【秋善】

「そーか、ならいいけどよ。そんじゃ、いつもみたいに俺のやる気を引き出してくれよ」




　私の背中を叩いていた手のひらが腰に折り──ぐっと力強く、私の身体が専務に引き寄せられる。




【里奈】

「!?」




　抵抗する暇もなく、私は取締役の腕の中に囚われる。




【秋善】

「はー‥‥やっぱりお前、抱き心地が最高だな」




　取締役の纏っているシトラスの香りがふわりと、私の鼻をくすぐる。

　その香りとシャツ越しの熱に、躾けられた身体が疼く──が。




【里奈】

（ここ、秘書室なんだからマズいって！）




　軽い眩暈を覚えながらも、私は必死に猛々しい獣から逃れようと抗う。




【秋善】

「あ？　そんなの気にすんなって」




　取締役は私の腰を抱いたまま、首筋にそっと鼻先を近づけた。




【秋善】

「いい匂いだな。すげー癒されるわ」




　取締役の吐息が首筋をくすぐり、思わず私の肩が跳ねる。




【里奈】

「取締役、お願いですから‥‥」




【秋善】

「ん？　やっぱりアレがほしいのか？」




【里奈】

（この人‥‥本当、自由人だな）

「そうではなく、ここは秘書室です」




【秋善】

「なんだよ、ノリ悪りぃな～」




　取締役は唇を尖らせつつ、ようやく私を解放してくれた。




【秋善】

「じゃあな、里奈！」




【里奈】

「!?」




　小気味いい音を立てて人のお尻を叩くと、取締役は肩で風を切るように大股で出て行った。




【百合】

「‥‥里奈さん、わきまえて下さいね」




【里奈】

「はい、申し訳ありません」

（はぁ、なんで私が謝んなきゃなんないんだか‥‥）




　私は一宮さんの冷たい視線から逃れるように、目の前の、溜まった仕事に手を付けた。




【里奈】

（わきまえろ、なんて取締役にこそ言ってほしいよね。それにしても‥‥取締役、今朝はいつも以上にご機嫌だったけど何か、いいことでもあったのかな）




　──考えても思い当たる節はなく、私は目の前の仕事に集中したのだった。

　その日の終業後──。私はひとり、更衣室で着替えをしていた。




【里奈】

（はー、今日も働いたな‥‥）




　ロッカーを閉めると、ふいに隣のロッカーの名札──一宮さんの名前が目に入る。




【百合】

（私は用事があるので代理で三島さんに出てもらいますが‥‥水之瀬さん。今夜は当然、空けてますよね？）




【里奈】

（‥‥そういえば、あれってなんだったんだか。秘書課で女子会か飲みでもあるのかな。まぁ、馴れ合いに来てる訳じゃないからどうでもいいけど）




　私は目を伏せながらシャツを脱いだ──その瞬間。




【里奈】

「!?」




　突然、視界が暗闇に包まれた私は小さく悲鳴を上げる。背後から伸びた、誰かの腕が私を拘束する。




【？？】

「‥‥‥‥」




【里奈】

（何？　なんなの!?）




　私は拘束から逃れようと、身体を激しく動かす。

　──その時。ふいに、澄んだ香りがふわりと漂った。




【里奈】

（この香り、どこかで‥‥）

「きゃ‥‥!?」




　たくましい腕に抱え上げられ、私の思考が霧散する。

　口元に布を噛まされた挙句、目元まで布で隠された私は、抵抗むなしく、そのまま何処かへ連れ出されてしまった──。

　──車の中なのか、断続的に地面が揺れる。私は目隠しと猿轡をされたまま、何処かへ移動していた。




【里奈】

（これって誘拐？　でも私なんか誘拐する意味が分からない‥‥これから何処に連れて行かれるんだろう）




　私が不安を感じながら揺れに身を任せていると、車がゆっくり停車した。




【？？】

「‥‥降りるぞ」




【里奈】

「私の隣に座っていたであろう男が、小声でボソッと呟く」

（あれ、この声‥‥っ!？）




　またも私の視界を遮るように、たくましい腕が私を抱き上げる。その指先に悪戯に身体を撫でられるも、私が漏らした吐息は猿轡に消える。コツコツと足音が響き──ふいに、目元の布がハラリと解かれた。




【里奈】

（まぶしい‥‥！）




　いきなり視界に光が溢れて、思わず目を瞬かせる。

　瞳が慣れてみれば、そこは品格が高そうな洋館の廊下だった。




【里奈】

（あれ？　これって‥‥）




　私は握りしめた目隠し──ネクタイに息を呑む。──と、背後から伸びた手が私からネクタイを取り上げた。




【秋善】

「ドッキリ成功！　なんつってな」




【里奈】

「取締役‥‥！」

（通りで、どこかで嗅いだ香りがすると思った）




　取締役の見慣れた笑顔に、一気に安堵が押し寄せる。




【里奈】

「先ほどのは何なんですか？　それに、その服装‥‥」




【秋善】

「ああ、そりゃ‥‥」

「って！　お前‥‥なんつーカッコしてんだよ！」




【里奈】

「え？」




　取締役の視線の先を辿ると──シャツが肌蹴た、自分の胸元に行きつく。

　私は慌ててシャツの胸元を指で閉じた。




【里奈】

「取締役がいきなり着替え中に誘拐したんじゃありませんか」




【秋善】

「そうだけど、急いでたし暗かったしでロクに見てなかったんだよ！」




　頬を赤くしながら、取締役はスタイリングされた髪をガリガリと掻く。




【里奈】

（いつも人にあんな事しながら、これしきで照れるとか‥‥）




【秋善】

「あーくそっ！　俺の事はいいから、お前の準備すんぞ！」




【里奈】

「え？」




　取締役は私の手を引くと、またも大股で歩き出す。




【里奈】

「‥‥取締役、準備とは？」




【秋善】

「急かすなって‥‥ま、ここらでいいか」




　取締役は手短に傍の部屋の扉を開け──その奥にあったベッドに、勢いよく私を放り投げた。




【里奈】

「!?」




　高級ホテルの一室なのか、暗闇の中に美術品と家具が並んでいる。




【秋善】

「さ、時間がねぇからさっさとやんぞ」




【里奈】

「やるって‥‥」




　ベッドから起き上がろうとした私の肩を、取締役の手のひらに押される。




【秋善】

「ほら、とっとと脱いだ脱いだ」




　専務は私に馬乗りになると、慣れた手つきでシャツを脱がせていく。

　先ほど赤面した人とは別人のように、その顔には余裕が浮かんでいる。




【里奈】

（あれ‥‥珍しい、何もしないの？）




　ただ服を脱がせるだけの取締役に私は目を丸くする──と。




【秋善】

「‥‥そんな顔すんじゃねぇ、手ぇ出したくなるだろうが」




【里奈】

「!?」




　薄闇の中で、獣の瞳がギラリと輝いたかと思うと、その筋張った指先が途端に思惑を以って、私の身体に触れる。

　脇から腰の骨までをゆっくりと熱い手のひらが辿る。




【里奈】

「ん‥‥ふ、ぁ‥‥」




　たったそれだけの行為なのに、躾けられた身体の奥で甘い痺れが揺れる。




【秋善】

「あー畜生、本当は朝に抱きしめた時から結構キてたんだよな」




【里奈】

「え？　ぁ‥‥！」




　ワイルドながら整った顔が私の首筋に、欲望の証を残す。

　名残惜しむように、キスマークをつけたばかりの唇が私の鎖骨を弄んだ。




【里奈】

（また、だ‥‥本当は目的の為だからって身体を簡単に売るつもりはないのに。取締役の腕に囚われると、とたんに‥‥身体が疼いてしまう）




　背筋を貫くような快感と期待に、甘い吐息をこぼしながら瞳を閉じる。




【秋善】

「そうだ、お前は俺を感じてりゃいい。今夜はお望み通り、たっぷり気持ちよくさせてやるよ」




【里奈】

「お望み通り、なんて‥‥ぁ‥‥」




　残っていたスカートをまくしあげられ、指先が私の内腿に触れた──瞬間。

　ピピピピ、ピピピピ！




【里奈】

「!?」




　部屋中に電子音が響き始める。




【秋善】

「あー‥‥悪ぃ、俺だわ」




　取締役はジャケットの内ポケットから携帯電話を取り出す。




【秋善】

「‥‥‥‥‥‥」




【里奈】

「‥‥取締役？」




　むっつり押し黙った取締役に声をかける──と




【秋善】

「あークソッ！　うちの秘書課はマジで有能すぎる！」




　舌打ちをした取締役は緩んだ首元を整えながら、ベッドから降りた。




【秋善】

「据え膳喰わねぇのは主義に反するっつーのによー‥‥。しゃーねぇ、今すぐコレに着替えろ」




【里奈】

「え？」




　演技や建て前を忘れて目を丸くしている私に、取締役は白い箱を差し出した。




【里奈】

「これは‥‥‥‥」




【秋善】

「里奈へのプレゼントだ」




　やけに大きい箱の中には──上品な光沢が美しい、一着のドレスが入っていた。




【秋善】

「髪飾りもあるし、ミュールとバッグもあるぜ。正直センスにゃ自信はねぇけど‥‥お前だったら、なんでも着こなしてくれるだろ」




【里奈】

（センスも何も、むしろ私なんかにはもったいない一品だって。これ、たしか有名なイタリアブランドのドレスでしょ‥‥）




【秋善】

「ったく、着替えさせようとしただけなのに、お前が色っぽいから手ぇ出しかけちまった。そんじゃ俺は廊下で待ってるからな！」




　取締役はさっきの熱は何処へやら、ケロっとした顔で廊下へ出ていった。




【里奈】

（人の身体に火をつけておいて狡い。でも‥‥うん、これは嬉しい）




　私は肌蹴ていたシャツを勢いよく脱ぎ、ドレスに足を通した。




【里奈】

（流石は最高級品、肌触りがすごくいい）

「あの‥‥お待たせしました」




　浮き足立つ心を押さえながら、着替えた私は取締役に声をかけた。




【秋善】

「おー。百合が早く来いってうるせぇから、さっさと行くぞ」

「って‥‥‥‥‥」




　振り返った取締役は、私を視界に入れた途端に目を丸くした。




【里奈】

「いかがでしょうか？」

（鏡で見る限り、悪くはないと思うんだけど‥‥）




【秋善】

「いや、こりゃ降参だわ。俺のセンスが良かったのか、お前が別嬪だからか分かんねぇけど、むちゃくちゃ綺麗なのは違いねぇ」




　嬉しそうに笑った取締役は、私の手を引いて歩き出した。

　取締役の大股につんのめりながらついて行く──と、やがて重厚な色をした、大きな扉の前で立ち止まった。




【秋善】

「今夜、お前をここへ連れてきた目的は‥‥これだ」




　取締役がゆっくりと、金の装飾が施された扉を開く。




【里奈】

（わ‥‥）




　扉の向こうには──豪勢なパーティー会場が広がっていた。

　高い天井から吊るされたシャンデリアが、まばゆい光を落としている。




【子会社役員】

「あっ！　秋善取締役、遅いですよ！」




【社員】

「よっ！　取締役、待ってました!!」




【雪】

「もう、取締役ったら主役が来ないんじゃ始められませんよ」




【里奈】

「雪さん‥‥」




　雪さんだけでなく、ホテルの広間には職場の仲間が一堂に介している。

　その誰もが華やかな正装に身を包んでいた。




【里奈】

「これは一体‥‥？」




【秋善】

「おー、ちょっとした記念パーティーだ！　クオーター予算達成を記念して、みんなでパーッと派手にやりたくてよ」




【里奈】

「そうだったんですか‥‥」




【秋善】

「中でもお前は一番頑張ってたから‥‥まあ、サプライズってやつだな。そのドレスもご褒美っつーこった」




　取締役はちょっと照れくさそうに、私を見ながら目を細めた。




【里奈】

「私のために‥‥。ありがとうございます！　ですが‥‥予算達成したからと、経費でこのような豪勢なパーティーを開けるなんて、やはり三響は凄いですね」




【秋善】

「経費だぁ？　誰がそんなケチくせぇことするかよ」




【里奈】

「え‥‥違うんですか？」




【秋善】

「自腹だよ。みーんな俺の自腹。俺から部署のヤツらへの感謝の気持ちなのに、ヤツらが稼いでくれた金使うってのも、話が違ぇだろ」




　──そう豪胆に言い放つ取締役を、会場の人々が誇らしげな笑顔で見つめている。

　一部の若い社員は興奮したように、取締役に駆け寄って声をかけていた。




【里奈】

（この人は大ざっぱで空気は読めないけど‥‥こういう所に、人がついていくのか）




【秋善】

「‥‥さあ、お前ら今夜は無礼講の宴だ！　吐かねぇ程度に大いに飲んで騒げ！」




【社員】

「おおおぉぉぉ!!!!」




【百合】

「取締役、ここは高級ホテルですよ？　一応節度ある行動を‥‥」




【秋善】

「おいおい、堅苦しいこと言うなって」

「いいんだよ、ホテル側からクレームが来ても俺が全部揉み消すからよ！」




【里奈】

（まったく、メチャクチャな人だけど‥‥たしかに、頼もしいは頼もしいかもな）




【秋善】

「‥‥どうした、里奈？　俺の顔に、何かついてるか？」




【里奈】

「いえ、何も‥‥」




　私は取締役からシャンパンの注がれたグラスを受け取り、笑顔を投げかけた。




【秋善】

「ならいいけど、パーティーが終わんのが楽しみだな！」




【里奈】

「え？　パーティーはまだ始まったばかりではありませんか」




【秋善】

「そりゃパーティーも楽しいし好きだけどよ」

「俺の中の獣が騒いでんだよ。──喰いっぱぐれた里奈を、早くぺろっと喰っちまいたいってな」




【里奈】

「!?」




　隣に立った取締役は私の腰を抱き寄せ──大きく開いた私の背中に、意味深に手のひらを這わせる。




【秋善】

「俺のモンだっつー印はつけたから、どっかのトンビにさらわれる心配はねぇけど、早くパーティーが終わんねぇもんかな‥‥」

「お前もそう思うだろ、里奈？」




【里奈】

「それは‥‥」




　私は返事を濁したけれど、私の身体がじんわりと熱を帯びている事は、きっと掌越しに取締役にはバレてしまっているのだろう。

　取締役は笑みを深くすると、さらに私の腰を抱き寄せる。

　ほんのり香るシトラスに夜の気配を感じて、理性に揺れながらも──今か今かと、私の身体も獣を求めるのであった。




　─ＥＮＤ─








ホワイトデー









　──ホワイトデー前日。

　私は取締役に呼び出され、乗務室を訪れていた。




【里奈】

「失礼します」




【秋善】

「‥‥‥‥」




　取締役は、何も答えずＰＣの画面を見つめたままだ。




【里奈】

「あの、取締役？」




【秋善】

「‥‥ゲホゲホッ！」




　取締役が突如、むせ始める。




【里奈】

「あの、大丈夫ですか？」




　私はそばに駆け寄り、背中をさする。




【秋善】

「──ふう、助かったぜ。サンキュな」




　取締役の右手には、食べかけのハンバーガーが握られていた。




【里奈】

（食べながら作業してたのか、行儀悪いな）




【秋善】

「お前も食うか？　美味いぞ、ダブルチーズバーガー！」




【里奈】

「いえ、もうお昼は済ませてきました。何かを食べながら作業をするというのは、あまりよろしくないかと」




【秋善】

「馬鹿野郎、お前が急に部屋に入ってくるからだな‥‥」




【里奈】

「私はちゃんとノックもしたと思うのですが」




【秋善】

「ちっ、愛想のねーヤツだな」




【里奈】

「それで、ご用件と言うのは？」




【秋善】

「ああ、明日のホワイトデー、予定は空けといただろうな？」




【里奈】

「はい、退社後は何も入れてません」




【秋善】

「必ず定時で帰れるようにしとけよ。目的地にすぐ移動するからな」




【里奈】

「わかりました」

（行先を言ってくれないのが気になるけど）

（どうせ聞いても答えてくれないんだろうな）




【里奈】

「──バレンタインの時のような、乱暴なのは嫌ですよ」




【秋善】

「何言ってんだ、あの程度で。そもそもあの時、媚薬入りチョコで誘ってきたのはお前だろうが」




【里奈】

（まぁ元をただせばそうだけど‥‥）




【秋善】

「安心しろ、ちゃんとしたデートのお誘いだ。忘れられない一夜にしてやるよ」




　笑顔を浮かべる取締役の顔を見ていると、ふと、取締役の顔が汚れているのに気付いた。




【里奈】

「──取締役、ケチャップがついてますよ」




【ジョージ】

「あ？　どこだ？」




【里奈】

「左のほほについてます」




【秋善】

「めんどくせえな、拭いてくれよ」




【里奈】

（子供みたいなこと言う人だな）

（これくらいやった方が喜ぶんだよね）




　私はおもむろに顔を近づけ、舌を伸ばす。




【秋善】

「お？　いいねぇ、わかってるじゃねーか」




　私はほんの少し水音を立てながら、汚れを舐め取る。




【秋善】

「上出来だ、褒めてやる」




【里奈】

「‥‥ありがとうございます」




【秋善】

「‥‥飯食ったら、なんだかムラムラしてきたな。ちょっとお前、時間あるか？」




　取締役はそう言いながら私の腰に手を回す。




【里奈】

「そんな──」




　その時、勢いよく乗務室のドアが開かれた。




【夏妃子】

「入るわよ」




【里奈】

（課長!?）




　そこには課長の姿があった。




【夏妃子】

「‥‥あら、ずいぶんと仲がいいじゃない。妬けるわね」




　課長の冷ややかな視線が、私に注がれる。




【秋善】

「姉貴、何の用だよ」




【夏妃子】

「決まってるじゃない、仕事の話よ。株主総会での書類の件だけど」




【秋善】

「ああ、そいつは今まさにやってるところだ」




　仕事の話になり、私は解放される。




【里奈】

（退散した方がいいな）

「‥‥それでは私はこれで失礼いたします」




【秋善】

「ああ、それじゃ明日、頼むぜ」




　取締役の弾む声を背中に受けて、私は部屋を後にした。

　秘書室に戻ると、一宮さんがすぐ駆け寄ってくる。




【百合】

「水之瀬さん、申し訳ないけど仕事頼めないかしら」




【里奈】

「はい、何でしょうか」




【百合】

「急なんだけどデータ処理の仕事が入っちゃって」




【里奈】

「構いませんが、どのくらいあるんでしょうか」




【百合】

「それが‥‥」




　一宮さんがかなりの重みをもった書類を運んでくる。




【百合】

「──これだけなんだけど」




【里奈】

（これだけ‥‥って、書類の山になってるじゃない）

「期限はいつまでなんですか？」




【百合】

「それが‥‥明日までなの」




【里奈】

「明日、ですか？」

（ちょっと‥‥）




【里奈】

「あの‥‥さすがに私一人では難しいと思うので、量を少し減らしてもらえないでしょうか？」




【百合】

「ごめんなさい、そうしたいのは山々なのだけれど、年度末調整もあって秘書課全体が忙しくて、こっちまで手が回らないの」




【里奈】

（たしかに皆、朝からほとんど無言で仕事しているな。押し付けられた形かな）

「──わかりました、やります」




【百合】

「ありがとう、本当に助かるわ」




【里奈】

（なんとしても明日は定時で帰れるようにしないとな）




【ジョージ】

「──秋善からのお誘い、ねぇ」




　私は帰宅すると、ジョージに現状報告をする。




【ジョージ】

「まぁいい傾向なんじゃねーの？　少なくとも気に入られてる証拠じゃん。俺のチョコ、役立ってよかっただろ？」




【里奈】

「人の気も知らないで、よく言うよ」




【ジョージ】

「まぁそう言うなっての。これも全て金のため、だろ？」




【里奈】

「それはそうだけど‥‥。でも、その前に片付けなきゃいけない仕事が山ほどあるんだよ」




【ジョージ】

「んなモン、ちゃっちゃと片せばいいだけだろ」




【里奈】

「データ入力の仕事だけど、尋常じゃない量なんだよ。持ち帰ってきたから徹夜してでもやらないと‥‥」




【ジョージ】

「おいおい、デート前日に徹夜するのかよ」




【里奈】

「だって仕方ないじゃない」




【ジョージ】

「‥‥しょうがねー、ひと肌脱いでやるか。持ち帰ってきた分の処理は俺がやっておいてやるから」




【里奈】

「いいの？　そんなの任せちゃって」




【ジョージ】

「バカ、お前が無理して潰れちまったら全部パァになるんだぜ？　それ考えたらこれくらい、朝飯前だ」




【里奈】

「ジョージ‥‥ありがとう」




【ジョージ】

「分かったらお前はさっさともう寝ろよ」




　ジョージの頼もしい言葉を受けながら、私は布団へと入った──。

　──翌日。

　私は自分の机に向かうと真っ先にＵＳＢメモリをＰＣに差し込んだ。ジョージいわく『作業が楽になるマクロを作っといた』らしい。




【里奈】

（‥‥うん、たしかにこれなら作業がしやすい。残りの仕事、定時までに十分終わるな）




　私は深呼吸をひとつして、キーボードを叩き始めた。




【里奈】

「‥‥終わった‥‥」




　私は椅子の背もたれに体を預ける。たっぷりの疲労感でおもわず目を閉じたくなってくる。

　私は机の上に置いていた時計に目をやる。




【里奈】

「よし、定時ジャスト。心置きなく帰れるな)」




【百合】

「水之瀬さん、お疲れ様」

「‥‥まさか、本当に全部終わったの？」




【里奈】

「はい、片付けました」

（そっちからやれって言ったんじゃない）




【百合】

「すごいわ、本当に助かるわ」




【里奈】

「いえ、じゃあ私は今日はこれで‥‥」




【夏妃子】

「あら、暇そうねぇ？」




　どこからともなく課長が私の机の前に陣取る。




【里奈】

（どこを見れば暇そうに見えるっていうの？）




【夏妃子】

「仕事終わってるなら、追加でこれ、お願い出来るかしら」




　課長は束になったファイルを押し付けてくる。




【里奈】

「‥‥今から、ですか？」




【夏妃子】

「そうよ、今から」




【里奈】

（定時ごろに仕事押し付けてくるなんてサイアク。絶対あてつけだ‥‥）

「これは今日中でなければいけないんですか？」




【夏妃子】

「そうに決まってるじゃない。優秀なアナタなら、当然残って業務をしてくれるわよね？」




【里奈】

（まずいな、どうしよう‥‥？）




　その時──。




【秋善】

「おい、何やってんだ、おせーぞ！」




　扉の前には──見慣れない服を着た──取締役の姿があった。




【里奈】

（あれって、タキシード‥‥？）




【秋善】

「ったく、もう始まっちまうだろうが！」




　取締役は呆気にとられる秘書室の真ん中を進んでくると、私の手を力強くつかんでくる。




【秋善】

「オラ、行くぞ！」




【夏妃子】

「待ちなさい！　今、この子には大事な仕事を預けたところなのよ」




【秋善】

「‥‥だから何だってンだよ。ひっこんでろ！」




　取締役が一喝すると、私の体に、急に浮遊感を感じる。




【里奈】

「取締役、何を!?」

（私、肩に担がれてる！）




　取締役の手が私のふとももに触れている。




【夏妃子】

「アンタ、私に逆らっていいと思ってるの!?」




【秋善】

「あーもう、うるせえ！　黙れバカ！」




【夏妃子】

「なっ‥‥！」




【秋善】

「何しようが俺の勝手だろーが！　コイツはもらっていくぞ！」




　私をかかえたまま、取締役は会社の廊下を進んでいく。

　周囲の視線や声が恥ずかしい。




【里奈】

「と、取締役、降ろしてください！」




【秋善】

「お前もわかんねーやつだな。時間がねーってさっきから言ってんだろうが。ちっと黙ってろ」




　会社の外へと出た。




【秋善】

「よっ‥‥と！」




　リムジンの後部座席に無造作に放られる。

　取締役が私の服に手をかけてきた。




【里奈】

「な、何するんですか？」




【秋善】

「あん？　これを着せてやるんだよ」




　取締役の手にはドレスが握られていた。




【秋善】

「時間ねーから、俺が直接着させてやる」




【里奈】

（人の体触りたいだけじゃない）

「やめてください！」




　私は声を荒げて必死の抵抗をする。




【秋善】

「おっ、いいねぇ。それくらいやられた方がそそるってもんだ」




　取締役は心底うれしそうに笑みを浮かべる。




【里奈】

「‥‥本気で嫌なんですけど」




【秋善】

「ちっ、しょうがねえな」




　取締役は無造作にドレスを私に押し付けてくる。




【秋善】

「俺が見ててやるから、さっさと着替えちまえよ」




【里奈】

（結局そうなるのか‥‥）




【秋善】

「ほら、急げって！」




【里奈】

「‥‥わかりました」




　私はすぐ上着を脱ぎ、スカートも降ろす。




【秋善】

「おお、いいねぇ」




　取締役の声を受けつつ、下着姿になった私は、さっき渡されたドレスを身にまとう。




【里奈】

（ヒラヒラが多すぎて、少し着づらい‥‥）

（あれ、背中のファスナーが上がってくれない）




　私は慣れない服に戸惑いを隠せない。




【秋善】

「どうした？」




【里奈】

「いえ、ファスナーがなかなか上がってくれなくて‥‥。ちょっと、手伝ってもらえませんか？」




【秋善】

「お、俺がか!?」




　取締役は妙に上ずった声を上げる。




【里奈】

（この空間に、他に誰もいないじゃない）




【秋善】

「そ、それくらい自分でやれよ」




　何故か取締役の視線が泳ぐ。




【里奈】

「うーん、でもなかなか上がらなくて。時間もないんですよね？」




【秋善】

「い、いや、そーなんだけどよ‥‥。こう、女の背中のラインを見るとよ、フェチっつーのかな？　なんか独特の色気が見えて、エロいじゃねーか」




【里奈】

「‥‥はぁ」




【秋善】

「なんか、それを改めて見るのが違和感っつーか‥‥」




　取締役は頬を染め頭をかき始める。




【秋善】

「お、俺は女のファスナーを下げたことはあるが、逆に上げたことはねーんだよ!!」




　一瞬、静けさが漂う。




【里奈】

（なんだかよくわからない言い分だな‥‥）

「でも時間ないんですよね。とにかく、お願いします」




【秋善】

「し、しょうがねーな‥‥」




　心なしか、取締役の声が震えているように聞こえる。しかしファスナーが上がる気配はない。




【里奈】

「‥‥あの、まだですか？」




【秋善】

「う、うるせーな！　少し黙ってろ！」




　やがて




【秋善】

「よ、よし、上がったぞ」




【里奈】

「ありがとうございます」




　私は背中に手をやり、締まっているのを確認する。




【里奈】

「‥‥これ、私の体にサイズぴったりですね」




【秋善】

「おっ、そうか。よかったじゃねーか」




【里奈】

「サイズ測られたことないのに、どうして‥‥」




【秋善】

「そりゃ、今までさんざんお前の体触ってきたからな、俺のカンに間違いはなかったってことだ」




【里奈】

（無駄な才能持ってるんだな‥‥）




【秋善】

「よし、とりあえずこれで一安心か」




　取締役はリムジンの座席に乱暴に座る。




【秋善】

「しっかし、姉貴に怒鳴ってやった時の顔、サイコーだったな。後にも先にも初めてだったぜ。明日、たぶんドヤされちまうだろうな」




　よほど愉快なのか、取締役は声を上げて笑う。




【里奈】

「‥‥課長にあんな反抗するほど急いで、この車はどこに向かってるんですか？」




【秋善】

「それ言ったらつまんねーだろ。着いてからのお楽しみだ、楽しみにしとけ」




　車はスピードを上げていった──。

　──やがて車はゆっくりと停まる。




【秋善】

「よし、着いたな。降りろ」




【里奈】

「はい」




　私の目の前に現れたのは、ひときわ大きな建物だった。




【里奈】

「ここは‥‥？」




【秋善】

「何だ、知らねーのか？　オペラを演るための、大劇場だ」




【里奈】

「じゃあ、ここでオペラを見るんですか」




【秋善】

「当たり前だろ、他に何見るっていうんだよ」




【里奈】

「いえ‥‥取締役がオペラというのが、何かアンバランスな印象なので」




【秋善】

「‥‥お前、俺のことバカにしてるだろ？」




【里奈】

「いえ、決してそんなことはないです」

（意外もいいとこ、全くイメージと結びつかないからな）




【秋善】

「まぁいい、今夜はエスコートしてやる。ほら、行くぞ」




　差し出された取締役の手を取り、入場口へと向かう。

　私たち二人は２階席へと向かう。眼下の席は、たくさんの人で埋まっていた。




【秋善】

「予約した席は──と、あったあった」




　取締役に連れられ、席に座る。




【秋善】

「どうだ、特等席だろ？」




　私たちが座ったのはちょうど舞台から正面に位置する席で、舞台全体がくまなく見渡せる場所だった。




【里奈】

（オペラなんか見に来たことないから、ちょっと緊張するな）




【秋善】

「よし、急いだおかげでまだ舞台は始まってねえな。そういやお前、オペラは見たことあるか？」




【里奈】

「いいえ、初めてです」




【秋善】

「そうか、じゃあ期待しとけ」




【里奈】

「‥‥今日はどんな演目がやるんですか？」




【秋善】

「『椿姫』だな。舞台は19世紀のパリ。とある社交場で出会った元高級娼婦と貴族が恋に落ちるが、身分違いの二人にはつらい運命が待ち受けていた──ってとこだな」




【里奈】

「娼婦‥‥」




　取締役の口から出た言葉に、思わず身を固くする。




【里奈】

（私のこと言ってるわけじゃないよね）




【秋善】

「おい、どうかしたか？」




【里奈】

「いえ‥‥」

（考えすぎか‥‥）




【秋善】

「おっ、そろそろ始まるぞ」




　取締役が声を上げると、場内の照明がゆっくり落とされた。

　──やがて舞台の幕が上がり、開演する。オペラ歌手の伸びやかな歌声が響き渡り、壮大な音楽の中、物語は進行していく。




【里奈】

（なんだか、この雰囲気に圧倒されるな）




　ふと取締役の表情を見ると──。




【秋善】

「‥‥‥‥」




　真剣な表情で食い入るように舞台を見つめていた。




【里奈】

（オペラ、本当に好きなんだ）




　私は舞台に視線を戻す。




　──物語は佳境を迎えていた。

　元娼婦のヒロインは身分違いの恋愛に悩み、貴族である相手を悲しませないよう、わざと別れるよう仕向ける。

　目論見は成功し、二人は離れ離れになってしまう。

　数年後、ヒロインは病魔に侵され余命いくばくもない状態に。そこに駆け込んでくる、全てを知った貴族青年──。




【里奈】

（正直、内容は全部入ってこないけど。ドラマチックな展開、見入っちゃうな）




　──舞台ではいよいよクライマックスを迎えていた。ヒロインが青年に笑いかけながら、天に召されていく。

　私はふと、再び取締役の顔を見た。




【秋善】

「‥‥‥‥」




　取締役の目には、うっすらと涙が光っているように見える。




【里奈】

（もしかして、泣いてる‥‥？）




【秋善】

「‥‥！」




　私の視線に気づいた取締役が一瞬驚きの表情を見せる。

　すぐ目元をぬぐうと、再び舞台に目を向けた。




【里奈】

（今、完全に泣いてた‥‥よね）




　舞台では物語の終幕を告げるフィナーレが流れていた。




【秋善】

「いやー、いい舞台だったな！」




　席を立つ客たちがざわつく中、取締役は満足げに笑う。




【里奈】

「そうですね、感動しました」




【秋善】

「やっぱりラストシーンがなぁ、いいよなぁ」




【里奈】

（ラスト‥‥取締役が泣いてたところか）

「心に響くものがありましたね。私、少し泣いちゃいました」




【秋善】

「本当か？　実は俺も、あのシーンだけはダメなんだよ。何度見ても、あそこだけは毎回泣いちまう」




【里奈】

（何度も‥‥ってことは、ずいぶんお気に入りなんだ。舞台見て泣くなんて‥‥思った以上にピュアな面持ってるのね）




【秋善】

「どうだ、来てよかったろ？」




【里奈】

「はい、ありがとうございます」




【秋善】

「よし、この後はレストランを予約してある。舞台の話はそこでゆっくり楽しもうぜ」

「‥‥もちろん、その後もな？」




　そう言って微笑を浮かべる取締役の鋭い瞳が、私の瞳をしっかりと捉えていた──。




　──オペラ終演後。取締役が予約していたレストランに向かう。




【秋善】

「『椿姫』の舞台がパリだったからな、それに合わせてフランス料理のフルコースだ。味は俺が保証する」




　やがてテーブルに料理が運ばれてくる。




【秋善】

「さぁ、料理を楽しもうぜ」




【里奈】

「はい、いただきます」

（取締役がフランス料理‥‥また似合わない組み合わせだな）




　私は目の前のオードブルにフォークを向けた。




【秋善】

「お、このスープ、なかなかいい味出してるじゃねーか」




　取締役は慣れた手つきでフォークを操り、料理を口に運ぶ。




【里奈】

（昨日ハンバーガーで顔を汚してた人とは思えないな。やっぱり育ちだけはいいってことかな）

「すごく、美味しいですね」




【秋善】

「シェフ呼びたくなったらいつでも言えよ？」




【里奈】

「そんなベタなこと、しませんよ」




　私たちはしばらく料理を楽しんだ。




【秋善】

「‥‥でよ、ヒロインがわざと嘘をつくシーンあったろ？　あそこが物語の展開を引き立てるんだよな」




　私たちは食後のワインを傾けながら、さっき見てきたオペラの感想を言い合っていた。




【里奈】

「展開が目まぐるしくて追いかけるのが大変でしたけど、最後まで飽きずに観れましたね」




【秋善】

「ああ、やっぱり脚本がいいんだろうな」

「取締役は手にしていたシャンパンを一気に飲み干す」

「‥‥愛する恋人の人生を想って、あえて嫌いだと嘘をつくヒロイン。その脆く儚い姿がな、こう胸に響いてくるんだよな」




【里奈】

「嘘を‥‥」




　まるで私自身のことを言われているような気がして、言葉に詰まる。




【里奈】

（取締役は本当は私の正体に気付いているんじゃ‥‥？）




【秋善】

「‥‥おい、どうした？」




　思わず黙ってしまった私を見て、取締役は不思議そうな視線を送ってくる。




【里奈】

「いえ、なんでもありません」




【秋善】

「本当か？　体調でも悪くなったか？」




【里奈】

「大丈夫です」




【秋善】

「‥‥いや、お前は体調が悪いな。間違いない」




【里奈】

「え？」




【秋善】

「無理はすんな、ダメならダメって言えよ」

「‥‥上の階に部屋を取ってあるからな。そこで休もうぜ」




　取締役は楽しそうに口元に笑みを浮かべる。




【里奈】

（結局はそういうことか‥‥）

（また手籠めにされるのも嫌だし、ここははっきりと言っておかないと）




【里奈】

「いえ、本当に何も‥‥」




【秋善】

「いや、嘘だな。その証拠に顔が赤くなってるぞ」




【里奈】

「これはお酒を呑んで、少し酔っぱらってるだけです」




【秋善】

「酔ってんだな!?　それはまずい、早いとこ介抱してやらねーと！」




　そう言うと取締役はおもむろに立ち上がり、私の横に来ると素早く私を担ぎ上げた。




【里奈】

「ちょ、ちょっと取締役！　降ろしてください！」




【秋善】

「あ？　聞こえねーな」




【里奈】

「ま、待って‥‥！」




　周囲の驚く視線を集めながら、取締役はそのままエレベーターに向かい、ホテル上階へと向かっていった。




【里奈】

「お、降ろしてください！」




　私の抗議もむなしく、取締役が手を離す気配はない。




【秋善】

「はいはい、病人は大人しくしとけ、ってな」




　取締役の手が、私のふともも付近を探り出す。




【里奈】

（このままじゃまた手籠めにされそう‥‥どうしたものかな）




　私が軽い不安を覚えていると、取締役はスイートルームの前で立ち止まりドアを開ける。




【秋善】

「‥‥よっと」




　取締役は私を担いだままスイートルームに入り、ベッドに放られる。




【里奈】

「取締役、何を‥‥」




　私が抗議しようとする間もなく、取締役は顔を近づけてくる。

　キスされる──と身を固くしたが、予想とは違うぬくもりが、私の肌に触れる。




【秋善】

「‥‥顔、けっこう赤くなってるぞ」




　取締役は私の額に、自分の手を当て熱を確認する。




【秋善】

「本当に大丈夫か？」




　その優しいささやきに、一瞬戸惑ってしまう。




【里奈】

「はい、大丈夫‥‥です」




【秋善】

「よし、いい子だ」




【里奈】

（取締役、どうして急に優しく‥‥）




【秋善】

「‥‥じゃあ何をヤッても問題ねえな？」




【里奈】

「え‥‥んんっ!?」




　そう言うや否や、取締役は私の唇を強引に奪う。熱い吐息と共に舌を絡ませ、その艶めかしい動きは、抵抗できない私の意識を支配していく。




【里奈】

「んはぁっ‥‥」




【秋善】

「ハッ、いいぜその表情、たまらねぇ」




　小さく笑いながら、取締役の手が私の肌を蹂躙していく。




【里奈】

「あっ、やっ‥‥」




　熱く熱のこもった指が、ドレスの下部へと忍び込む。そのまま迷うことなく私の弱点に辿り着き、乱暴に弄る。




【里奈】

「あああっ‥‥ダメっ‥‥！」




【秋善】

「何がダメだってんだ？見ろよ、こんなになっちまってるぜ？」




　取締役は鋭い眼光を突き付けながら、ゆっくりと指を私の顔の前に差し出す。




【秋善】

「お前が悦んでる証拠だぜ？」




【里奈】

「やあっ‥‥」




　私は思わず顔をそむけるが、お構いなしに取締役は愛撫を続ける。首筋を舐められるたび、ぞくぞくとした感覚が脳髄を刺激する。




【里奈】

（これじゃ本当に‥‥落ちちゃう‥‥！）




【秋善】

「‥‥そうだ、一つ趣向を凝らしてみるか？」




【里奈】

「え‥‥あっ！」
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　次の瞬間、私は取締役に抱え上げられ、大きなガラスが張られた窓辺へと連れられる。




【秋善】

「この体位も、けっこう好きなんだよな。さあ、甘く啼いてくれよ‥‥？」




【里奈】

「あ‥‥ふああっ！」




　私が抵抗するまもなく──取締役は私を貫いた。取締役の獣が私の中で熱く胎動するのが伝わってくる。




【秋善】

「‥‥動くぞ」




　私の腕を押さえつける取締役の手に力がこもり、最奥への抽送が激しくなる。




【里奈】

「ん、んんっ‥‥」




【秋善】

「声、出してもいいんだぜ？　我慢は体によくねえからな。それに、そっちの方が燃えるしな」




【里奈】

「あ、あああっ‥‥！」




　取締役に促されるまま、快感に身をゆだねてしまう。徐々に頭の中が真っ白になる感覚が襲ってくる。




【里奈】

（こんなの、耐えきれないっ‥‥！）

「わた、し‥‥ッ‥‥壊れ‥‥！」




【秋善】

「ああ、壊れちまえよ。俺の前に、全てさらけ出しちまえ！」




　取締役は獣を激しく抽送しだし、そして──。




【里奈】

「──！」




　私の全身に、快感の波が絶え間なく走っていく。

　だらしなく開いた私の口に、息を切らせながら取締役は唇を寄せた。




【秋善】

「‥‥まだまだ、夜はこれからだ。お前の体に、極上の快感ってヤツを教え込んでやるよ‥‥」




　取締役のささやいた言葉に嘘はなく、私たちは朝まで欲望をぶつけあい、そして愛し合ったのだった──。




　─ＥＮＤ─








桜花絢爛









　爽やかな春風が、街を吹き抜ける頃──。

　私が出勤して取締役室へ行くと、取締役と一宮さんが楽しそうに話していた。




【里奈】

「おはようございます」




【秋善】

「おう里奈、来たか」




【百合】

「おはようございます」




【秋善】

「お前はもう聞いてるよな？」




【里奈】

「‥‥何の話でしょうか？」




【百合】

「お花見ですよ。今年は全社を上げての大イベントになるそうです」




【里奈】

「そうなんですか。すみません、知らなかったです」




【秋善】

「まあ、昨日決まったばかりだからな。仕方ねえよ。それより、その花見で目玉となるのが俺の企画した屋形船だ」




【里奈】

「屋形船ですか。優雅で楽しそうですね」




【秋善】

「そうだろ？　毎年、普通の地味な花見だったからよ。なんかもっとパーッと、盛大にやりたかったんだよな」




　取締役は嬉しそうに、大声を上げて笑った。




【秋善】

「という訳で２人とも、当日は楽しみにしてろよ！」




【里奈】

（花見か‥‥。できれば取締役と２人きりだったら良かったな。そうすれば、少しは取り入るチャンスがあったかもしれないのに‥‥）

（一宮さんも同席してると、何かと動き辛いし‥‥）




【百合】

「‥‥水之瀬さん？　そろそろ秘書室に戻りましょう」




【里奈】

「あ、そうですね。すみません。私と一宮さんは、一緒に取締役室を出た」




　そして迎えた、花見当日の夕方──。

　三響グループの社員は川に浮かんだ３艘の屋形船に、それぞれ分かれて乗り込んだ。

　３艘はそれぞれ春樹社長、秀明専務、そして秋善取締役の船に分かれていた。




【秋善】

「さあお前ら、とことん飲むぞ！　今夜くらい仕事のことなんか忘れろ！　俺が許す！」




　私は一宮さんと取締役の近くに座り、美味しいお酒やてんぷら料理を楽しんだ。

　──場が盛り上がってきたところで、取締役は立ち上がって叫んだ。




【秋善】

「全員聞け！　これから飲み比べをやるぞ！　俺に勝てると思うやつぁ、役職関係なく誰でもかかって来い！」




　取締役の一声で、宴会場の空気はさらに熱を帯びてきた。




【里奈】

（確か取締役って、かなりお酒に強いんだよね‥‥）

（ウチの社に勝てる人なんて、いるのかな？）




　──その後、酒豪と言われる社員が次々と挑戦するも、取締役は余裕の表情で打ち負かしていった。




【秋善】

「どいつもこいつも腰抜けだな！　相手にならねえよ！」




【里奈】

（さすが取締役‥‥。飲みっぷりもまさに獣って感じ‥‥）




　やがてみんな酔い潰れてしまい、挑戦者がいなくなった頃──。




【秋善】

「おいおい、もうみんな潰れちまったのか？　情けねえなあ。まったく‥‥」




　取締役は千鳥足で座敷を出て、屋形船の操縦席に立った。




【里奈】

「あっ、取締役‥‥何を？」




【秋善】

「ん‥‥？」




　取締役が身を乗り出して、外を見る。




【秋善】

「ちくしょう！　兄貴の船にも、秀明の船にも後れを取ってるじゃねえか！　兄貴たちに負けてたまるかよ！」




　取締役は大声を上げながら、操船を始めた。




【里奈】

「ちょっ‥‥取締役、勝手に動かしたらダメですよ！」




　取締役が私の制止も聞かずに、さらにスピードを上げる。




【秋善】

「わははっ、いいぞ！　もっと行け！」




　春樹社長、そして秀明専務の船の間をギリギリすり抜けて、私たちの船が先頭に踊り出る。




【秋善】

「ざまあみろ！　いい気分だぜ！」




【里奈】

「取締役、やめてください！」




　私はあわてて取締役の傍まで駆け寄った。




【秋善】

「なんだぁ？　俺に指図すんのか？　口答えする奴には‥‥お仕置きしてやるよ！」




　取締役は骨ばった大きな手で、私のお尻をむんずとつかんだ。




【里奈】

「きゃあっ！　いい加減にしてください！」




【秋善】

「ハハッ！　お前、けっこう艶っぽい声出すじゃねえか！」




【里奈】

（もう手が付けられないよ‥‥。放っておこう）




　私は取締役の手を振り払い、１人で宴会場に戻った。

　──その後も、宴会は遅くまで続いた。宴の終盤になると、一宮さんが私を見つけて近づいてきた。




【百合】

「水之瀬さん。ちょっといいですか？」




【里奈】

「一宮さん。どうしたんですか？」




【百合】

「酔い潰れて寝ている人を、外へ運び出しましょう」




【里奈】

「そうですね。このままって訳にもいかないですし‥‥」




　──私は一宮さんと協力して、酔い潰れた社員を外へ運び出していった。




【里奈】

（さて、他に寝ている人は‥‥？）




　宴会場をぐるりと見回すと、大の字になって寝ている取締役の姿が目に入った。




【里奈】

（あの取締役でも、さすがに限界が来るんだな‥‥）




　私は苦笑しながら、取締役の身体を揺り動かした。




【里奈】

「取締役、いったん外に出ましょうか？　そろそろお開きの時間みたいですし‥‥」




【秋善】

「あん、お開きだぁ？　まだ飲み足りねーよ」




【里奈】

「そうは言っても、時間に制限がありますから」




【秋善】

「まだ月見酒もやってねーんだよ。俺はまだ降りねーよ」




　取締役は子供のように駄々をこねて、ふたたび畳の上にごろんと横になった。




【里奈】

（どうしたらいいんだろう‥‥？）




　私が途方に暮れていると、一宮さんが様子を見にやってきた。




【百合】

「取締役は、ギリギリまで寝かせてあげましょう」




【里奈】

「でも‥‥いいんですか？」




【百合】

「こうなったら仕方ないでしょう。私は向こうで酔い潰れている役員を介抱してきますから、ここは水之瀬さんに任せます」




【里奈】

「はい、分かりました」




　一宮さんが去り、宴会場には私と取締役の２人だけが残された。

　私はしばらくじっと、取締役の寝顔を見ていた。




【里奈】

（こうして寝ている時は、大人しくて可愛いんだけどな‥‥）




　そんなことを考えていたら、突然、取締役が身体を起こした。




【秋善】

「ん？　いつの間にか、誰もいなくなってねえか？」




【里奈】

「他の社員はみんな、下船しましたよ。後は取締役だけです」




【秋善】

「そうか‥‥。きっとみんな、気を利かせてくれたんだな」




　取締役は眠そうな声で言って、私のヒザに頭を載せてきた。




【里奈】

「あっ、ちょっと‥‥」




　取締役の肌のぬくもりを感じて、私はつい身体を強張らせる。




【秋善】

「おお‥‥これは最高に気持ち良いな」




　取締役の大きな手が、私の太ももをまさぐる。




【秋善】

「毎日こうして膝枕してもらえたら、最高だよな」




　取締役の武骨な指が、太ももの内側を少し乱暴に撫で回す。




【里奈】

「んんっ‥‥！」




　私は思わず、声を漏らしてしまう。




【秋善】

「やっぱりいい声出すよな、お前」




　取締役の指はやがて私の太ももの内側に滑り込み、




【秋善】

「熱を帯びた秘めたる場所を探して這いまわる」




【里奈】

「だっ‥‥ダメです、取締役。そんなに‥‥触らないで」




　里奈はかすれた吐息を漏らしながら、取締役の手を払いのけた。




【秋善】

「何だよ。少しくらい、いいだろ‥‥」




　取締役はちょっと甘えた声で言って、今度は私の太ももに、ごろごろと頬を擦り付けた。




【里奈】

（なんだか、子供みたい‥‥）




　私は呆れながらも、いつの間にか、身体の芯がとろけるように熱くなっているのを感じた。）




【里奈】

（ん‥‥あれは？）




　──ふと屋形船の外に視線を移すと、川岸に並んだ桜の木が見える。

　ライトアップされた桜が、幻想的な淡い光を放っている。




【里奈】

（きれい‥‥。こうやって屋形船から観るのもいいな‥‥）




　しばらくうっとりと夜桜に見惚れていると、私に膝枕されている取締役が、ぽつりとつぶやいた。




【秋善】

「そんなに、桜が好きか？」




【里奈】

「はい、好きですよ」




【秋善】

「‥‥そっか。ちょっと待ってろ」




　取締役は素早く身体を起こして、デッキにいる船長に声を掛けた。




【秋善】

「悪いけどよお、今から屋形船を向こう岸に寄せてくれ。できるか？」




　取締役の声に応えて、屋形船がゆっくりと対岸に近づいて行く。

　桜の木も、今や手の届きそうな位置にある。




【秋善】

「よし、ここまで来ればいいだろ」




【里奈】

「あの‥‥どうするんですか？」




　──私が言い終わる前に、取締役はいきなり船のデッキから、軽い身のこなしで岸へと飛び移った。




【里奈】

「あっ‥‥！」




　私が呆気にとられていると、取締役は桜の枝を１本だけ折って、ふたたび船のデッキに飛び移った。




【秋善】

「よっと‥‥。ただいま」




【里奈】

「取締役、いきなり何を‥‥」




【秋善】

「お前が桜好きだって言うから、取ってきてやったんだよ」




　取締役はぶっきらぼうに、ぐいっと桜の枝を差し出してきた。




【秋善】

「ほら、これはお前にやるよ」




【里奈】

「え‥‥？」




【秋善】

「受け取れって。いらねーのか？」




【里奈】

「いえ、頂きます。ありがとうございます」




【秋善】

「お前は、桜以上にきれいだぞ」




【里奈】

「えっ‥‥？」




　私が聞き返しても、取締役はそれ以上何も言わなかった。

　ただ頬を赤く染めたまま、対岸の桜を見つめていた。




【里奈】

（ほんと‥‥子供みたい）




　私はクスッと笑いながら、取締役からもらった可憐な桜の花を見つめた。

　突然の贈り物に、私の胸は自然と高鳴っていた。




【秋善】

「あーっ、月見酒がまだだった！」




　取締役が照れ隠しのように大声で言って、夜空を見上げる。




【里奈】

「大丈夫ですか？　もうそろそろ時間ですよ？」




【秋善】

「時間なんか関係ねえ。どうとでもなる。それより里奈も付き合え。月がきれいだぞ」




【里奈】

「分かりました。お付き合いしますよ」




　私は微笑みながら、取締役の隣に座った。

　川の水面に映り込んだ月が、ゆらゆら揺れながら輝いていた──。




　─ＥＮＤ─








湯けむりは愛欲の香り









　桜の花弁が、艶やかに青空に舞う季節──。

　私は秋善取締役と一緒に、九州は大分へと出張に来ていた。




【里奈】

（予定より少し押したけど、無事に終わって良かった。難しい会議だったけど、取締役が上手くまとめたし取締役やればできる人なんだよな、やっぱり）




　携帯電話で何やら話していた取締役が、上機嫌で私の隣に戻って来る。




【秋善】

「‥‥万事オッケー！　美味い酒でも飲むか！」




【里奈】

「今からですか？」




【秋善】

「当たり前だろ！　打ち上げだ！」




【里奈】

「それは‥‥難しいです」




【秋善】

「難しい？　何でだよ？　急がないと飛行機に乗り遅れてしまいます」

「大丈夫だよ。宿は手配してあるから」




【里奈】

「宿？　何の話ですか？」




【秋善】

「百合から聞いてないのか？」




【里奈】

「何も聞いてないですけど‥‥チケットもほら、ここにありますし」




【秋善】

「まあ、さっき決めたばかりだからな」




【里奈】

「さっきってまさか‥‥今していた電話ですか？」




【秋善】

「鋭いな。百合に頼んで、混浴の露天風呂がある宿を予約してもらったんだ」




【里奈】

「こ、混浴って‥‥」

（相変わらず、無茶なことを強引に突然するな‥‥）




【里奈】

（‥‥それも明らかに身体目当て。見直した私がバカだった）




【秋善】

「じゃ、さっそく行こうぜ！」




【里奈】

「ちょ、ちょっと取締役‥‥」




　取締役は私の荷物を取り上げると、そのまま強引に肩を抱き寄せる。




【秋善】

「ほらほら、行くぞ！」




　取締役は遠慮なく、抵抗を試みる私を引きずるように歩き始める。




【里奈】

（接近するためのチャンス、と考えれば抵抗する必要もないか）




　私は抵抗の力を少し弱めると、取締役と共にタクシーに乗り込んだ。

　三十分後──。

　私と取締役は落ち着いた雰囲気の、老舗の温泉旅館に到着した。




【里奈】

（取締役とのエッチ、癖になりそうだから怖いんだよな。お預けしながら、ポイントを上げる方法を考えないと）




　私は策を巡らせながら、温泉旅館の敷居をまたいだ。




【秋善】

「懐石料理、美味かったな」




【里奈】

「本当、美味しかったですね」




【秋善】

「流石は百合が選んだ旅館、そつがねえぜ」




【里奈】

（確かに‥‥そつがなさすぎるんだよな、百合さん。たった数分の電話でこんな素敵な旅館を手配するんだから）

（正直、真面目に仕事して超えられる存在とは思えない。やりたくないけど、第一秘書の座を狙うなら枕営業しかないな）




【秋善】

「さて腹も膨れたところで‥‥」




【里奈】

（来たか‥‥！　さて、どういなすべきか‥‥）




【秋善】

「‥‥食後の運動に、卓球でもやりに行かねえか？」




【里奈】

「卓球？」




【秋善】

「そんなに驚く事か？　部屋まで来る時に、卓球台見かけただろ？」




　取締役が立ち上がり、得意げに卓球の素振りのマネをする。




【里奈】

「いいですね、やりましょうか」

（卓球なんかでご機嫌とれるなら楽だな）




【秋善】

「おう、そう来なくちゃな！」




　私たちは一緒に部屋を出て、卓球ルームへ向かった。

　卓球ルームには宿泊客がおらず、二人の貸切状態だった。




【秋善】

「おらっ、スマッシュ！」




【里奈】

「っ‥‥！」




　秋善取締役の鋭いスマッシュが決まり、球が私の背後の壁を直撃する。




【里奈】

（大人げないな‥‥本気だよ、この人）




【秋善】

「これで14─０だ！　どうする、里奈？」




【里奈】

（ただの遊びのつもりなのに、どうするって‥‥）

「‥‥取締役、手加減してくださいよ。私、女の子なんですから」




【秋善】

「俺は勝負となったら、誰が相手でも手を抜かねえ主義だ」




【里奈】

「女の子相手の場合は、少し抜いた方がいいですよ」




【秋善】

「親父から仕込まれた悪い癖でな。ライオンはウサギ相手にも油断しねえってアレだよ。ベッドの上でも常に全力だろ？」




【里奈】

（何でいきなりそうなるかな。無視無視‥‥）

「‥‥次は私でしたね、はい」




【秋善】

「甘い！」




　隙を見たつもりに打ったサーブは取締役に強打され‥‥




【里奈】

「!?」




　卓球台にワンバウンドして私の顔面にヒットする。




【秋善】

「わ、悪い！」




　取締役が大声を上げながら、慌てて駆け寄ってくる。




【秋善】

「大丈夫か？」




【里奈】

「大丈夫です、おでこだったので」




【秋善】

「‥‥やっぱりお前が言うように、手加減すべきだったな」




【里奈】

「いえ、気にしないで下さい」

「それより、続きをしましょう。まだ勝負はこれからですから」




【秋善】

「勝負はもう終わりだ」




【里奈】

「え？」




【秋善】

「さっきのポイントで俺の勝ち、ゲーム終了だ」




【里奈】

「えー、顔に当たったのにカウントされるんですか？」




【秋善】

「勝負の世界は厳しいんだよ」

「さて‥‥汗もかいたし風呂にでも行くか」




　取締役はラケットで顔をあおぎながら、私の肩を抱く。




【里奈】

（そう言えば、この旅館は混浴なんだったっけ‥‥）

「‥‥私は少し仕事を片付けてから入ろうと思います」




【秋善】

「少し汗かいてんじゃねえか」




【里奈】

「!?」




　取締役の手が微かに汗ばんだ私の鎖骨に触れる。




【秋善】

「風呂に入れば、きっと気分もさっぱりするぜ？」




【里奈】

「しかし‥‥」




【秋善】

「仕事なんざ今日はもういいんだよ。ほら、行くぞ！」




【里奈】

（混浴温泉‥‥危険極まりないな）

（誰もいなかったら、取締役が湯船でも襲ってきそう）




　温泉の入り口までやってきたところで、取締役がぴたりと足を止めた。




【秋善】

「‥‥おい、ちょっと待て」




【里奈】

「どうしたんですか？」




【秋善】

「これ見ろよ！　なんで男湯と女湯が分かれてんだよ！」




　取締役が眉を吊り上げながら、看板を指差す。




【秋善】

「混浴だって言うから来たんだぞ!?」




【里奈】

（そんなこと、私に言われてもなあ‥‥）




　私が戸惑っていると、旅館の従業員が向こうからやってくる。




【秋善】

「おいお前、ちょっと来い」




【従業員】

「な、何でしょうか？」




　取締役の鬼の形相に、従業員は微かに顔を強張らせている。




【秋善】

「これ、どういうことだよ？」

「ここの温泉は混浴じゃねえのか!?」




　取締役が今にも殴り掛かりそうな勢いで、従業員に詰め寄る。




【従業員】

「あの‥‥つい先日、混浴は終了しまして‥‥」




【秋善】

「しゅ、終了だぁ!?　だったら最初からそう言えよ！」

「混浴を楽しみにしてる客がいるのを想像したこと無いのか?!」




【従業員】

「ご期待に添えず、誠に申し訳ございません」




【里奈】

（たかが混浴のことくらいで‥‥大人げないなあ）

「取締役、もうその辺で‥‥」




【秋善】

「混浴が楽しみで来たのによ‥‥」




【里奈】

「仕方ないですよ。ひとまず温泉に入りましょう」




【秋善】

「百合のヤツ‥‥まさかわざとじゃねえだろうな‥‥」

「‥‥俺を甘く見たことを後悔させてやるぜ」




【里奈】

「え？」




【秋善】

「こっちの話だ。じゃあ、後でな」




【里奈】

「はい。また後ほど」




　取締役は後ろ手に手を振ると、楽しげに男湯へ消えていった。




【里奈】

（何か嫌な予感がするな‥‥いったい何を企んでいるんだろう）




　脱衣所にには、私以外に客は誰もいなかった。




【里奈】

（貸切状態か）

（混浴じゃないし、今日はのんびりできそう）




　服を脱いでいると、突然男湯の方から大きな声が聞こえてくる。




【？？】

「なんじゃこりゃぁ!?」




【里奈】

（取締役の声？）

（今度はどうしたんだろう？）




　私は急いで服を脱ぐと、誰もいない露天風呂へ出た。




【秋善】

「いったいどうなってんだよ！」




【里奈】

「高い岩の壁の向こうから、取締役の声が聞こえてくる」




【秋善】

「これじゃ、越えられねーだろ‥‥ったくよー」




　岩壁の向こうから、取締役の嘆く声が聞こえてくる。




【里奈】

（男湯と女湯の仕切りを越えてくるつもりだったのか‥‥）

（‥‥誰かに見られたら警察に通報されるレベルだけど）




　私は呆れながら、湯船に身体を沈めた。




【里奈】

（ふぅ、気持ち良い‥‥）




　春の香りのする夜風が吹き抜けて、ししおどしがカコンと、風情のある音を響かせる。

　（月も綺麗‥‥のんびりできるし、今日は運がいいな）




　露天風呂の雰囲気に浸っていると、再び取締役の声が聞こえてくる。




【秋善】

「里奈、いるか？」




【里奈】

「‥‥はい、いますよ」




【秋善】

「今、何着てる？」




【里奈】

「何って‥‥お風呂ですから何も着てませんよ」




【秋善】

「そうだよな、そりゃ裸だよな‥‥」

「くそっ。このシチュエーションは辛すぎるぜ‥‥！」

「‥‥里奈、お前もそう思うだろ？」




【里奈】

「ええ、とても残念です」

（私にとっては最高だけどね）




【秋善】

「‥‥今、お前の他に誰かいるか？」




【里奈】

「いえ、誰もいませんけど」




【秋善】

「‥‥そうか」




　取締役はそれきり、何も言わなかった。




【里奈】

（黙っているのも、逆に不気味だな‥‥）

（取締役は今、何を考えているんだろう‥‥？）

（さすがに取締役でも岩壁を突き破るなんてできないと思うけど‥‥）




　私が温泉に浸かりながら、そんなことを考えていると──。

　──ガラッ！




【里奈】

「!?」




【秋善】

「よう！　お待たせ！」




　突然脱衣所のドアが開いて、取締役が姿を現した。




【里奈】

「じょっ‥‥取締役！　女湯ですよ!?」




　私は耳まで湯につかり、腰にタオルを巻いた取締役を凝視する。




【秋善】

「誰もいねえじゃねえか。大丈夫だよ」




　ザブザブとお湯をかき分けながら、取締役が大股で近づいてくる。




【秋善】

「やっと会えたな、里奈！　ガマンできなくて、来ちまったよ」




　取締役がざぶんと湯につかり、私の肩を強く抱き寄せる。




【里奈】

「ちょ、ちょっと。大丈夫ですか、こんなことして!?」




【秋善】

「おいおい、細けぇこと言うなよ。せっかく良い雰囲気なのに、興冷めすんだろ？」




【里奈】

「良い雰囲気でもないですし、もし他のお客さんが入ってきたら‥‥」




【秋善】

「大丈夫だよ。表に清掃中の看板かけてきたから」




【里奈】

（滅茶苦茶な癖に、そんなところには頭が回るんだから‥‥）




　取締役は私の隣にざぶんと座りこみ、温泉が大きな飛沫をあげる。




【秋善】

「今は‥‥俺とお前だけの空間だぜ？」




　取締役は私の肩を抱き寄せると、首筋に唇を押し付けてきた。




【里奈】

「あっ‥‥！」




　私がびくんと身体を痙攣させると、取締役は私の唇を指先で弄び始める。




【秋善】

「いい反応するじゃねえかよ？　ほんとはお前も、こうしたかったんだろ？」




【里奈】

「そんなこと‥‥ないです‥‥！」




　言葉とは裏腹に、取締役の指先を拒みきれずに声が裏返る。




【里奈】

「ちょ、ちょっと‥‥やめて‥‥！」




【秋善】

「黙って俺のモノになれよ」




　取締役が耳元で囁き、強引に唇を重ねてくる。獣のように荒々しい息遣い──。

　唇の隙間から差し込まれた、ざらついた舌の感触──。すべてが私の理性も思考も、停止させる。




【里奈】

「んんっ‥‥ああっ‥‥！」




【秋善】

「お前、身体が熱いな？」




【里奈】

「そ、それはお湯に浸かっていたから‥‥」




【秋善】

「そうかよ。じゃあもっと熱くしてやるよ」

「俺の手で‥‥何もかも忘れちまうくらいにな」




　取締役の骨太な指が、温泉の中、私の身体を蛇のように這い回る。

　私を知り尽くした獣の指は、瞬く間に私の身体を開いていく。




【里奈】

（ダメ‥‥抵抗できないよ）

（今日は大丈夫だって安心してたのに‥‥）

（結局、こうなっちゃうのか‥‥）

「取締役‥‥！」




　気付けば私は無我夢中で、取締役の太い首に腕を回していた。




　──破廉恥にも、取締役と私は女湯で欲望の赴くままに肌を重ねた。

　私たちの頭上では、丸い月が淫靡で妖しい白色の光を放っていた──。




　─ＥＮＤ─








獣たちの華麗なる出張









　穏やかな春風が吹き抜ける、ある日──。

　いつものように秘書室で仕事をしていると、勢いよくドアが開いて秋善取締役が入ってきた。




【秋善】

「おう、みんなおはよう！」




　取締役は社員ひとりひとりに声を掛けながら、私の方へと近づいてくる。




【秋善】

「おはよう、里奈！」




【里奈】

「おはようございます、取締役‥‥きゃあっ！」




　──取締役は私の元に辿りつくなり、いきなりお尻を鷲づかみにした。




【秋善】

「お前はホント、いい声出すよな？」




【里奈】

「ちょっと取締役！　セクハラですよ？」




【秋善】

「これはコミュニケーションだよ」




　取締役は少しも悪びれることなく、さらに私の腰回りを触ってきた。




【里奈】

「あっ‥‥！　もう、言った傍から‥‥！」




【秋善】

「お前はホント、触り心地がいいからな」




【里奈】

「や、やめてください‥‥」




　──その時、デスクの電話が鳴った。




【里奈】

（これでセクハラから逃れられる‥‥！）




　私はこれ幸いとばかりに、受話器に手を伸ばした。




【里奈】

「お電話ありがとうございます‥‥」




　──それは、イタリアの子会社からの国際電話だった。




【？？】

『‥‥急用なんだが、秋善取締役に取り次いでもらえないかね？』




【里奈】

「秋善取締役ですね？　少々お待ちくださいませ」




　私が受話器を差し出すと、秋善取締役はぽかんとした顔になった。




【秋善】

「‥‥俺？」




【里奈】

「神九条不動産の、イタリアの子会社からです」




【秋善】

「ああ、去年向こうで設立したばかりの？」




【里奈】

「はい。何か急用があるとかで‥‥」




【秋善】

「‥‥トラブルじゃねえだろうな？」




　取締役は面倒くさそうに頭をかきながら、電話に出た。




【秋善】

「‥‥何だって!?　本当かよ？」




　──取締役の顔が、みるみる険しくなっていく。




【里奈】

（やっぱりトラブルみたいだな‥‥）




【秋善】

「‥‥分かった、俺が何とかする」




　取締役は話を終えると、ガチャンと乱暴に受話器を置いた。




【秋善】

「‥‥ったく。しっかりしてほしいよなー」




【里奈】

「あの‥‥イタリアで何かあったんですか？」




【秋善】

「ちょっと外注企業とモメ事があったらしい」




【里奈】

「そうですか‥‥」




【秋善】

「まだ設立して間もない会社だからな。トラブルに関しての、ノウハウが浸透してねえのか‥‥」




　取締役は大きなため息をついて、私の肩をぽんと叩いた。




【秋善】

「‥‥という訳で、今週末はイタリアに行く。俺が直接行って解決してくるしかねえな」




【里奈】

「急な出張で大変ですね‥‥」




【秋善】

「おいおい、他人事みたいに言うなよ。お前も一緒に行くんだよ」




【里奈】

「えっ、私も？」




【秋善】

「決まってんだろ！　取締役命令だ。とにかく、しっかり準備しとけよ！」




　取締役は私の肩をばんばんと叩いて、そのまま風のように秘書室から出て行った。




【里奈】

「ちょ、ちょっと取締役‥‥！」

（そんな、急に海外出張とか言われても‥‥！）




　私は取締役を追いかけて、廊下に飛び出した。

　──しかし私が廊下に出た時には、すでに取締役の姿はなかった。




【里奈】

（週末は、他にやることたくさんあったのに‥‥）




　ため息をつきつつ、秘書室に戻ろうとしたら、冬哉部長が通りかかった。




【冬哉】

「‥‥どうしたの、里奈さん？」




【里奈】

「ああ、部長」




【冬哉】

「今、秋兄さんがずいぶんご機嫌な様子で走っていったけど？」




【里奈】

「はい、実は今‥‥」




　──私が事情を説明すると、冬哉部長は苦笑して肩をすくめた。




【冬哉】

「秋兄さんらしいと言うか‥‥。相変わらず強引だね」




【里奈】

「そうなんですよね‥‥」




【冬哉】

「‥‥でも正直、心配だな。秋兄さんが、イタリアでちゃんと仕事できるのか」




【里奈】

「大丈夫だとは思いますけど‥‥」




【冬哉】

「海外で、色々と誘惑が多いだろうし‥‥」

「里奈さん。帯同するならしっかり秋兄さんを見張っててね」




【里奈】

「はい、分かりました」




　部長はこくりと頷いて、廊下を歩いて行った。

　そして迎えた、週末──。私は取締役と共に、イタリアのローマに向けて飛び立った。

　飛行機が飛び立ってから、秋善部長はずっとご機嫌だった。




【秋善】

「ローマに着いたら、さっさと仕事片付けるぞ？　その後、観光に買い物にイタリア料理‥‥」

「とにかく楽しみが満載だからな！」




【里奈】

「ちょっと取締役、静かに‥‥。声が大きいです」




【秋善】

「ああ？　別に気にするこたぁねえよ」




【里奈】

（すっかり仕事を忘れて、観光気分だよ‥‥今からこの調子で、本当に大丈夫かな？）




　不安になった私は、取締役に何か言葉を掛けようと考えた。




【里奈】

（冬哉部長にも、取締役の見張りを頼まれてるし‥‥）

「取締役。観光もいいですけど、仕事が大事ですよ？」




【秋善】

「ああ、もちろん分かってるよ。そんなに怖い顔すんなって。別嬪さんが台無しだぞ！」




【里奈】

（ほんとに分かってるのかな‥‥？　まあいいか。ローマに到着するまで、少し眠ろう‥‥起きる頃には、イタリアに着いてるかな‥‥？）




　私はシートに深くもたれて、目を閉じた──。

　──数時間後、私たちは無事にローマに到着した。

　空港では、現地の通訳が出迎えてくれることになっていた。




【秋善】

「‥‥遅せえな？」




【里奈】

「遅いですね‥‥」




　──通訳は約束の時間を30分過ぎても、姿を現さなかった。




【秋善】

「イタリア人は時間にルーズって聞いたことあるけど、本当だな」




【里奈】

「まあそれも、人によるでしょうけど‥‥」




【秋善】

「とにかくこれ以上は待てねーよ！」




　取締役は舌打ちして、ずかずかと大股で歩き出した。




【里奈】

「あっ、取締役。どこに‥‥？」




【秋善】

「このままタクシー拾って、子会社に行くぞ！」




【里奈】

「で、でも通訳の人がいないと先方との話が‥‥」




【秋善】

「何とかなるよ。お前も早く来い」




【里奈】

（本当に大丈夫かな‥‥？）




　私は不安を覚えつつ、取締役の後を追った。

　──神九条不動産の子会社は、ローマ市の片隅にオフィスを構えていた。




【子会社役員】

「日本からわざわざすみません、秋善取締役」




　オフィスでは小太りの日本人の役員が、私たちを出迎えてくれた。




【秋善】

「ほんと遠くて、大変だったぜ‥‥。で、今どんな状況だよ？」




【子会社役員】

「はい、問題はかなり複雑化しておりまして‥‥」




　──役員の話によると、今回のトラブルの相手は子会社の外注企業らしい。

　ローマ郊外の土地開発における利権の配分について、揉めているようだ。




【秋善】

「‥‥なるほど。良くある話だな」




【子会社役員】

「我々としては当然、これ以上譲れないラインというものがあります。しかし向こうは、それを遥かに上回る取り分を要求してきまして‥‥」




　役員が差し出した契約書を見るなり、取締役は怒声を上げた。




【秋善】

「ふざけんなっ！　こんな法外な要求を飲めるわけねーだろ！」




【子会社役員】

「仰る通りです。しかし向こうは一切聞く耳を持たず‥‥」




【秋善】

「‥‥めんどくせーな。俺が一気にカタをつけてやる。向こうの役員も、今ここに来てるんだろ？」




【子会社役員】

「はい、別室で待機しております」




【秋善】

「ここへ呼べ！　今すぐだ」




【子会社役員】

「は、はあ‥‥」




　取締役の迫力に押されて、役員は逃げるように出て行った。




【秋善】

「‥‥まったく。現地の社員があんなに弱腰だから舐められんだよ」




　取締役は椅子でふんぞり返り、天井を仰いだ。

　──そして数分後、外注企業の役員が入ってきた。すらっと背の高いイタリア人で、おしゃれな高級スーツに身を包んでいる。




【秋善】

「神九条不動産の神九条秋善です。よろしく」




【外注企業役員】

「‥‥どうぞよろしく」




　──その後、取締役は子会社の役員を間に入れて契約の話を始めた。




【秋善】

「おいおい、何度も言わせないでくれ。ウチとしてはもうこれ以上、譲れないんだよ！」




　──取締役は大きな身振り手振りを交えながら、ほとんど通訳を介さずに話を進めた。




【秋善】

「それでも上乗せを要求するなら、今回の話はナシだ。しかし白紙になったらそっちも、かなりの痛手を被るんじゃないのか？」




【外注企業役員】

「‥‥‥‥」




　相手の役員はしかめ面で、腕組みしている。




【里奈】

（まともな話し合いにはならないと思ってたけど‥‥これじゃほとんど恫喝だよね‥‥）




　私はハラハラしながら、取締役の隣で話を聞いていた。




【秋善】

「‥‥時間がねーから、１分以内に返答を聞かせてくれ。もしＯＫなら、今すぐココにサインしろ」




　──相手の役員はしぶしぶといった様子でペンを取り、契約書に書き殴るようにしてサインした。




【秋善】

「よし、これでめでたく契約成立！」




　取締役はさっきまでの強面とは打って変わって、満面の笑みで相手の役員と握手を交わした。




【秋善】

「まあちょっと揉めたけどよ、これからもよろしく頼むわ！」




【外注企業役員】

「‥‥‥‥」




【里奈】

（大丈夫かな？　相手はかなり不服そうだけど‥‥）




　取締役を睨みつけながら部屋を出ていく役員を見ながら、私は一抹の不安を感じずにはいられなかった。

　──何とか契約をまとめた後、私たちはいったん滞在するホテルに行き、その後すぐにローマの街へとくり出した。




【秋善】

「よーし、仕事終わった！」




【里奈】

「あの‥‥これからどちらに？」




【秋善】

「決まってんだろ、観光だよ。ローマと言ったらやっぱり‥‥『ローマの休日』だよな！」




【里奈】

「それって、かなり古い映画ですよね？」




【秋善】

「映画史にその名を刻む傑作だよ。俺‥‥一度、映画の中のデートを再現したかったんだよな」




【里奈】

「デートって、どんな感じですか？」




【秋善】

「おい、お前まさか‥‥。『ローマの休日』を観たことないのかよ？」




【里奈】

「はい、なかなか機会が無くて‥‥」




　取締役は私の言葉を聞いて不満そうに、口を尖らせた。




【秋善】

「がっかりだな‥‥」




【里奈】

「す、すみません‥‥」




【秋善】

「まあいいや、今度ＤＶＤ貸すから。名作だから一度は観とけよ？」




【里奈】

「ありがとうございます、ぜひ‥‥」




【秋善】

「とりあえず、今日は俺について来い。映画の予習をさせてやるよ！」




　──取締役はそう言うと、いきなり私の手を取って駆け出した。




【里奈】

「あっ‥‥ちょ、ちょっと待ってください！」




　私は取締役に引きずられるようにして、ローマの街を走り出した。

　──取締役は私の手を引いて、階段のある広場までやってきた。




【里奈】

「ここは‥‥スペイン広場ですよね？」




【秋善】

「そうだ。アン王女と新聞記者のジョーが、ここの階段でジェラートを食べる有名なシーンがあるんだよ」




【里奈】

「へえ‥‥」




【秋善】

「おっ、向こうにジェラート屋があるな」




　──私たちはさっそくお店で、ジェラートを２つ買った。

　しかし広場での飲食は現在法律で禁止されているらしく、私たちは広場の外へ出て食べることになった。




【里奈】

「うん‥‥美味しい！」




【秋善】

「そうか？　良かったぜ‥‥」




　取締役がちょっと斜に構えて、ジェラートをペロッと舐めてみせる。




【里奈】

「ふふ、映画俳優気取りですか？」




【秋善】

「グレゴリー・ペックにも負けてねえだろ？」




　取締役はおどけたように言って、大声で笑った。

　──その後も、映画のストーリーをなぞった私たちのデートは続いた。

　有名な「真実の口広場」を訪れた後は、２人でベスパに乗って、ゆっくりと街の中を観光して回った。




【秋善】

「‥‥いい気分だ。映画の主人公になったみてーだな」




【里奈】

「取締役、本当に嬉しそうですね」




【秋善】

「そりゃそうだろ。１つ夢が叶ったんだからな」




　取締役は照れたように笑い、ベスパのハンドルを握り直した。

　私は軽快なエンジンの音を聞きながら、取締役の大きな背中にそっともたれかかった。




【秋善】

「‥‥お前はどうだよ？　楽しいか？」




【里奈】

「え？　私は‥‥。まだまだ遊びたいです！」




【秋善】

「おっ、ノリがいいな！　じゃあもっと、面白い場所に連れてってやるよ」




【里奈】

「はい、楽しみです！」




【秋善】

「よし、しっかりつかまってろよ。行くぜ～っ！」




　取締役は高らかに笑い、さらにベスパのスピードを上げた。

　こうして私たちの「ローマの休日」デートは、日が暮れるまで続いた──。

　ローマの街が、すっかり夜の闇に包まれた頃──。

　私たちは、ローマ歌劇場へとやってきた。




【里奈】

「こんなに良い席でオペラ鑑賞が出来るなんて‥‥凄いですね」




【秋善】

「この日のために予約しといたからな。まあ、ちょっとばかり値が張ったけどよ」




　──私たちの席は、ＶＩＰ専用だった。周りにはいかにもセレブといった風情の、上品な客が陣取っている。




【里奈】

（なんだか場違いな感じがして、緊張しちゃう‥‥でも滅多にない機会だし、オペラを楽しもう）

「取締役は、オペラがお好きなんですね？」




【秋善】

「ああ、昔から好きなんだよな。‥‥って、なんだその顔？　意外って顔だな？」




【里奈】

「はい、ちょっと」




【秋善】

「俺にだって、兄貴たちに負けねえ高尚な趣味があるんだよ」




　取締役は照れたように言って、椅子に深く持たれた。

　──やがてオペラの幕が上がり、歌劇場は荘厳な歌と、鮮やか光と、万雷の拍手に包まれていった。




【里奈】

（素敵‥‥。これが本場のオペラか‥‥）




　そして物語がクライマックスに差し掛かった頃、ふいにすすり泣く声が聞こえてきて、私は隣を見た。




【秋善】

「うううっ‥‥」




　なんと取締役がハンカチで、目頭をぬぐっている。




【里奈】

（取締役が泣くなんて‥‥。ほんとに意外‥‥）




　──取締役は舞台がすべて終わった後も、しばらく感動して椅子から立ち上がれなかった。




【里奈】

「取締役‥‥あの、大丈夫ですか？」




【秋善】

「うう‥‥。最高の舞台だったな‥‥」




　取締役は目を真っ赤に腫らしながら、隣の席に座っている初老の男性と握手を交わした。




【秋善】

「爺さん、アンタも感動しだろ？」




【初老男性】

「‥‥‥‥！」




　初老の男性は目に涙をためながら、コクコクと頷いている。




【秋善】

「だよなぁ！　爺さん、アンタは本物の芸術を見極める目があるぜ！」




　──２人はしばらく、オペラの感想を熱く語り合っていた。




【里奈】

（取締役、イタリア語が話せないのに‥‥よく普通にコミュニケーション取れるよなぁ‥‥）




　私は傍で苦笑しながら、２人のやり取りを見ていた。

　やがて初老の男性が先に席を立ち、劇場から出て行った。




【秋善】

「‥‥よし、俺たちもそろそろ出るか」




　取締役が小さなメモを片手に、席を立つ。




【里奈】

「あれ‥‥その紙、何ですか？」




【秋善】

「ああ、さっきの爺さんの電話番号だ。オペラについてもっと教えてやるって言うからさ」




【里奈】

「いつの間にそんなこと‥‥。すっかりあの人と意気投合したみたいですね」




【秋善】

「優れた芸術に、国境はねえんだよ！」




　私が笑うと、取締役も笑って肩をすくめた。

　歌劇場を出た後──。取締役と私は深夜まで、ローマ市内のバーで飲んでいた。ホテルに戻る頃には、取締役はすっかり泥酔して千鳥足だった。

　私はふらつく取締役の身体を支えながら、ベッドの近くまで歩いた。




【里奈】

「取締役、大丈夫ですか？　ホテルに着きましたよ？」




【秋善】

「ホテル～？　おおっ、ここはラブホテルかぁ？」




【里奈】

「違いますよ、もう‥‥。会社が出張用に用意したホテルです」




【秋善】

「んだよ、普通のかよ‥‥」

「まあいいや、このままやっちゃおうぜ？」




　取締役が呂律の回らない感じに言って、ふいに私の首筋に、唇を押し当てる。




【里奈】

「あっ‥‥！　も‥‥もう、そんなに酔ってるのに‥‥」




【秋善】

「酔ってるから、燃えるんだろ？」




　──取締役は強い力で私の身体を抱き寄せると、そのまま強引に唇を重ねてきた。




【里奈】

「んんっ‥‥！」




　取締役の荒っぽい口づけに、私は軽いめまいを覚える。




【秋善】

「‥‥お前のカラダは最高だよ」




　取締役がギラついた瞳で私を見つめ、耳元で飢えた獣のように荒い息を吐く。




【里奈】

「取締役、もうその辺で‥‥」




【秋善】

「もう我慢できねえ‥‥」




　そして取締役の骨ばった手が、私の下着に触れた時──。

　取締役はまるで電池が切れたおもちゃのように、コロンとベッドの上に倒れ込んでしまった。




【里奈】

「と‥‥取締役？　大丈夫ですか？」




　心配になった私は、あわてて取締役の顔を覗き込んだ。

　取締役はいつの間にか、すうすうと寝息を立てていた。




【里奈】

「なんだ、寝ちゃったのか‥‥」

（さっきまで、あんなに元気だったのに‥‥）




　──私は苦笑しながら、取締役の身体に毛布をそっと掛けた。

　そしてしばらく子供のような取締役の寝顔を見つめた後、電気を消して、静かに取締役の部屋を出た。




　翌朝──。

　取締役と私は、ホテルの近くにある広場に来ていた。

　昨日、空港で私たちを迎えに来なかった現地の通訳から、呼び出されたのだった。




【秋善】

「ああ‥‥頭いてえ。昨晩はちょっと飲み過ぎたかも‥‥」




【里奈】

「ちょっとどころじゃないですよ。ホテルまで連れて帰ってくるのも、大変だったんですから」




【秋善】

「わはは、悪かったよ」




【里奈】

「本当に悪いと思ってるんですか、もう‥‥」




【秋善】

「それより‥‥昨日、迎えに来なかった通訳だよ。迷惑をかけた上に、俺たちをこんな所へ呼び出すなんて‥‥」

「どこまで図々しいヤツなんだ？」




【里奈】

「ほんとですよね。しかもまた遅刻なんて‥‥」




　──通訳が待ち合わせに指定してきた時間からは、すでに10分ほど経過していた。




【秋善】

「会ったら、一発ブン殴らねえと気がすまねえな」




【里奈】

「暴力はダメですよ‥‥」




　私がそう言った瞬間──。

　キキィーッ──！

　辺りに、車の急ブレーキの音が響き渡った。見ると、広場の脇に黒塗りの車が停まっている。




【里奈】

（何だろう‥‥？）




　私が不思議に思って首を傾げると、車の中から３つの影が飛び出してきた。




【秋善】

「‥‥なんだっ‥‥!?」




　──２つの黒い影は素早く取締役の背後に回り、両腕を搾り上げた。




【秋善】

「くそっ！　何しやがんだ、離せっ！」




【里奈】

「と、取締役‥‥！」




　──いつの間にか私の背後に回っていたもう１つの影が、タオルで私の口を塞ぐ。




【里奈】

「んんっ‥‥！」

（なっ、何、これ‥‥！　どうなってるの!?）




　私たちはそのまま３人に連れられて、広場脇に停車している車の中へ押し込まれてしまった──。

　車の中には、薄ら笑いを浮かべている若いイタリア人男性がいた。




【通訳】

「シニョーレ・神九条、おはようございます。わざわざ日本から来てくれた客人に対して、こんな手荒い出迎えはしたくなかったのですが‥‥」




【秋善】

「日本語‥‥？　お前、昨日来なかった通訳か？」




【通訳】

「昨日は申し訳ありませんでした。まさか貴方たちが先に行ってしまうとは‥‥。お蔭で当初の予定が、だいぶ狂ってしまいましたよ」




【秋善】

「ああ？　予定だぁ？　お前が、時間を守らねーからだろ！それよりすぐに俺たちを解放しろ！　何のマネだ！」




　取締役が腕を振り回して、暴れ出したその時──。




【男】

「おい、動くなっ！」




【里奈】

「きゃあっ！」




　──私の傍らにいた男が素早く拳銃を取り出して、私の鼻先に銃口を突きつけた。




【秋善】

「て‥‥てめえ、何しやがる！」




　取締役は怒声を上げながら、私に突きつけられた拳銃をつかんだ。




【秋善】

「‥‥おらぁっ！」




【男】

「ウッ‥‥！」




　──取締役は男の手から拳銃を奪い取ると、強い力で私の身体を抱き寄せた。




【秋善】

「里奈‥‥大丈夫か？」




【里奈】

「は、はい‥‥」




【通訳】

「‥‥シニョーレ。貴方は自分の置かれている状況が、まだよくお分かりでないようですね？」




【秋善】

「ああ？　何だって‥‥」




　取締役はそこで、あわてて言葉を飲み込んだ。

　車に同乗しているすべての男たちが、取締役と私に銃口を向けている。




【里奈】

「と‥‥取締役、今は抵抗しない方が‥‥」




【通訳】

「どうやら、そちらのシニョリーナの方が冷静なようですね？」




【秋善】

「くそっ‥‥！」




　取締役が悔しそうに首を振り、唇を噛む。




【秋善】

「‥‥俺たちをどこへ連れて行くつもりだ？」




【通訳】

「‥‥詳しくは、着いてからお話ししましょう」




　通訳は冷たい笑みを浮かべて、運転手に指示を出した。




【里奈】

（私たち、どうなっちゃうんだろう‥‥？）




　車は目的地も分からぬまま、ゆっくりと走り出した──。

　車は市街地を抜けて30分ほど走り、古ぼけた建物の前で停まった。




【通訳】

「‥‥ここで降りてください」




　私と取締役は通訳と一緒に、車の外に出た。車の外には、黒服に身を包んだ強面の男たちがズラリと並んでいた。




【秋善】

「ふうん‥‥なるほど。いかにも地元のマフィアって感じだな？」




【通訳】

「話が早いですね。色々と説明する手間が省けますよ」




【秋善】

「てことは、簡単には帰してくれねえってことか‥‥」




【通訳】

「それは貴方の返答次第ですね。では、私についてきてください」




　私たちは通訳と共に、建物の中へと入っていった。

　──私と取締役はそのまま、建物の奥にある広間に通された。




【通訳】

「‥‥お連れしました」




【マフィア】

「‥‥‥‥」




　恰幅の良い中年男が、ゆっくりと私たちを振り返る。

　男は葉巻をくゆらせながら、私たちを眼光鋭く睨みつけた。




【里奈】

（すごい迫力‥‥）




　私が怯えていると、取締役が口を開いた。




【秋善】

「俺たちに何の用だ？」




　──傍らに立っている通訳が、即座にイタリア語で伝える。




【マフィア】

「お前は‥‥日本の神九条不動産の秋善だな？」




【秋善】

「ああ、そうだ。俺は何の用かと聞いている。さっさと答えてほしい」




　マフィアの額に刻まれた深いしわが、ぴくりと波打つ。




【マフィア】

「‥‥昨日はウチの縄張りで、ずいぶん勝手な真似をしてくれたそうじゃないか？」




【秋善】

「‥‥まあ大方、昨日の事だろうと思った」




　取締役は鼻で笑って、肩をすくめた。




【里奈】

（やっぱり‥‥。嫌な予感がしたんだよね‥‥）




【マフィア】

「お前が強引に、契約書にサインさせたそうだな？」




【秋善】

「強引じゃねえよ。ちゃんと筋を通して話し合ったさ」




【マフィア】

「筋を通して話し合った結果が、あのふざけた契約か？　‥‥あまり我々を舐めないでほしいものだな？」




【秋善】

「要するに、アンタらの取り分が少ないってことだろ？」




【マフィア】

「その通りだ。お前たちの会社が進出してくるまで、あの辺りの土地に関しては、ウチがすべての利権を握っていた」




【秋善】

「ああ、そうみたいだな」

「だがそんなことは、自由競争のビジネスの世界では関係ねえ」




【マフィア】

「その理屈が通じないのが、こちら側の世界だ。我々の世界は舐められたら終わり‥‥。お前にはケジメをつけてもらわないと‥‥困るんだよ」




【秋善】

「‥‥俺にどうしろと？」




【マフィア】

「あのふざけた契約を今すぐ破棄すれば、今回は見逃してやる。だが、もし断れば‥‥」




　 マフィアはテーブルに置かれた灰皿で葉巻をもみ消すと、その隣に拳銃をことりと置いた。




【秋善】

「‥‥‥‥！」




【里奈】

「‥‥‥‥!!」




【マフィア】

「１分だけやろう。１分後に、お前の返答を聞こうじゃないか」




【秋善】

「‥‥‥‥」




　──取締役は一見して、冷静を装っているように見える。

　しかしその額に滲んだ大粒の汗が、取締役の苦悩を物語っていた。




【里奈】

「取締役‥‥」

（何か、取締役にアドバイスしてあげたい‥‥でも一体、なんて声を掛ければいいの‥‥？）




　私は震える声で、隣に立つ取締役に言った。




【里奈】

「断固拒否しましょう。あんな理不尽な要求、突っぱねるべきです」




【秋善】

「お前、結構勇ましいこと言うじゃねえか？」




【里奈】

「だ、だって‥‥」




【秋善】

「里奈‥‥。俺も同じ事を考えてたよ」




【里奈】

「えっ‥‥？」




　取締役はニヤリと不敵に笑い、マフィアに向き直った。




【里奈】

（取締役、なんて答えるつもりなんだろう‥‥？）




　私はハラハラしながら、取締役の横顔を見つめた。




【マフィア】

「‥‥そろそろ１分だ。もう結論は出たのか？」




【秋善】

「ああ‥‥。決まった」




【マフィア】

「では‥‥返答を聞かせてもらおうか？」




　取締役は両拳をグッと握りしめて、静かに口を開いた──。




【秋善】

「お前たちの要求は‥‥受け入れられない」




【マフィア】

「ほう‥‥。いい度胸じゃないか」




　マフィアが眉間に、深いしわを寄せる。場が一気に、緊張に包まれる。




【マフィア】

「という事は‥‥死ぬ覚悟ができたということだな？」




　マフィアが、黒光りする拳銃に手を掛ける。




【秋善】

「‥‥‥‥」




　取締役はまっすぐにマフィアを見つめたまま、微動だにしない。




【里奈】

（まずい‥‥！　このままじゃ取締役が‥‥！　何とか、時間稼ぎだけでもできないかな？　その間に良い策が浮かぶかもしれないし‥‥）




　私はとっさに、声を上げていた。




【里奈】

「あのっ‥‥ひ、ひとつ提案があります」




【マフィア】

「‥‥何だ？」




【里奈】

「東京の本社と一度、連絡を取ってもよろしいでしょうか？」




【秋善】

「里奈、お前一体‥‥？」




【里奈】

（取締役をこんな所で死なせるわけには行きません‥‥！）




　──私は何も答えずに、取締役に目で合図した。

　通訳から私の話を伝え聞いたマフィアは、椅子に深くもたれたまま、私を睨みつけた。




【マフィア】

「それによって、我々の利益が損なわれることは？」




【里奈】

「ありません。可能な限り、譲歩の道を探らせて頂きます」




【マフィア】

「ふむ‥‥」




　マフィアは指先でテーブルをこつこつと叩きながら、しばらく考えていた。




【マフィア】

「‥‥いいだろう。１本だけ電話を掛けさせてやる」




【里奈】

「ありがとうございます」




【マフィア】

「電話は秋善ではなく、お前が掛けろ。あまり時間を掛けるなよ」




【里奈】

「は、はい‥‥」




【マフィア】

「では‥‥今度こそ、良い返答を期待している」




　マフィアがくるりと、私たちに背中を向ける。




【秋善】

「‥‥里奈」




【里奈】

「取締役‥‥」




　──しばらく無言で見つめ合った後、取締役が小声で言った。




【秋善】

「電話は会社じゃなくて、ここに掛けてみてくれ」




　取締役はポケットからメモをこっそり取り出して、私の手に握らせた。




【里奈】

「これは‥‥昨日の？」




　──そのメモには昨日オペラ鑑賞で同席した、初老の男性の電話番号が書かれている。




【秋善】

「あの爺さん、困ったことがあったら電話して来いって言ったんだ」




【里奈】

「あの時、そんなやりとりが‥‥？」




【秋善】

「これは俺の勘だが‥‥あの爺さん、ただ者じゃない気がする。本社の連中より、頼りになりそうだった。一か八か‥‥あの爺さんに賭けてみよう」




　私はこくりと頷いて、震える手で電話番号を入力した。

　と、次の瞬間──。

　広間の奥で、ケータイの着信音が高らかに響き渡った。




【里奈】

「‥‥えっ？」




【秋善】

「‥‥何だ？」




　──広間の奥から、ケータイを耳に当てた初老の男が出てくる。




【通訳】

「ボス‥‥！」




【マフィア】

「ボ、ボス‥‥」




　その場にいた構成員が全員、背筋を伸ばして老人を出迎える。




【ボス】

「さっそく電話が来たので驚いてるよ、アキ」




　ボスと呼ばれた男が、ニッと歯をむき出して笑う。




【秋善】

「お‥‥俺も驚いてるよ、爺さん」

「これは一体‥‥どういうことだよ？」




【マフィア】

「ボス、こいつら‥‥知り合いなんですか？」




【ボス】

「ああ。昨晩、オペラ座でちょっとな」




【秋善】

「ん？　ボスってことは‥‥」

「おいおい、爺さんがこの組織のドンってことかよ!？」




【通訳】

「気軽に爺さんなどと‥‥。ボスに対して口が過ぎますよ、シニョーレ」




【ボス】

「それで‥‥これは一体、どういう状況なんだ？」




【マフィア】

「はい、ご説明します」




　──ボスは部下から説明を聞いて、取締役に向き直った。




【ボス】

「‥‥なるほど。アキにも意地があるという訳か？」




【秋善】

「そういうことだよ、爺さん。あの契約は、俺たちにとって譲れない大事なビジネスなんだ」




【ボス】

「うむ、アキの言い分はよく分かった。しかしなぁ、我々としてもどうしても利権は譲れない」

「そして何より‥‥我々にはメンツというものがある」




　──ボスは腕組みしてしばらく考えてから、取締役に言った。




【ボス】

「アキ‥‥ワシと勝負をしようじゃないか？」




【秋善】

「勝負って‥‥？」




【ボス】

「酒だよ。ワシは若い頃から無類の酒好きでな。飲み比べで負けたことがないのだよ」




【秋善】

「酒か‥‥。それなら俺も負ける気がしねえな」




【里奈】

（確かに‥‥。取締役はウワバミで有名だからな‥‥）




【ボス】

「決まりだな。では互いに酒を飲み合い、最後まで立っていた方の言う事を聞く……。それで良いか、アキ？」




【秋善】

「ああ、望むところだ！」




【ボス】

「おい、誰かウイスキーを用意しろ。ありったけ持って来い！」




　──こうして、取締役とボスの飲み比べが始まった。

　２人は互いに譲らず、ハイペースでウイスキーを飲み干していった。




【ボス】

「なかなかやりおるのう、アキ！」




【秋善】

「爺さんこそ、年を考えろよ！」




【ボス】

「言いおったな！　まだまだ若いのには負けん！」




　──やがて、ボスの方が先にふらつき始めた。




【ボス】

「うむ‥‥いかん……。こんなはずでは‥‥」




【秋善】

「おい爺さん、無理すんな。そろそろ寝た方が身体のためだぜ？」




【ボス】

「む‥‥む、むぅ‥‥」




　ボスはその場にバタンと、仰向きに倒れ込んだ。




【マフィア】

「ボ‥‥ボス！」




　構成員たちが、倒れたボスの元へいっせいに駆け寄っていく。




【ボス】

「離せ‥‥。お前たちの手を借りるほど老いぼれてはおらんわ」




　ボスがゆっくり半身を起こして、取締役を手招きする。




【ボス】

「おい、アキ‥‥こっちへ」




【秋善】

「なんだよ、爺さん？」




【ボス】

「ワシの負けだ。約束通り、あの土地に関する利権は譲る」




【秋善】

「‥‥ありがとな。助かったよ」




【ボス】

「ただし‥‥もう一度イタリアへ来ることがあったら、必ずここへ顔を出せ。その時はもう一度、飲み比べだ」




【秋善】

「それは別にいいけどよ～、拉致だけはもう勘弁してくれよ？」




　取締役とボスは互いに赤ら顔のまま、堅い握手を交わした。




【里奈】

（良かった‥‥。これで無事に帰れそう！）




　私はほっと胸を撫で下ろして、取締役の晴れやかな横顔を見つめた。

　──マフィアから解放されてホテルに戻ってきた頃には、すっかり夜も通り過ぎ、朝方近くになっていた。




【里奈】

「はい取締役、部屋に着きましたよ？」




【秋善】

「ん～‥‥。もう着いたのか‥‥？」




　──私は昨晩と同じように、泥酔して千鳥足の取締役を部屋まで連れて行った。




【里奈】

「今夜は早く寝た方がいいですよ？　明日帰国ですし‥‥」




【秋善】

「まだ眠くねーよ。もうちょっと一緒にいようぜ‥‥」




【里奈】

（‥‥って言いながら、きっとこのまま寝ちゃうんだろうな）

「おやすみなさい。私も部屋に戻りますね」




　私がそう言って、毛布に手を掛けた瞬間──。取締役はいきなり私の身体を抱きかかえて、そのままベッドに引きずり込んだ。
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【里奈】

「‥‥きゃあっ！」




【秋善】

「‥‥帰さねえよ？」




【里奈】

「と、取締役‥‥。眠いのでは？」




【秋善】

「眠くねえよ。昼間、拳銃突きつけられてから、アドレナリンが出っ放しなんだよな！」




　取締役がギラついた瞳で、私の全身をなぶるように見つめる。




【秋善】

「こっちに来てから、ほとんどお前に触れてねえからな。もう‥‥爆発しそうなんだよ」




　──取締役の熱くたぎったものが、私の太ももに触れている。




【秋善】

「里奈‥‥俺と溶け合おうぜ？」




【里奈】

「取締役‥‥！」




　私は取締役に両手首を抑えつけられたまま、乱暴に唇を奪われる。




【里奈】

「んんっ‥‥！」




　──続けて取締役の熱く濡れた舌が、唇の隙間から差し込まれる。




【里奈】

「ううっ‥‥！」




　唇を好きなだけ貪った後、取締役は私のブラウスに手を掛けた。




【秋善】

「‥‥邪魔だな」




【里奈】

「えっ‥‥!?」




　荒い息遣いと共に、取締役が私のブラウスを引き千切る。




【里奈】

「いやあっ‥‥！」




　はじけ飛んだボタンが、床の上で転がる。




【秋善】

「‥‥これも邪魔だ！」




　取締役は続けざまに、ブラジャーを乱暴にむしり取った。

　──私は床に投げ捨てられた白いブラウスを、興奮してぼうっとした頭で見つめていた。




【里奈】

（もっと無茶苦茶にされたい‥‥！　お願い、私を‥‥引き裂いて‥‥！）




【秋善】

「里奈、もっと狂ってみろよ！」




【里奈】

「ああっ‥‥！　取締役、もっと‥‥！」




　──かすれた喘ぎ声を上げながら、私は取締役の鋼のような背中の筋肉に、爪を立てた。

　その夜‥‥私は逃れられない快楽の海へと、自ら身を投じたのだった──。




　─ＥＮＤ─








駆け引きデート









　初夏のある蒸し暑い夜──。

　仕事から帰ってきて部屋でくつろいでいると、私のケータイが鳴った。




【里奈】

「‥‥もしもし？」




【牧野】

『水之瀬さん？　牧野です』




【里奈】

「ああ、牧野さん。どうしたんですか？」




　──電話は、秋善取締役が懇意にしている資産家の牧野徹子さんからだった。




【牧野】

『ちょっと、水之瀬さんにお願いがあるのよ』




【里奈】

「はい‥‥何でしょう？」




【牧野】

『今、従妹の息子さんを私の所で預かってるんだけどね。明日１日だけ、そちらで預かってもらえないかしら？　どうしても私の都合がつかないのよ』




【里奈】

「え、私が‥‥？」




【牧野】

『急なお願いで本当に申し訳ないと思うわ。でも、貴方くらいにしか頼めないのよね‥‥』




【里奈】

「そうですか‥‥」

（子供の世話をしろってことだよね。でも仕事があるしなあ‥‥）




　──私が返答に困っていると、牧野さんが言った。




【牧野】

『実はね、秋善君にもすでに協力をお願いしてるのよ。だから会社の方で、面倒見てもらえるかしら？』




【里奈】

（すでに取締役にまで話が行ってるなら、仕方無いか‥‥）

「分かりました、私でよろしければ‥‥」




【牧野】

『そう、助かるわ。よろしくね』




　──私は電話を切って、ため息をついた。




【里奈】

（預かるにしても、どんな子なのかな‥‥？　まあ、とりあえず明日取締役と相談しよう‥‥）




　するとトイレに行っていたジョージが、顔を覗かせた。




【ジョージ】

「今の電話、誰だったんだ？」




【里奈】

「ああ、牧野さん。いつもお世話になってて‥‥」




　──私が子供を預かることになった旨を説明すると、ジョージは途端に口の端を歪めた。




【ジョージ】

「俺、ガキ苦手だからな～。もし困っても俺に泣きつくなよ？」




【里奈】

「分かったよ‥‥」




【ジョージ】

「ま、頑張れよ。俺は関係ねーけどな。ジョージはへらへらと笑いながら、キッチンの方へ歩いて行った」




　翌朝──。

　私はケータイの着信音で、目を覚ました。




【里奈】

「ふあい‥‥」




【秋善】

『なんだぁ、そのだらしねえ声は？　まだ寝てたのか？』




　通話口から、取締役の大きな声がビリビリと漏れてくる。




【里奈】

「ああ、取締役‥‥。おはようございまふ‥‥」




【秋善】

『まあいいや、手短に用件だけ伝えるぞ？　今日は動きやすい服装で出社しろ。以上だ』




【里奈】

「動きやすい‥‥？　どういうことですか？」




【秋善】

『いいから言う通りにしろ。いつものスーツじゃなくていいからよ』




【里奈】

「‥‥分かりました」




　取締役はそこで一方的に、ブツリと電話を切ってしまった。




【里奈】

「‥‥もう、朝から何なの？」




　私はぶつぶつ言いながらベッドから出て、出社の準備を始めた。




【里奈】

（確か、動きやすい服装で来いって言ってたよね？　じゃあ私服でいいのかな‥‥）




　──着替えをしながら何気なくテレビをつけると、ちょうど朝のニュース番組で、今日の星占いが流れていた。




【里奈】

（うわ‥‥。最悪じゃん‥‥）




　私の今日の運勢は12星座中最下位で、「身近な子供の存在に注意！」とのことだった。




【里奈】

（子供ってまさか、昨夜牧野さんに頼まれた件かな？）




　あまりにもタイミングが良かったので、私はしばらくテレビのリモコンを持ったまま固まってしまった。




【里奈】

（あっ、こんなことしてる場合じゃない！　遅刻しちゃう‥‥！）




　私はテレビを消して、あわただしく家を出た。

　──私服で出社してきた私は明らかに、周囲から浮いていた。廊下ですれ違う社員が皆チラチラと、私の服装を見ている。




【里奈】

（やっぱり目立つよね‥‥夏妃子課長になんて説明しよう‥‥？）




　──あれこれと言い訳を考えながら歩いていたら、突然廊下の端にある観葉植物の葉が、ガサッと揺れた。




【里奈】

（なっ‥‥何？）




　私が驚いて立ち止まると、観葉植物の陰から、小学校低学年くらいの男の子がひょっこり顔を出した。




【里奈】

「あ、あなた‥‥誰？」




【？？】

「‥‥しーっ！」




　男の子は口の前に、人差し指を立てた。




【里奈】

（あっ、もしかしてこの子が‥‥牧野さんが預かってる子かな？）




　すると廊下の突き当たりから、秋善取締役の大声が聞こえてきた。




【秋善】

「おーい、そこにいるんだろ？　分かってるぞ！」




　声に反応して、男の子が素早く観葉植物の陰に隠れる。




【秋善】

「おおっ、里奈。この辺で、子供見なかったか？」




　取締役が息を切らしながら、私の方へ大股で近づいてくる。




【里奈】

「え、子供って‥‥」




　──私は横目でチラッと、観葉植物の陰を見た。

　男の子が私をじっと見ながら、小さく首を横に振っている。




【里奈】

「‥‥いいえ。私は見てないですよ？」




【秋善】

「そっか‥‥。くそっ、あのボウズ、どこ行ったんだよ！」




　取締役は悔しそうに言いつつ、なぜか私のお尻を撫でてきた。




【里奈】

「ちょっと取締役、何するんですか！」




【秋善】

「いいだろ、これくらい。朝の挨拶だよ」




　取締役は少しも悪びれずに言って、辺りをキョロキョロ見回した。




【秋善】

「ここにもいない‥‥ってことは、秘書室か？」




　取締役はつぶやくように言って、廊下を走り去った。




【里奈】

（もう‥‥。相変わらずだな‥‥）




　私が呆れていると、観葉植物の陰から男の子が出てきた。




【？？】

「お姉さん、助かりました。ありがとうございます。秋善お兄さんと、かくれんぼしてたんです」




　男の子が白い歯をのぞかせて、屈託なく笑う。




【里奈】

「もしかしてあなたが、牧野さんが言ってた‥‥？」




【翔】

「はい、西園寺翔って言います」




【里奈】

「カケルくん、か‥‥」




【翔】

「今日はよろしくお願いします」




　翔くんが礼儀正しく、頭を下げる。

　すると遠くからドタドタと大きな足音が近づいてきて、ふたたび取締役の大声が響いた。




【秋善】

「ほら、やっぱりここに居やがった！　さっき、里奈の態度が怪しいって思ったんだよ！」




【翔】

「‥‥見つかってしまいましたか。残念です」




　子供のように喜ぶ取締役とは対照的に、翔くんは冷静に言って、小さくため息をついた。




【翔】

「でも‥‥最初にルールとして決めた３分間は、とっくに過ぎてますから」




【秋善】

「うっ‥‥確かに‥‥。ボクの勝ちですね。後で約束通り、お菓子くださいよ？」

「くそっ、分かったよ‥‥」




　取締役は口を尖らせて、そっぽを向いた。




【里奈】

（子供が２人になっちゃったな‥‥）




　私は取締役には気付かれないように、顔を背けてプッと噴き出した。




【秋善】

「‥‥ん？　里奈、ちゃんと動きやすいカッコしてきたな」




【里奈】

「はい。私服で良かったですか？」




【秋善】

「それでいい。よし、じゃあこれから３人で外へ遊びに行くぞ」




【里奈】

「これから!?　でも仕事が‥‥」




【秋善】

「仕事させるつもりなら、そんなカッコで来いなんて言わねえよ」




【里奈】

「それはそうですけど、夏妃子課長の許可が無いと‥‥」




【秋善】

「心配するな。姉貴にはもう話を通してあるからよ」




【里奈】

「ああ、そうなんですか‥‥」




【秋善】

「という訳で、さっそく出かけるぞ！」




【里奈】

「あの‥‥どこへ行くんですか？」




【秋善】

「動物園だよ。ガキが一番楽しめる場所って行ったら、動物園しかねーだろ！」




　取締役が笑いながら言って、翔くんを振り返る。




【秋善】

「なっ、ボウズ！　動物園好きだよな！」




【翔】

「まあ、好きな方ですね‥‥」




　翔くんは取締役の勢いに押されて、顔をひきつらせながら頷いた。




【秋善】

「あっ、そうだ‥‥ちょっと俺も着替えて、車を回してくるから。お前らはしばらくエントランスで待っててくれ」




【里奈】

「はい、分かりました」




　取締役はこくりと頷き、あわただしく廊下を駆けていった。

　その背中を見ながら、翔くんがふうっと大きな息をつく。




【翔】

「‥‥落ち着きのない人ですね」




【里奈】

「はは、そうだね」




【翔】

「秋善お兄さんと付き合うのって、大変じゃないですか？」




【里奈】

「まあ‥‥でもほら、私は慣れてるから」




【翔】

「そうですか。じゃあ、ボクたちも行きましょうか？」




　翔くんが余裕の表情で言って、私の前を歩き出す。




【里奈】

（ずいぶん大人びて、落ち着いてる子だな‥‥）




　私はそこでふと、ある強い予感に囚われた。




【里奈】

（まさかあの子、私と同じようにスパイじゃないよね？　何だかあの子、只者じゃない気がする‥‥）

（今日は大変な一日になりそうだな‥‥）




　私は少し警戒しながら、翔くんの後に続いて歩き出した。




　１時間後──。

　私たちは秋善取締役の運転する車で、動物園にやってきた。




【秋善】

「へえ‥‥。平日なのに、結構客がいるんだな？」




【里奈】

「ここは人気の動物園ですからね」




【秋善】

「よし、片っ端から回っていくぞ！　来たからには楽しまないと損だからな！」




　取締役が１人でずんずんと、入場券売り場の方へ歩いて行く。




【翔】

「この中で、お兄さんが一番張り切ってますよね？」




【里奈】

「あはは、そうだね。じゃあ私たちも行こうか？」




　私は翔くんと一緒に入場券を買って、中へ入った。

　入場した私たちはまず、ライオンの檻へ行ってみることにした。




【秋善】

「百獣の王って言うくらいだから、やっぱり見とかないとな！」




【里奈】

「あのう、取締役‥‥私、ライオン怖くて苦手なんですよね」




【秋善】

「はあ？　今さら何言ってんだよ？」




【里奈】

「小さい頃、伯父さんと一緒に動物園に行ったんですけど、その時に目の前で吠えられたトラウマが‥‥」




【秋善】

「‥‥ったく。しょうがねーな。分かった、お前はちょっと離れたところで見てろ」




【里奈】

「はい、すみません‥‥」




【秋善】

「おーい、翔。お前はまさか、怖くねーよな？」




【翔】

「大丈夫ですよ。むしろライオンは大好きです」




【秋善】

「よく言った！　じゃあもっと近くで見ようぜ！」




　２人はまるで親子のように肩を並べて、ライオンの檻を覗き込んでいた。




【秋善】

「おおっ！　本物はやっぱり迫力が違うな！」




【翔】

「このライオン、お腹が空いているようですね」




【里奈】

（こうやって見てると本当の親子みたい‥‥）




　私が微笑ましい気持ちで２人の背中を見ていると、ふいにケータイの着信音が鳴った。




【里奈】

「──電話は、ジョージからだった。もしもし、ジョージ？　どうしたの？」




【ジョージ】

『今、どこにいるんだ？　ちょっと話せるか？』




【里奈】

「大丈夫だよ。今は取締役と翔くんと一緒に、動物園に‥‥」




【ジョージ】

『そのガキに関係するかもしれねーことなんだけど‥‥。秋善が手掛ける、「銀座ゴッドパレス計画」ってあんだろ？』




【里奈】

「うん。神九条不動産の一大プロジェクトだけど？」




【ジョージ】

『最近そこに、新たに複数の会社が関わり始めたんだよ』




【里奈】

「‥‥それ、私はまだ聞いて無いよ」




【ジョージ】

『どうもそのカケルってガキ、怪しいんだよな。お前の勘通り、関係会社の回し者かもしれねーぞ？』




【里奈】

「そんな‥‥。でも確かに朝の態度を見てても、翔くんって裏表があるっていうか、計算高い感じがする」




【ジョージ】

『そうか‥‥やっぱり何かありそうだな。お前もしばらくは油断するな。分かったな？』




【里奈】

「うん、気を付けるよ」

（まさか翔くんが、とは思うけど‥‥念のために注意しよう）




　私が電話を切ったところで、取締役が手を大きく振りながら言った。




【秋善】

「おーい、里奈！　早く来いよ！　次はパンダを見に行くぞ！」




【里奈】

「あっ、はい。すぐに行きます！」




　──私たちは一緒に、パンダの檻まで移動した。




【秋善】

「さすがにこの動物園の人気ナンバー１だけあって、混んでるな」




【里奈】

「これじゃ檻の中が見えないです‥‥」




　パンダ目当ての客が私たちの前で、大きな人垣を作っている。




【秋善】

「翔、パンダ見えるか？」




【翔】

「いえ‥‥正直言って何も見えません」




　翔くんが、懸命に背伸びしながら言う。

　すると取締役がいきなり翔くんの身体をひょいっと担ぎ上げて、肩車した。




【秋善】

「ほら、これでよく見えるだろ？」




【翔】

「は、はい‥‥。ありがとうございます」




【里奈】

「本当のパパみたいですね？」




【秋善】

「そうか？　そう言われるとなんか照れるな」




　取締役は翔くんを肩車したまま、恥かしそうに目を伏せた。




【里奈】

「ふふ、まったく違和感ないですよ」




【秋善】

「じゃあ俺もいい父親になれるってことだな？」




　取締役はご機嫌に、声を上げて笑った。

　──しばらく私と取締役が話していると、翔くんがいきなり取締役の頭をぽんと叩いた。




【秋善】

「痛っ！　何すんだ、このガキ！」




【翔】

「ちょっと静かにしててください。そんなにフラフラ動いたら、パンダが見えにくいですよ」




【秋善】

「ちっ‥‥分かったよ」




　取締役はぶ然とした顔で、檻の方に向き直った。




【里奈】

（やっぱり、本物の親子みたいだな‥‥）




　私はパンダよりも２人の様子を、飽きることなく見つめていた。

　パンダを見た後、私たちはふれあい広場まで行ってみることにした。




【秋善】

「ふれあいっていうくらいだから、動物に触れるんだよな？」




【里奈】

「そうですね‥‥あっ、ウサギ！」




　私は柵の中で元気に跳ねている、ウサギの群れに駆け寄った。

　広場では、ウサギと遊べるイベントが催されているようだった。




【里奈】

「わあ、可愛い‥‥」




　ウサギを抱いている私の元に、取締役と翔くんが近づいてくる。




【秋善】

「へえ‥‥ウサギって言っても、色んな種類があるんだな？」




【翔】

「あれがアメリカン、隣にいる耳の垂れてるのがアメリカンファジーロップですよ」




【秋善】

「なんだお前、結構詳しいな？」




【翔】

「家に本があったので、暇つぶしに読んでたら自然と覚えちゃいました」




【里奈】

「凄いねえ、翔くん。物知りなんだね」




【翔】

「いえ、そんなことはないです。普通ですよ」




【秋善】

「まあ、ガキにしてはよく知ってるって程度だな」




　取締役がフンと鼻を鳴らして、腕組みする。




【秋善】

「だが‥‥これは知らねえだろ？」




【翔】

「‥‥何ですか？」




【秋善】

「ウサギは動物の中で、一番性欲が強いんだぜ？」




　取締役が翔くんを見下ろして、どや顔を決める。




【里奈】

「ちょ、ちょっと取締役、子供の前でそんな話‥‥！」




【秋善】

「どうだ翔、知らなかっただろ？」




【翔】

「‥‥反論してもいいですか？」




【秋善】

「ああ？　何だって？」




【翔】

「正確に言うと、性欲が強いんじゃなくて、繁殖能力が高いんですよ。ウサギは生物学上は弱い草食動物ですから、できるだけ多くのメスと交尾して、子孫を増やす必要があっただけです」




　翔くんが張り合うかのように、少しあご先を上げて取締役を見据える。




【里奈】

（これはさすがに取締役も、プライドが傷ついたかな‥‥？）




　私がハラハラしながら見ていると、取締役は意外にも、感心したようなため息を漏らした。




【秋善】

「そっか‥‥。道理でこいつらに親近感がわくと思ったよ」




　取締役が神妙な顔で言って、足元にすり寄ってきたウサギを抱き上げる。




【秋善】

「なあ、里奈もそう感じるだろ？」




【里奈】

「えっ‥‥？」




【秋善】

「だから‥‥お前も、ウサギに親近感を感じるだろ？」




【里奈】

「確かにそうですね‥‥」




　私が神妙な顔で頷くと、取締役はうんうんと何度も頷いた。




【秋善】

「そうだろ？　俺もか弱きウサギと同じように‥‥繁殖能力が高いだけなんだよ」




【里奈】

「は、はあ‥‥」

（それとは、まったく違うような気がするけど‥‥）




【秋善】

「‥‥よし、そろそろ次に行くか？」




　取締役がウサギをそっと地面に下ろして、私たちに向き直る。




【秋善】

「里奈、もう十分か？」




【里奈】

「はい、私はもう。翔くんは？」




【翔】

「いいですよ。まだ見てない所がたくさんありますからね」




　翔くんがそう言ってパンフレットを広げると、取締役が顔を近づけてページを覗き込んだ。




【秋善】

「次は‥‥よし、ココに行こう」




　──と、取締役が指差したのはトラの檻だった。




【里奈】

「えっ‥‥トラ‥‥ですか？」




【秋善】

「なんだ里奈、トラも怖いのか？」




【里奈】

「すみません、ライオンと同じようなものだし‥‥」




【秋善】

「大丈夫、喰われることはねーから安心しろ」




【里奈】

「それはそうですけど‥‥。怖いものは怖いです」




【秋善】

「俺がいるから大丈夫だって」




　私は取締役に引きずられるようにして、トラがいる檻に向かった。

　そして数分後──。

　何とかトラの檻の前まで来たはいいものの、私はすっかり足がすくんでしまい、近づくことすら出来なかった。




【秋善】

「おい里奈、もうちょっと近くに来いよ？」




【里奈】

「嫌です、怖いです‥‥」




【秋善】

「大丈夫。いいから来いって」




　──結局、私は取締役の押しに負けて、おそるおそるトラのいる檻に近づいていった。




【秋善】

「ほら、良く見てみろよ？」




　檻の前で取締役が私を、手招きしている。




【里奈】

「‥‥分かりました。見ます。あの‥‥急に大声出したりして、驚かさないでくださいね？」




【秋善】

「誰がそんなことするかよ。小学生じゃあるまいし」




【里奈】

（いや、取締役だからやりかねないよ‥‥）




【秋善】

「ほら、ここへ来てよく見ろよ」




　──取締役に促されてそうっと檻を覗き込むと、

　そこにはふわふわとした毛並みの、愛くるしいトラの赤ちゃんがいた。




【里奈】

「あっ、可愛い‥‥！」




　私は一瞬で、その真っ黒な潤んだ瞳の虜になってしまった。




【翔】

「お姉さん、さっきまでとはまったく違うリアクションですね？」




【里奈】

「だって、すごく可愛いから‥‥」




　私がニコニコしながら赤ちゃんを見ていると、取締役が隣でフッと優しげに微笑んだ。




【秋善】

「なっ？　怖くなかっただろ？」




【里奈】

「取締役‥‥」




【秋善】

「コイツなら、お前も大丈夫だろうと思ってさ」




【里奈】

（私のために、気を遣ってくれたのかな‥‥？）




　私は取締役のさりげない優しさに、胸がじんと熱くなるのを感じた。

　──その後も色々な動物を見て回っているうちに、すっかり日が暮れて、辺りは夕闇に包まれていた。




【秋善】

「もうこんな時間か。あっという間だったな」




【里奈】

「そうですね‥‥。楽しかったです」




【秋善】

「‥‥コイツも楽しそうだったし、良かったよな」




【里奈】

「そうですね。ふふ、良く寝てる‥‥」




　──取締役は背中に、遊び疲れて眠ってしまった翔くんを背負っていた。




【秋善】

「こうしてるとなんか、思い出すんだよな‥‥ガキの頃を」




　取締役が目を細めて、夕暮れの空を見上げる。




【里奈】

「取締役の子供の頃って、どんな感じだったんですか？」




【秋善】

「いや、別に‥‥普通のガキだったかな」




　取締役が昔を懐かしむように、フッと微笑を浮かべた時──。

　ふいに、取締役のケータイの着信音が鳴った。




【秋善】

「‥‥ああ、俺だ」




　取締役が翔くんを背負ったまま、電話に出る。




【里奈】

（誰だろう‥‥？)　




　──取締役はしばらく電話で話した後、私に向き直った。




【秋善】

「牧野さんだった。用事が済んだから、今から迎えに行くってよ」




【里奈】

「そうですか‥‥」




【秋善】

「これでやっと、生意気なガキの子守りから解放されるな！」




　取締役は冗談めかした風に言って、大声で笑った。




【里奈】

（これで、本当に１日が終わっちゃうんだな‥‥なんだかこのまま終わるのがもったいないし、寂しい気もする‥‥）




　私は複雑な気持ちで、夕陽に照らされた取締役の横顔を見ていた。




　牧野さんとの電話が終わると、取締役は私に笑顔を向けた。




【秋善】

「これでやっと、生意気なガキの子守りから解放されるな！」




【里奈】

「はい‥‥」




【秋善】

「とりあえず、外に出ようか。迎えに来てくれるらしい」




【里奈】

「分かりました」




【秋善】

「と、その前に‥‥コイツを起こさねえとな」




　取締役が背負っていた翔くんの身体を、軽くゆする。




【秋善】

「起きろ、翔。迎えが来たぞ」




【翔】

「ん‥‥んん‥‥」




　翔くんは眠そうな目をこすりながら、取締役の背中から降りた。




【秋善】

「それにしてもお前、よく寝てたな？」




【翔】

「はい‥‥何だか広くてあったかくて、気持ち良くて‥‥」




【秋善】

「おいおい、俺の背中はお前の部屋のベッドじゃねえぞ！」




　取締役は翔くんの頭を、がしゃがしゃと乱暴に撫でた。




【秋善】

「よし、それじゃ行こうか」




　私たちは夕陽に染まる動物園内を、並んでゆっくり歩いた。

　動物園の外に出たところで、取締役がすぐに牧野さんの姿を見つけた。




【秋善】

「おーい、ここだ！」




　取締役が大きく手を振りながら、牧野さんに歩み寄っていく。




【牧野】

「秋善君。今日は本当にありがとうね」




【秋善】

「いいよ、礼なんて」




【牧野】

「水之瀬さんも、急にお願いして悪かったわね。ありがとう」




【里奈】

「いえ、私も楽しかったです！」




　私たちが挨拶を交わしていると、翔くんがぽつりと言った。




【翔】

「‥‥ボクも、久しぶりに心から笑って楽しかったです」




【秋善】

「ん‥‥そうか？」




【翔】

「はい、ありがとうございました！　今日のお礼に、取締役の『銀座ゴッドパレス計画』にも協力させてもらいます」




【里奈】

「‥‥えっ？」




　翔くんの口から意外な言葉が出てきたので、私は戸惑ってしまった。




【翔】

「ちょうど銀座に土地を欲しがってた人がいますので、牧野さんを通じて紹介しますよ。売上の足しにでもしてください」




【秋善】

「おおっ、そうか？　さすが政治家一家の跡取りは言う事が違うな！」




　取締役が豪快に笑って、翔くんの小さな肩を叩く。




【里奈】

（ど‥‥どういうこと？）




　呆気に取られるばかりの私に気付いて、取締役が言う。




【秋善】

「そういや、お前にはちゃんと説明してなかったよな？」




【里奈】

「はい、何が何だか‥‥」




【秋善】

「翔は、いいところの坊ちゃんでよ」

「ここに来る前に、ゴッドパレス計画とかその辺の話をチラッとしてたんだよ」




【里奈】

「そうだったんですか‥‥」

（政治家の御子息‥‥なのかな？　私だけ何も知らなかったってことか‥‥スパイだなんて勝手に思い込んでたのが、バカみたい‥‥）




　私はあらためて、利発そうな翔くんの顏をしげしげと見つめた。




【翔】

「でも‥‥坊ちゃんという子供扱いした言い方は、あまり好きじゃないですね」




【秋善】

「ははっ、悪かったよ。別にお前を子供扱いしてる訳じゃねーから」




【翔】

「どうだか‥‥怪しいものです」




【牧野】

「じゃあ翔、そろそろ帰りましょうか」




【翔】

「はい‥‥。では、ボクはこれで」




【秋善】

「ああ、またな」




【里奈】

「バイバイ、翔くん」




　翔くんは子供のように無邪気な笑顔に戻り、私たちに手を振った。

　そしてそのまま、牧野さんの車に乗り込んで去っていった──。




【秋善】

「さて、良家のお坊ちゃんの世話も終わったことだし‥‥。ここからは‥‥大人の時間だな」




　取締役がニヤリと笑って、私に向き直る。




【里奈】

「え‥‥？　んんっ！」




　取締役は私に近づくと、何の前触れもなく唇を奪う。荒々しい口づけに、私の体は硬直してしまう。




【秋善】

「ハッ‥‥どうした？　ウブな反応しやがって？　ずっとお預け食らってたから、お前も欲情しちまってるのか？」




【里奈】

「ち、違いま‥‥んんっ！」




　私が反論する間もなく、取締役は乱暴に口内を貪り続けた。




【秋善】

「‥‥っと、まぁこの辺にしとくか。メインディッシュはこの後に用意してるからな」




【里奈】

「メインディッシュ‥‥？」




【秋善】

「ま、来れば分かる。ちょっと一緒に来てくれ」




【里奈】

「は、はい‥‥」




　──取締役はそのまま駐車場に向かうのかと思いきや、ふたたび動物園の入場口に向かって歩き出した。




【里奈】

「取締役、これからどこへ‥‥？」




【秋善】

「ここって、夜でも動物を見られるサービスがあるんだってよ」




【里奈】

「え、そうなんですか？」




【秋善】

「もうすぐ陽が暮れるし、せっかく来たんだから見ていこうぜ」




【里奈】

「ああ、そういうことでしたか‥‥」




【秋善】

「はあ？　どういうことだと思ったんだよ？」




【里奈】

「い、いえ、何でもないです」




【秋善】

「よし、じゃあ一緒に来い」




【里奈】

（断る理由もないし、別にいいか‥‥）




　私は何だか拍子抜けした気持ちで、取締役の背中を追いかけた。

　再入場してしばらく園内をぶらぶら歩いていると、すぐに陽が落ちて、辺りは濃い闇に包まれ始めた。




【秋善】

「だいぶ暗くなってきたな」




【里奈】

「そうですね‥‥」




【秋善】

「‥‥そろそろ始まるか」




　取締役はつぶやくようにそう言って、いきなり私の手を取った。




【里奈】

「あっ‥‥。取締役、どこに？」




【秋善】

「ついて来い。いいもの見せてやる」




　──取締役は大きな手で私の手をしっかり握って、園内の奥へ、奥へと歩き始めた。

　私は少し緊張しながら、取締役の手のぬくもりを頼りに歩き続けた。




【秋善】

「‥‥ほら、少しずつ見えてきたぞ」




　取締役が前方を指差して、にっこり笑う。

　目を凝らすと、無数の小さな光が闇の中でふわふわと雪のように舞っている。




【里奈】

「あれは‥‥蛍‥‥？」




【秋善】

「ああ、そうだよ」




　取締役は微笑みながら私の手を引いて、光の渦の中へと導いてくれた。
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　わあ‥‥。きれい‥‥。

　私は立ち止まり、しばらく蛍の光の幻想的な美しさに見惚れていた。




【秋善】

「以前部下に、動物園でこういう催し物があるって聞いてよ」

「ずっとお前に見せてやりたいと思ってたんだ」




【里奈】

「‥‥私のために？」




【秋善】

「たまにはこういうロマンチックなのもいいだろ？」




　取締役が照れ臭そうに目を伏せて、頭をかく。




【里奈】

「取締役‥‥」




　私は喜びで胸をじんと熱くしながら、蛍の光にぼんやりと照らされた、取締役の横顔を見つめた。




【秋善】

「やっぱり‥‥俺にはあんまり似合わねえかな？」




【里奈】

「そんなことないです‥‥。すごく嬉しいです」




　そう言いながら笑顔を向けると、取締役は照れ臭さを隠すように、私の頭をぽんと叩いた。




【秋善】

「お前のその笑顔が見られただけでも、収穫あったよ」




【里奈】

「はい‥‥」




　取締役が顔を近づけて、私の瞳を覗き込んでくる。




【秋善】

「‥‥今日は付き合ってくれてありがとな」




【里奈】

「私の方こそ‥‥ありがとうございました」




【秋善】

「里奈‥‥」




【里奈】

「あっ‥‥！」




　取締役が私の腕を強引につかんで、自分の方へ引き寄せる。

　私は倒れ込むようにして、取締役の逞しい胸板に顔を埋める。

　取締役が纏っているシトラスの香りが、私の鼻孔をくすぐる。




【秋善】

「‥‥蛍の光の下で見るお前の顏も‥‥悪くねえな」




【里奈】

「そんな‥‥」




【秋善】

「最高にキレイだぜ、里奈‥‥」




　取締役がささやくように言って、私の唇を奪う。




【里奈】

「んっ‥‥」




　私はそっと目を閉じて、取締役の濡れた唇を受け入れる。




【里奈】

（こんなデートだったら、また来てもいいかな‥‥）




　私はキスをしながら、自分たちを取り巻く無数の蛍の光を想像した。

　それはまるで夜空に浮かぶ星々の光のように、儚げに輝いていた──。
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シーン01






　その夜──私は遅くまで秘書室に残り、仕事をしていた。




【里奈】

（早く終わらせて、家に帰りたいな‥‥）




　時計をチラチラ見ながら資料をまとめていると、秘書室の扉が開いて秋善取締役が入ってきた。




【秋善】

「おう、里奈。遅くまで大変だな？」




【里奈】

「もう少し頑張れば、終わると思います」




【秋善】

「そっか‥‥」




　取締役はニヤリと笑ったかと思うと、いきなり私の肩をつかんで抱き寄せた。




【里奈】

「きゃっ‥‥！」




【秋善】

「俺と一緒に、気分転換でもしようか？」




　取締役の熱い吐息が、私の耳に吹きかかる。




【里奈】

「ちょ、ちょっと取締役　やめてください、こんなところで‥‥！」




【秋善】

「‥‥誰も居ねえだろ？　大丈夫だよ」




　取締役が私の腕をつかんで、強い力でひねり上げる。




【里奈】

「ダ、ダメです‥‥！」




　その時──廊下の方でゴホンと咳払いする音が聞こえた。




【秋善】

「‥‥‥‥！」




【里奈】

「‥‥‥‥！」




　──取締役と私は同時に、秘書室の入り口を振り返った。




【冬哉】

「‥‥ここは社内ですよ？」




【秋善】

「冬哉‥‥！」




【冬哉】

「少しはわきまえて欲しいですね？」




　冬哉部長はあきれたようにため息をついて、廊下を歩き去った。




【秋善】

「‥‥ったく、冬哉のヤツ。いいところだったのによ‥‥」




　すっかり興ざめした様子の取締役は、まるで子供の用に口を尖らせるのだった──。
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　ある夜、残業をしていた私の元に秋善取締役がやってきた。




【秋善】

「なあ里奈、ちょっと頼まれてくれるか？」




【里奈】

「はい、何でしょう？」




【秋善】

「俺も残業してるんだけどよ、もう少し掛かりそうなんだよな。腹が減ったから、夜食でハンバーガーでも買って来てくれねえか？」




【里奈】

「ハンバーガーですね。かしこまりました」




【秋善】

「悪いな、頼んだぜ」




　取締役は私の肩をポンと叩いて、秘書室から出ていった。

　15分後──。

　私は指示通りにハンバーガーを買ってきて、取締役室のドアを叩いた。




【里奈】

「取締役、夜食をお持ちしました」




【秋善】

「おおっ、やっと来たか。入れよ」




　取締役は椅子に座ったまま、私を手招きした。




【里奈】

「えーと‥‥ここでいいですか？」




　私がハンバーガーの入った紙袋をデスクに置こうとした、その時──。




【秋善】

「やっぱ‥‥それは後でいいや」




【里奈】

「えっ‥‥!?」




　取締役がいきなり私の腕をつかんで、自分の方へ引き寄せる。

　私ははずみでふらふらと、取締役の腕の中に倒れ込んだ。




【秋善】

「ハハッ。やっぱりお前は抱き心地がいいな！」




【里奈】

「ちょ‥‥ちょっと取締役‥‥！」




【秋善】

「俺の夜食は‥‥お前だよ」




　取締役は強い力で私の身体を抱きしめると、首筋に唇を押し当ててきた。




【里奈】

「あっ‥‥だっ、ダメ‥‥」




【秋善】

「‥‥もう誰も居ねえから、声も好きなだけ出せよ」




【里奈】

「ああっ‥‥！」




　──私がかすれた喘ぎ声を漏らすと、デスク上のハンバーガーの紙袋が床に転げ落ちて、中身が無残に散らばった。





シーン03






　ある夜──残業を終えて帰ろうとしていた私は、取締役室から明かりが漏れていることに気付いた。




【里奈】

（あれ？　取締役も残業してるのかな？）




　気になったので、私は取締役室まで様子を見に行くことにした。

　──取締役室のドアを開けてこっそり中を覗くと、取締役が椅子に深く身を沈めて眠っていた。




【里奈】

（寝てるの‥‥？）




　私は忍び足で取締役の傍まで近づいていき、寝顔を覗き込んだ。




【秋善】

「ううん‥‥。むにゃ‥‥」




【里奈】

（本当に寝てる‥‥）




　取締役はまるで赤子のように、すやすやと眠りこんでいた。

　しかもよだれまで垂らしているので、

　私はつい噴き出しそうになってしまった。




【里奈】

（ふふ、本当に赤ちゃんみたい。しょうがないなぁ‥‥）




　私は苦笑しながら、バッグからハンカチを取り出した。

　すると取締役がパチッと目を開けて、傍らに立つ私を見た。




【秋善】

「ん‥‥？　里奈‥‥？」




【里奈】

「あっ、起きちゃいました？」




【秋善】

「‥‥このハンカチは何だ？」




【里奈】

「ああ、これはその‥‥よだれが‥‥」




【秋善】

「えっ‥‥！」




　取締役は手でハンカチを払いのけて、照れ臭そうに目を伏せた。




【秋善】

「い、いいって‥‥そこまでしなくても」




【里奈】

「今さら照れなくてもいいですよ」




　私はクスクスと笑い、ハンカチをしまった。




【里奈】

「‥‥だいぶお疲れのようですね？」




【秋善】

「‥‥ああ、少しな。せめてお前が一晩付き合ってくれたら、元気が出て残業もはかどるんだけどな」




【里奈】

「え、そんな‥‥」




【秋善】

「‥‥気を利かせてくれてありがとな。お前の顏見たら、疲れが吹き飛んだよ」




【里奈】

「取締役‥‥」




【秋善】

「よっしゃあ、もうひと踏ん張りするか！」




【里奈】

「はい、頑張ってください！」




　取締役は大きく伸びをして、私ににっこり笑いかけた。

　私も取締役に、精いっぱいの労いの笑顔を返すのだった──。
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　ある夜──。

　残業を終えた私は、静まり返った会社のエントランスを歩いていた。




【里奈】

（ようやく帰れる‥‥。今日はいつも以上に疲れたな‥‥）




　その時、私はふいに背後に人の気配を感じて立ち止まった。




【里奈】

（誰かいる‥‥？）




　おそるおそる、振り返ろうとした瞬間──。

　私は何者かによって、いきなり背後から抱きしめられた。




【里奈】

「きゃっ‥‥！」




【？？】

「‥‥‥‥‥‥！」




【里奈】

（だ、誰っ‥‥！？）




　ふわりとシトラスの香りが漂い、鼻孔をくすぐる。




【里奈】

「この香水‥‥もしかして取締役？」




【秋善】

「おっ、正解！　よく分かったな？」




　取締役は背後から私の身体を抱いたまま、高らかに笑った。




【里奈】

「冗談はやめてください。びっくりするじゃないですか？」




【秋善】

「これくらい別にいいだろ？　それより、お前も今帰りか？」




【里奈】

「そうです。今までずっと残業していて‥‥」




【秋善】

「そうか、ご苦労だったな。もうかなり遅い時間だから、家まで車で送ろうか？」




【里奈】

「え、でも‥‥よろしいのですか？」




【秋善】

「水くせえこと言うなよ。いいから、俺についてこい」




　取締役はふたたび高らかに笑うと、

　いきなり私の身体を横倒しにして、ひょいっと抱え上げた。




【里奈】

「取締役、な、何を‥‥！」




【秋善】

「ほら、さっさと行くぞ！」




　取締役は私をお姫様だっこしたまま、地下駐車場の方へ歩き出した。




【里奈】

（ほんと、いつも強引なんだから‥‥）




　──少しだけ照れ臭く思いつつも、私は取締役の纏う仄かなシトラスの香りに、お姫様気分で酔いしれていた。




　─ＥＮＤ─








冷静と情熱の口づけ
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　陽気が漂う、ある日の午後──私は重い足取りで、取締役室へ向かっていた。




【里奈】

（潜入だと割り切っているとはいえ、あそこまで罵られると辛いな）

（気分を切り替えて、ミッションに専念しないと）

「‥‥失礼します」




　ドアを開けると、取締役はデスクに足をのせて新聞を呼んでいた。




【秋善】

「おう、里奈か。入れよ」




　私は一礼して、取締役の元へと歩いた。




【里奈】

「こちらが、午前中に頼まれていた書類になります」




【秋善】

「もうできたのか？　速いな」




　取締役は感心したように頷くと、私の手から書類を受け取った。




【秋善】

「ん‥‥？　里奈、どうした？」




【里奈】

「‥‥何ですか？」




　取締役が訝しげに眉をひそめて、私を見ている。




【秋善】

「‥‥ずいぶん暗い顔してるな？　なんかあったのか？」




【里奈】

「いえ、何もありません」




【秋善】

「‥‥いつもと違うぞ？」




【里奈】

「いえ、大丈夫ですから」




【秋善】

「‥‥姉貴にキツく叱られたからって、そう落ち込むな」




　──突然、図星をつかれ、私は思わず目を丸くする。




【秋善】

「その可愛い驚き顔、さては図星だな？」




【里奈】

「ど、どうして分かったんですか？　」




【秋善】

「野性のカンってヤツだ、野性のカン。で、なんだって姉貴にお前が叱られるんだよ」




【里奈】

「‥‥挨拶のお辞儀の角度が悪いと、会議で叱責を受けました」




【秋善】

「ああ、姉貴得意のアレか、大勢の前で延々と罵る得意技だ。アレのお陰で何十人のいい女、いや、優秀な秘書が消えちまったことか‥‥。ったく、姉貴は昔からやりすぎなんだよな」




　取締役はフッと小さく笑うと、椅子から立ち上がって私の隣に立った。




【秋善】

「まあ、そんなに落ち込むな。人は涙のぶんだけ強くなれるんだからよ」




【里奈】

「別に気にしていませんから。失礼します」




　私がそう言って、踵を返した時──。




【里奈】

「!?」




　突然、取締役の腕が背後から伸びてきて、私の身体をからめ取った。




【秋善】

「‥‥強がってねえで、こっち向けよ」




　取締役は耳元で囁くと、私の顔を自分の方に向かせた。




【里奈】

「取締役‥‥‥‥」




【秋善】

「嫌なことなんざ、俺がぜんぶ忘れさせてやる！　熱く燃えるような愛の口づけでな！」




【里奈】

「‥‥けっこうです」




【秋善】

「はぁ？　何でそうなるんだよ！　ここは黙って受け入れるべきだろーが！」




【里奈】

「課長に指示された業務がありますし、気分でもありませんので」




【秋善】

「うるせえ！　お前は黙ってろ！」




　取締役は私を強引に抱き寄せると、さらに強引に唇を重ねてきた。




【秋善】

「‥‥‥‥‥‥」




　シトラスの香りがふわりと漂い、私の身体を包み込む。

　同時に、頭が空になるような激しい感覚が全身に走る。




【里奈】

（もう、どうなってもいいかも‥‥）




【秋善】

「‥‥どうだ？　スッキリしたか？」




　取締役は唇を離すと、叙情の欠片もない笑顔で問いかけてくる。




【秋善】

「黙ってちゃわかんねえだろ。スッキリしたか？」




【里奈】

「‥‥はい。少しは」




【秋善】

「よし！　それならオッケーだ！　ただし‥‥次回から、何かあったら俺を頼れ。甘えろ。いいな？」




　普段見せない取締役の表情に、私の胸はきゅっと締め付けられる。




【里奈】

「‥‥はい。ありがとうございます」




【秋善】

「‥‥よし。じゃあ、行け」




　私は微笑んでいる取締役に一礼して、軽い足取りで取締役室を出た。




【里奈】

（何だか悔しいけど、本当にスッキリしちゃったな）




　取締役の激しいキスは、私の心を癒してくれたようだった──。
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　良く晴れた日の午後──。

　取引先との会合を終えた私と取締役は、街中を歩いていた。




【秋善】

「これで、契約もうまくまとまりそうだな」




【里奈】

「はい。無事に終わって良かったですね」




【秋善】

「さあて‥‥時間も余った事だし、何か食って帰るか？」




【里奈】

「しかし、社に戻ってやるべきことが‥‥」




【秋善】

「おっ！　あれ、美味そうじゃねえか！」




【里奈】

「あれ？」




【秋善】

「この香り！　クレープ屋だ！　行くぞ！」




　取締役の視線の遥か先に、クレープ屋のカンバンが小さくあった。

　──さっそく店でクレープを購入した私たちは、店先のベンチに腰を下ろし、２人並んで食べていた。




【秋善】

「おおっ、これはうめえな！」




【里奈】

「はい、すごく美味しいです」




　私が笑顔を向けると、取締役は急にきょとんとした顔になった。




【秋善】

「里奈、それ‥‥」




【里奈】

「えっ？　なんですか？」




【秋善】

「ありえねえ！　誘ってんのか!?」




【里奈】

「取締役、何のことですか？」




【秋善】

「ここ、クリームついてんぞ？」




　取締役が自分の頬を、指でトントンと叩く。




【里奈】

「あ、すみません。恥ずかしいな‥‥」




　私が指先で、クリームをすくい取ろうとした瞬間──。




【秋善】

「バカ、誘っておいて野暮なことすんな」




　取締役が身を乗り出してきて、私の頬にキスをした。




【里奈】

「!?」




【秋善】

「ごちそうさん！」




　取締役はそのまま舌先で、私の頬に付いたクリームを舐め取った。




【秋善】

「ほら、すぐに取れただろ？」




【里奈】

「そ、そうですけど‥‥」




　私は反射的に、目の前を通り過ぎる人々の様子を窺った。

　若いカップルが、私たちの方を見てクスクスと笑い合っている。




【里奈】

「取締役‥‥人目もあるのにやめてください」




【秋善】

「そんなの気にすんな！　中学生じゃねえんだからよ！」




　取締役はあっけらかんと笑って、自分のクレープにかぶりついた。




【里奈】

「あ‥‥」

（今度は取締役の唇にクリームが‥‥）




　私が取締役の唇についたクリームを見ている──と。




【秋善】

「‥‥今度はお前の番だぜ？」




　そう言うと、取締役は顔を私に接近させる。




【里奈】

「む、無理ですよ、私には！」




　そうボヤきながら、私は胸の奥が熱く火照るのを感じていた──。
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　深夜──。

　取引先との会合を終えた取締役と私は、リムジンで家路についた。




【秋善】

「いやあ～、今夜は飲んだなあ！　美味い酒だった！」




　会合の後に設けられた酒席が予定よりも長引いたため、帰宅する頃には、時計はすでに深夜０時を回っている。




【里奈】

「はい‥‥疲れました‥‥」




　──うわばみの取締役に強引に付き合わされ、帰る頃には私もすっかり酔っ払っていた。




【秋善】

「あれって確か、お前の住んでるマンションだよな？」




【里奈】

「そうですよ。やっと着いた‥‥」




　私はぼうっとした頭のままで、リムジンの窓から外の景色を見た。




【里奈】

（ちょっと飲み過ぎたかも‥‥今頃、気分が悪くなってきた‥‥）




　外を見ながら深呼吸していると、取締役が不思議そうに眉をひそめる。




【秋善】

「どうした？　気持ち悪いか？」




【里奈】

「はい、ちょっと‥‥。飲み過ぎたかも‥‥」




【秋善】

「じゃあ‥‥こうしてやる」




　取締役はニヤリと笑ったかと思うと、私の身体をシートに押し倒した。




【里奈】

「あっ‥‥！　取締役、何を‥‥！」




【秋善】

「酔い覚ましの〝まじない〟だよ。こうすりゃ、すぐに気分が良くなるから」




【里奈】

「そんなことされたら、逆に吐いちゃ‥‥」




【秋善】

「‥‥うるさい」




　取締役は私の身体に圧し掛かるようにして、強引に唇を奪っていった。




【秋善】

「‥‥どうだ、目が覚めたか？」




　私は驚いて目を見開いたまま、こくこくと頷いた。




【秋善】

「そうだろ？　やっぱり効果てきめんだったぜ！　このまじない、他にもきっといいことが起きるから期待しろよな」




　取締役が上機嫌に笑ったところで、リムジンが静かに停車した。




【里奈】

「あの‥‥じゃあ、私はこれで！」




　私は取締役から逃れるように車を降りて、駆け出した。




【秋善】

「おいっ、里奈！　待てよ！」




【里奈】

「おやすみなさい、取締役！　また明日‥‥っ!!??」




　振り向いて挨拶をした瞬間に足がもつれ、私は地べたに転がる。




【秋善】

「おい！　大丈夫か？」




【里奈】

「だ、大丈夫です」




　すりむいた膝には、赤い線が数本ついていた。




【秋善】

「ったく、俺から逃げるからそんな目に合うんだぞ？」




　専務は私の下に駆け寄ると、お姫様抱っこで持ち上げる。




【秋善】

「こうしていいか？」




【里奈】

「す、すみません。ありがとうございます。せっかく、おまじないかけてもらったのに、すみません」




【秋善】

「まじないっていうか、むしろお前に取っては呪いだったな」




【里奈】

「え？」




【秋善】

「今晩、お前のウチに泊まってっていいだろ？」




【里奈】

「こ、今晩ですか？」




【秋善】

「ああ、このままお姫様抱っこのままベッドまで行こうぜ？」




【里奈】

「や、やっぱり離してください！」




【秋善】

「バカ、今さら下ろせるかよ！　ほら、行くぞ！」




　ちょっと乱暴な取締役の〝まじない〟が効いたのかベッドに辿りつく頃には、酒の酔いはすっかり覚めていたのだった──。
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　その夜、残業を終えた私は急ぎ足で廊下を歩いていた。




【里奈】

（すっかり遅い時間になっちゃったな‥‥、早く帰ろう）




　しばらく歩いていると、ふいに廊下の先に人影が現れた。




【秋善】

「‥‥‥‥」




【里奈】

（あれは‥‥秋善取締役？）




　取締役はキョロキョロ辺りを見回して、落ち着かない様子だった。




【里奈】

（何を、コソコソしてるんだろう？）




　気になった私は、足音を立てずに取締役の方へ近づいて行った。




【里奈】

「取締役、どうしたんですか？」




【秋善】

「!!!!!!!!!!」




【里奈】

「取締役、どうしました？」




【秋善】

「な‥‥なんだ、里奈かよ。焦らせんな、バカ」




　取締役は私の顔を見るなり、怪訝そうに眉根を寄せた。




【里奈】

「こんな時間に、ここで何を‥‥」




【秋善】

「シッ‥‥！」




　取締役は私の話を遮るように首を振り、口の前で人差し指を立てた。




【里奈】

（一体、何なのよ？　どういうこと？）




　訳も分からないまま取締役の視線を辿って行くと‥‥。

　廊下の先の暗がりで、男女の社員が抱き合いながらキスをしていた。




【秋善】

「‥‥分かったか？」




　取締役は壁にぴったりと背を付けたまま、ニヤリと笑った。




【里奈】

（つまりこれって、のぞき‥‥？）




　私は取締役のスケベ心に内心で呆れつつも、暗がりで濃厚なキスを交わす社員たちから目を離せないでいた。




【里奈】

（いけないとは思いつつ、つい見ちゃうなあ‥‥）




　私がドキドキと胸を高鳴らせていると、ふいに取締役がブンと私の方に顔を向けた。




【秋善】

「‥‥‥‥」




【里奈】

「‥‥‥‥」




　しばらく互いに無言のまま、見つめ合う時間が続いた。

　取締役の熱っぽい瞳を見つめていると、私の胸は早鐘のように鳴り出す。




【秋善】

「里奈‥‥‥‥」




【里奈】

「取締役‥‥‥‥」




　──気付けば、私たちは互いに吸い寄せられるように唇を重ねていた。

　廊下の隅の薄闇に包まれながら、私たちは夢中で互いの唇を求めた。




【秋善】

「‥‥ダメだ！　もう我慢ができねえ！」




　取締役が獣のように荒い息を吐きながら私の身体を床に押し倒す。




【秋善】

「里奈、いいだろ？　嫌とは言わせないぜ？」




【里奈】

「あっ、ダメ‥‥！　そ、そこまでは‥‥！」




　抵抗してバタつかせた私の足が、観葉植物の鉢にぶつかる。




【里奈】

「あっ‥‥！」




　静かな廊下に、ガシャンと大きな音が響き渡る。




【秋善】

「ヤバいっ！　里奈、逃げるぞ！」




【里奈】

「は、はい！」




　差し出された取締役の大きな手を取り、私は慌てて駆け出した。




【秋善】

「取締役と秘書がノゾキしてたなんて、シャレになんねーぞ！」




【里奈】

「私は何もしてませんから！」




【秋善】

「舌からめてきたくせに、何もしてないはねえだろ！」




【里奈】

「そ、そんなことありません！」




【秋善】

「お前だけ逃げようなんて、ずるいぞ！　共犯だからな！」




　人気の無い廊下を、取締役と息を切らしながら必死に駆けた。

　とにかく逃げるのに必死だったけど、私を引っ張る取締役の大きな手の温もりは──私の心に幸福と安心をもたせてくれるのであった。




　─ＥＮＤ─








獣たちの妖艶なる宴









　涼しい秋風が吹き抜ける、10月のある日──。

　その日は朝から、いつも以上に秋善取締役が元気だった。




【秋善】

「いいから、大人しくしろって」




【里奈】

「やめてください！」




　取締役がメジャー片手に、私を追いかけてくる。




【秋善】

「お前のために、オーダーメイドの服を作ってやるって言ってんだよ！　だからサイズ測らせろ！」




【里奈】

「それを口実に、どうせセクハラするんですよね？」




【秋善】

「はあ？　人聞きの悪いこと言うなよ！」




　──すると取締役室のドアが静かに開いて、冬哉部長が顔をのぞかせた。




【冬哉】

「‥‥取り込み中でしたか？」




【秋善】

「なんだ、冬哉か。どうした？」




【冬哉】

「昨日秋兄さんに頼まれてた、人事に関する書類を持ってきたんだけど？」




【秋善】

「ああ、そうだったな。そこに置いといてくれ」




【冬哉】

「‥‥では僕はこれで。それから‥‥２人の楽しそうな大声、外まで聞こえてたよ」




　部長は呆れたようにため息をついて、取締役室から出ていった。




【秋善】

「なんだよ、あの態度。朝から辛気臭せぇ野郎だな‥‥」




【里奈】

「取締役‥‥。そもそもなんで、私の服を作ろうなんて言い出したんですか？」




　取締役が、自分の指先にメジャーをくるくる巻きつけながら言う。




【秋善】

「一昨年オープンした大型ショッピングモール、知ってるよな？　ウチも開発の段階から関わってるんだが‥‥」




【里奈】

「ええと‥‥『crisplyクリスプリ』でしたっけ？」




【秋善】

「そう。31日にあそこをメイン会場にした大規模なハロウィンパーティー『Welcome GHOST! Happy Halloween party』が開催される事になってな」




【里奈】

「へえ、そうなんですか‥‥」




【秋善】

「俺も実行委員会に名を連ねているから、今から楽しみにしてるんだよ」




【里奈】

「それと私のオーダーメイド服と、どう関係が‥‥？」




【秋善】

「ハロウィンと言えば仮装だろ？　当然、お前の仮装用の衣裳だよ」




【里奈】

「えっ？　私は何を着るんですか？」




　取締役は腕組みして、ニヤリと笑った。




【秋善】

「お前は‥‥赤ずきんちゃんだ」




【里奈】

「‥‥赤ずきん？」




【秋善】

「そしてこの俺が、その赤ずきんちゃんを襲う狼男に扮するって訳だ」




【里奈】

「赤ずきんと、狼ですか‥‥」




【秋善】

「さあ、分かったらさっさとサイズを測らせろ！」




　取締役が私の身体を抱き寄せて、胸にメジャーを押し当ててくる。




【里奈】

「いやっ‥‥！　や、やめてください！」




【秋善】

「やっぱお前、イヤラシイ身体してるよな‥‥」




　取締役がメジャーを小刻みに震わせて、私の敏感なつぼみを刺激する。




【里奈】

「ううんっ‥‥！」




【秋善】

「その声、たまらねえな‥‥。取締役はメジャーをさらに動かして、私の身体を刺激した。‥‥ここ、気持ち良いかよ？」




【里奈】

「や、やめて‥‥！」




【秋善】

「それとも、こっちのサイズを先に測ろうか？」




　取締役は骨ばった手で私のお尻を鷲づかみにして、ニヤリと笑った。




【里奈】

「いい加減にしてください！」




　私は懸命に身を捩り、取締役の手から逃れた。




【秋善】

「何だよ、ノリが悪いなぁ～」




【里奈】

「いやらしい事をしないなら、サイズを測らせてあげます」




【秋善】

「分かったよ、普通にやるから。じっとしてろよ？」




【里奈】

（まさかこの年で赤ずきんちゃんになるとは‥‥まあこれも仕事の一環だと思えば‥‥）

（それに取締役に気に入られておけば、今後何かと動きやすくなるしね‥‥）




　──その後は大人しく、取締役にサイズを測らせてあげることにした。




　その夜──。

　帰宅した私は、ジョージに昼間あったことを報告した。




【ジョージ】

「アンタが赤ずきんちゃんだって？　ハハッ、笑えるな」




【里奈】

「取締役は、狼男だって。今からやけに張りきっちゃって大変だよ」




【ジョージ】

「でもまあ、お前も大分秋善に気に入られたみたいだな？」




【里奈】

「‥‥そうなのかな？」




【ジョージ】

「作戦通りじゃねーか。お前の目的は、ヤツの第一秘書になることだろ？」




【里奈】

「うん‥‥まあ、一応ね」




【ジョージ】

「それはオレにとっても、良い話‥‥つまりＷで朗報ってワケだ」




【里奈】

「‥‥ダブルってどういうこと？」




【ジョージ】

「お前が上役の懐に入り込めれば、こっちも一層仕事がしやすくなるってこと」




【里奈】

「ジョージ‥‥何か、企んでるの？」




【ジョージ】

「‥‥オレはいつも企んでるぜ？」




　ジョージはニヤリと不敵に笑い、ノートパソコンのキーを叩き始めた。




【ジョージ】

「お前に入手してほしい名簿がある」




【里奈】

「名簿？　なんの？」




【ジョージ】

「三響の上役しかアクセスできないＰＣ内に、こっちが欲しくてたまらない名簿があるんだよ」




【里奈】

「それ‥‥すごく危ない話じゃない？」




【ジョージ】

「実はオレもすでに、何度かアクセスを試みた。もちろん、ハッキングだけどな」




【里奈】

「でも‥‥無理だった？」




【ジョージ】

「ああ。パスワードまでは入手できた」

「でも外部からアクセスがあると、すぐにパスワードが再発行されて、元のパスワードが無効化する仕組みになってるんだよ」




【里奈】

「パスワードが分かっただけでも、収穫じゃない？」




【ジョージ】

「いや‥‥パスワードは定期的に変更されているから、いつも使える訳じゃない。秋善みたいな上役の人間から、その都度新しいパスワードを聞き出すしかない。もしくはログイン状態の時を狙って操作して、名簿を引き出すか‥‥」




【里奈】

「そんなの、とても簡単にできそうもないけど‥‥。それを私にやれと言うの？」




【ジョージ】

「ああ。でも心配するな、可能性がまったくない訳じゃねえ。秋善は結構、脇の甘いところがあるからな」




【里奈】

「簡単に言わないでよ‥‥」




【ジョージ】

「成功報酬はタンマリ出すからさ、頼むよ。とりあえず明日から隙を狙って、秋善のＰＣからアクセスを試みてくれ」




【里奈】

「‥‥分かった。やってみる」




　私は一抹の不安を感じながらも、こくりと頷いた。

　翌日からさっそく、私の「裏の任務」が始まった。

　隙をついて、取締役室にあるＰＣから名簿を引き出すこと──。

　しかし取締役はハロウィンパーティーが近づいているという事もあり、一日中ＰＣに向かい、実行委員会の面々と連絡を取り合っている。




【秋善】

「‥‥おいっ、里奈！」




【里奈】

「はい？　なんでしょう？」




【秋善】

「今メールが来て、お前の赤ずきんちゃんの衣裳がもうすぐ出来るそうだ」




【里奈】

「あ、そうですか‥‥。ありがとうございます」

（私はそんなに嬉しくないんだけどね‥‥）




【秋善】

「後は、俺の狼男だけだな。いや～、ハロウィン当日が楽しみだ！」




【里奈】

（なかなか隙が無いな‥‥少しでもＰＣから離れてくれればいいんだけど‥‥）




　──しかしその日は結局、最後までチャンスが訪れなかった。

　その後も私は、名簿にアクセスするチャンスを待ち続けた。しかし取締役はこちらの想像以上に隙を見せてくれず、結局何の成果も得られないまま、数日間が過ぎていった──。

　迎えた、ハロウィンパーティの当日──。

　朝いつものように出社して取締役室に行ってみると、誰も居なかった。




【里奈】

（取締役、どこに行ってるんだろう。まだ来てないのかな？）




　そっとデスクに近づいて、ＰＣを覗き込んでみる。なんと、ＰＣは幸運にもログイン状態になっている。




【里奈】

（これはチャンス‥‥！）




　──千載一遇のチャンスを、逃す手は無い。私は急いでキーを叩いて、極秘の名簿にアクセスを試みた。

　しかし‥‥私が作業を始めてすぐに、部屋の外から足音が聞こえてきた。




【里奈】

（誰か来た‥‥!?）




　私はあわててＰＣから離れて、素知らぬ顔で書類の整理を始めた。

　やがてドアが開いて、夏妃子課長が顔をのぞかせた。




【夏妃子】

「‥‥アキ、いる？」




【里奈】

「あっ、課長。おはようございます」




【夏妃子】

「水之瀬、秋善はまだ来てないの？」




【里奈】

「はい、まだいらしてません」




【夏妃子】

「まったく。何やってんのかしら、アイツ‥‥」




　課長は不機嫌そうにつぶやくと、大きなお尻を振りながら出ていった。




【里奈】

（危なかった‥‥）




　私はほっと胸を撫で下ろして、ふたたびＰＣに近づいた。




【里奈】

（今日はもう、やめとくか‥‥。この時間帯は危険かも？）




　私はＰＣから離れて、書類の整理を始めた。するとふたたび、取締役室に足音が近づいて来た。




【里奈】

（やっぱり来た‥‥）




【秋善】

「いや～悪い、悪い。寝坊しちまったよ」




　取締役が頭をかきながら、部屋に入ってくる。




【里奈】

「取締役、おはようございます」




【秋善】

「おはよう、里奈。もう来てたのかよ？」




【里奈】

「いえ、私はいつも通りです‥‥」




【秋善】

「そうだよな、俺が遅れたんだよな～。すまん、すまん！」




　取締役は豪快に笑って、デスクの椅子にどっかりと腰を下ろした。




【里奈】

（せっかくのチャンスだったのに‥‥）




　私は気落ちしつつも、素知らぬ振りで書類の整理を続けた。

　──取締役はＰＣでメールのチェックを済ませると、すぐに椅子から立ち上がった。




【秋善】

「さて‥‥今日は忙しくなるぞ。準備することが山ほどあるからな」




【里奈】

「これから、現場に行かれるんですか？」




【秋善】

「ああ。実行委員会の連中から、」

「打ち合わせしたいから早く来いって言われてるんだよ」




【里奈】

「そうですか‥‥」

（このまま外に出かけてくれれば、またチャンスが‥‥）




　私が横目でチラチラＰＣを見ていると、いきなり取締役が私の手を掴んだ。




【秋善】

「何やってんだよ、里奈」




【里奈】

「えっ‥‥な、なんですか？」




【秋善】

「お前も行くんだろ？　早く出かける準備しろ」

「お前は、いつも俺の隣にいてもらわないとな」




【里奈】

（そんな‥‥。これからがチャンスだったのに！）




【秋善】

「さあ、行こうか。今日はハロウィンパーティーを楽しもうぜ！」




【里奈】

「あっ‥‥待ってください、取締役！」




　私は取締役に引きずられるようにして、取締役室を出た。

　会社を出た取締役と私は、リムジンで会場となるショッピングモールへ向かった。

　すっかりハロウィン一色に染まった街の中を、リムジンが走り抜ける。




【秋善】

「結構、仕事が溜まってんだよなぁ‥‥」




　取締役はリムジンが走り出してすぐに、私物のノートＰＣを広げた。




【里奈】

「今日のパーティーについてですか？」




【秋善】

「いや、これは銀座ゴッドパレス計画に関する仕事だよ。最近はハロウィンの方で忙しかったから、確認事項が溜まってるんだよな」




【里奈】

「そうですか、大変ですね‥‥」




【秋善】

「まあ会場に着くまでには、何とか片付けられるだろ」




　取締役はため息をついて、ＰＣのキーを叩き始めた。

　私はタイミングを見て、気になっていることを思い切って質問した。




【里奈】

「あのう、素朴な疑問なんですけど‥‥」




【秋善】

「ん？　なんだよ？」




【里奈】

「その私物のノートでも、会社のメインＰＣにアクセスできるんですか？」




【秋善】

「ああ、できるよ。上役しかパスワードを知らないけどな」




【里奈】

「へえ‥‥そうなんですか」

（これはラッキーだな‥‥待っていれば、またいつかチャンスが訪れそう）




　私はハロウィンパーティーに関する書類に目を通しながら、チャンスを窺った。

　──しばらくして、取締役が大きな欠伸をしてシートにもたれた。




【秋善】

「ふあああ‥‥。やっぱり眠いな‥‥」




【里奈】

「お疲れみたいですね？」




【秋善】

「いや、昨晩オペラを観に行ってさ。帰りが遅かったんだよな」




【里奈】

「そう言えば取締役、オペラがお好きでしたよね」




【秋善】

「ああ‥‥。このまま作業してても効率が悪いな」




　取締役はそう言うと、膝の上のノートＰＣを私の隣に置いた。




【秋善】

「ちょっとだけ寝るから、膝枕してくれよ？」




【里奈】

「え？　ちょ、ちょっと‥‥」




【秋善】

「う～ん、眠い‥‥」




　取締役が赤ん坊のように甘えた声を出しながら、私の膝の上に頭を載せてくる。




【里奈】

（しょうがないな、もう‥‥取締役って普段は肉食系だけど、こういう子供っぽいところもあるんだよね）




　私は膝の上で眠っている取締役の寝顔を、微笑ましい気持ちで見ていた。

　ふと脇を見ると、さっきまで取締役が使っていたノートＰＣが置かれている。




【里奈】

（今が絶好のチャンス‥‥）




　私は少し緊張しながら、片手をＰＣに伸ばした。

　すると寝ているはずの取締役が、いきなり私の腰に手を回してきた。




【里奈】

（わっ‥‥！）




　私は驚いて、伸ばした手を引っ込めた。




【里奈】

「取締役‥‥。起きてたんですか？」




【秋善】

「いや、寝ようと思ってたんだが‥‥。お前の太腿の感触とか、気持ち良すぎてさあ‥‥」




　取締役が私の太腿に頬ずりしながら、右手でお尻を撫で回す。




【里奈】

「あっ‥‥や、やめてください！」

「今日一日長いですから、寝た方が良いですよ？」




【秋善】

「すっかり目が覚めちまったから、もう無理だよ。やっぱ最高だよなぁ、お前の身体って‥‥」




　取締役はむっくり身体を起こすと、そのまま私をシートに押し倒した。




【里奈】

「いやっ、ダメ‥‥！」




【秋善】

「イヤラシイ声出すなよ。もっと興奮するだろ？」




　取締役が荒い息を吐きながら、私の身体に圧し掛かってくる。

　骨ばってごつごつした手が私の下腹部を這い回り、私は思わず身体をのけぞらせる。




【里奈】

「ああっ‥‥い、いやっ‥‥！」




【秋善】

「こうなったら、もう止められねえよ？」




　取締役が瞳をギラつかせながら、私の首筋に唇を押し当ててくる。




【里奈】

「あんっ‥‥！」




【秋善】

「いい声で鳴くじゃねえか‥‥。もっと乱れてみろよ？」




　取締役が首筋に唇を這わせながら、私の胸の膨らみを乱暴に撫で回す。




【秋善】

「最高にイヤラシイな、お前の身体は‥‥」




【里奈】

「ダメっ‥‥ああっ‥‥！」




　私たちの息遣いはさらに荒くなり、車の中が淫靡な熱気に包まれていく。




【里奈】

（このままじゃ、ジョージに頼まれた大事な仕事ができない‥‥でも今は、何もかも忘れてこのまま取締役に抱かれていたい‥‥！）




　私が取締役の逞しい胸に、顔を埋めた時──。

　プルルルルル‥‥！

　突然車内電話が、けたたましく鳴り響いた。




【秋善】

「チッ‥‥なんだよ。せっかく盛り上がってたのに‥‥」




　取締役が渋々といった感じに、電話に出る。




【秋善】

「はい、秋善‥‥ああ、お前か」




　──傍で話を聞いていると、相手はどうやら実行委員会の人物のようだった。




【秋善】

「‥‥分かったよ、もうすぐ着くから。また後でな」




　取締役は電話を切るなり、大きなため息をついた。




【秋善】

「‥‥俺の事、探してるみたいだな。午後のプレスで俺の挨拶が予定されてるんだけど、まだ到着しないから」




【里奈】

「そうですか‥‥。では、急がないといけませんね」




【秋善】

「‥‥あっ、そうだ。挨拶文！」




【里奈】

「‥‥挨拶文？」




【秋善】

「プレスで使う予定の原稿を、姉貴に用意してもらってたんだよ」




【里奈】

「夏妃子課長が書いたんですか？」




【秋善】

「ああ。アキに任せておいたら、小学生の作文みたいになるからって。余計なお世話だよなー、ホント」




　取締役が子供のように口を尖らせながら、ＰＣのキーを叩く。




【秋善】

「あの原稿って確か、メインＰＣの方に保存してあったよな‥‥？」




【里奈】

（メインＰＣ‥‥？　てことは、これから会社のＰＣにアクセスするってことだよね？）




　私はパスワードだけでも知ろうと、横目でチラチラと取締役の手元を窺った。

　しかし‥‥取締役は予想以上に素早くパスを入力したため、私の目では確認することが出来なかった。




【里奈】

（ダメか‥‥。次のチャンスを待つしかない）




　すると次の瞬間、取締役のＰＣの画面が急に真っ暗になった。




【秋善】

「‥‥クソッ！」




【里奈】

「どうしたんですか？」




【秋善】

「バッテリー切れちまった‥‥」




【里奈】

「じゃあ、ケーブルは‥‥？」




【秋善】

「それが今日に限って、持って来てねーんだよ。ツイてねえなあ、今日は‥‥。踏んだり蹴ったりだよ」




【里奈】

「原稿が無いと困りますよね？」




【秋善】

「まあ、確かに‥‥」




　取締役はふてくされたようにシートにもたれて、しばらく考えていた。




【秋善】

「‥‥里奈、ちょっと頼まれてくれるか？」




【里奈】

「はい、何でしょう？」




【秋善】

「まだそんなに離れてないはずだから、今から会社に引き返してくれ。それでメインＰＣからアクセスして、原稿をプリントアウトしてきてほしい」




【里奈】

「はい、行ってきます」




【秋善】

「悪いな、頼んだぞ。俺は委員会の連中を待たせてるし、すぐに会場に向かわないといけねーから」




【里奈】

「あ、でも‥‥私、パスワードを知りません」




【秋善】

「ああ、そうだったな。口で言うから覚えてくれ」




【里奈】

「はい、どうぞ」




【秋善】

「えーと‥‥××××‥‥」




【里奈】

「‥‥分かりました」




【秋善】

「じゃあ行ってくれ。会場で待ってるぞ」




【里奈】

（よし‥‥。思いがけず、パスワードを聞き出せたぞ‥‥）




　私はつい笑みがこぼれそうになるのを堪えながら、リムジンを降りた。

　会社に戻って来た私は、まっすぐに取締役室に向かった。

　その途中のエレベーターホールで、私はエレベーターに乗ろうとしていた一宮さんとぶつかってしまった。




【百合】

「きゃっ‥‥！」




【里奈】

「ごめんなさい、一宮さん！」




【夏妃子】

「ちょっとアナタ、何やってんの！　気を付けなさいよ！　百合ちゃんが怪我でもしたらどうするのよ？」




　一宮さんと一緒にいた夏妃子課長が、眉を吊り上げる。




【里奈】

「すみません‥‥」




【夏妃子】

「アナタ、今日は秋善と一緒にパーティーに行くんじゃないの？」




【里奈】

「はい‥‥。でも取締役が挨拶原稿を忘れたので、取りに戻ったんです」




【夏妃子】

「アキも本当にしょうがないわね、まったく‥‥。でもあの原稿はメインＰＣの方にあるのよ？　アナタじゃ開けないはず」




【里奈】

「だから今回だけ特別に、取締役からパスを教えてもらいました」




【夏妃子】

「何やってんのよ、アイツ‥‥。極秘情報を簡単に秘書に教えるなんて」




　課長は腕組みして、ため息をついた。




【夏妃子】

「秘書課は私のブランドの３周年を祝うパーティーの準備で忙しいんだから、これ以上、こっちの手を煩わせないで頂戴！」




【里奈】

「はい‥‥すみません」




【夏妃子】

「さあ行きましょう、百合ちゃん。大丈夫？」




【百合】

「はい、課長‥‥大丈夫です」




　２人は肩を並べて、慌ただしくエレベーターに乗り込んでいった。




【里奈】

（そっか、今日は課長たちも忙しいのか‥‥てことは当然、セキュリティーも手薄になるってことだよね‥‥）




　私は内心ほくそ笑みながら、課長たちとは別のエレベーターに乗り込んだ。

　取締役室が見えてきたところで、今度は雪さんと出くわした。




【里奈】

「あれ、雪さん‥‥？」




【雪】

「ああ、里奈さん。どうしたの？」




【里奈】

「ちょっと忘れ物を取りに‥‥」




【雪】

「そう、大変ね‥‥。私も急がないと」




【里奈】

「あっ、雪さん‥‥？」




　雪さんは私に会釈だけして、足早に去っていった。




【里奈】

（今日はみんな、忙しいみたいだな‥‥）




　雪さんの背中が見えなくなったところで、私は取締役室のドアを押した。

　取締役室には当然誰もいなくて、海の中のような静けさが満ちていた。




【里奈】

（さて、急がないと‥‥）




　私はさっそくデスクのＰＣを立ち上げて、パスワードを打ち込んだ。




【里奈】

（えーと‥‥××××‥‥）




　──しかし何度打ち込んでも、エラーが出てしまう。




【里奈】

（どうして‥‥？　パスワードが間違ってるってこと？）




　ＰＣを前にして頭を抱えていると、取締役室のドアが勢いよく開いた。




【夏妃子】

「ちょっと、水之瀬！　何やってるの！」




【里奈】

「あっ‥‥課長‥‥」




【夏妃子】

「アナタ今、入力を３回間違ったでしょ？」




【里奈】

「は、はい‥‥」




【夏妃子】

「３回間違えると、パスワードが変わっちゃうのよ！」

「お蔭でこっちまで、アクセスできなくなったじゃないの！」




【里奈】

「私は取締役に聞いたパスワードを、そのまま打ち込んだだけです」




【夏妃子】

「秋善に教えてもらったパスは？」




【里奈】

「えーと‥‥××××‥‥」




【夏妃子】

「‥‥合ってるわね」




【里奈】

「‥‥ですよね？」




【夏妃子】

「アナタの入力ミスじゃないの？」




【里奈】

「違います。何度も確認しながら入力しましたから‥‥」




【夏妃子】

「まったく‥‥しょうがないわね」

「今から再発行するから、アナタはこれ以上ＰＣに触れないで」




【里奈】

「‥‥分かりました」




【夏妃子】

「そう、それでいいのよ。大人しくしてて」

「さっき、こっちの手を煩わせないでって言ったばかりなのに‥‥」




【里奈】

「すみません‥‥」

（それにしてもなんで、エラーが出たんだろう？　私は間違ってないはずなのに‥‥）




　──その時、ふいに私の携帯が鳴り響いた。




【里奈】

「はい‥‥ああ、取締役？」




【秋善】

『里奈、終わったか？』




【里奈】

「今、取締役室で作業中です。でもパスワードが‥‥」




　──私が事情を説明すると、取締役は「姉貴と話したい」と言った。

　私はおそるおそる、夏妃子課長に電話を差し出した。




【里奈】

「課長、取締役が代わってくれって‥‥」




【夏妃子】

「‥‥分かったわ」




　課長が不機嫌そうな顔で、私の手から携帯を奪い取る。




【夏妃子】

「アキ、どういうこと？」




【秋善】

『姉貴、時間がねーんだよ。もうすぐプレスが始まるから、早いところ原稿が欲しいんだ』




【夏妃子】

「元はと言えば、アキの責任でしょ？　せっかくアタシの方で、原稿を用意してあげたのに‥‥」




【秋善】

『ごめん、悪かったよ。とにかく今は急いでるから、里奈にＰＣを触らせてやってくれ』




【夏妃子】

「‥‥しょうがないわね」




　夏妃子課長は私に押し付けるようにして携帯を返すと、急いでパスワードの再発行を済ませた。




【夏妃子】

「なんでアタシが、こんな小娘のために‥‥」




【里奈】

「すみません、課長‥‥」




【夏妃子】

「‥‥これでアクセスできるはずよ。さっさと原稿を持って行きなさい」




【里奈】

「ありがとうございます！」




【夏妃子】

「作業が終わったら、ちゃんとシャットダウンしておくのよ？　いいわね？」




【里奈】

「はい、分かりました」




　課長は私を見下ろしてフンと鼻を鳴らすと、ハイヒールの踵を高らかに響かせながら出ていった。




【里奈】

（よし‥‥。これでもう邪魔は入らないはず）




　私は改めてログインされていることを確認してから、ポケットの中に隠し持っていたＳＤメモリーカードを取り出した。




【里奈】

（まずは、挨拶文の原稿を‥‥あ、これか‥‥）




　原稿をプリントアウトしながら、同時に一番欲しかった名簿を探す。




【里奈】

（あった、これだ‥‥！　ジョージ、見つけたよ)これでようやく任務完了‥‥）




　私は名簿をＳＤメモリーカードにコピーしながら、安堵のため息を漏らしていた。

　すべての作業を終えて、私が会場に到着したのは、まさにこれからセレモニーが始まろうという時だった。




【里奈】

「取締役、遅れてすみません！」




【秋善】

「おお、里奈！　待ってたぞ！」




　会場にはテレビ局のカメラがたくさん入っていて、取締役の登壇を待ちわびていた。

　私はバッグからプリントアウトした挨拶文を取り出して、取締役に渡した。




【里奈】

「これが原稿です！」




【秋善】

「いやぁ、助かったよ。悪かったな、急がせちまって‥‥」




【里奈】

「いえ、いいんです‥‥」

（お蔭で、名簿の方も手に入ったしね‥‥）




【秋善】

「よし、じゃあちょっと挨拶してくるか！」




　──私の心の声など取締役は当然知るはずも無く、意気揚々と報道陣の前に出ていった。




【秋善】

「え～皆さん、大変お待たせしました！　本日は『Welcome GHOST! Happy Halloween party』にようこそ！」




　取締役は大げさな身振り手振りを交えながら挨拶して、イベントに集まった客や報道陣を沸かせていた。

　──取締役と関係者の挨拶が終わると、メインストリートでパレードが始まった。

　悪魔や魔女、カボチャの仮装をした人々が、私の目の前を通り過ぎていく。




【秋善】

「里奈、楽しんでるか？」




【里奈】

「あ、取締役‥‥。やっぱりこういうイベントは楽しいですね。なんだか、童心に帰れるって言うか‥‥」




【秋善】

「そうだろ？　長い時間かけて準備した甲斐があったよ」




　私たちの目の前を、魔女の仮装をした小さな女の子が駆けていく。取締役が嬉しそうに、その光景に目を細める。




【秋善】

「確か、あっちの会場で仮装コンテストをやってるんだよな。見に行ってみるか？」




【里奈】

「はい‥‥！」




　私たちは人で賑わう会場内を、並んでゆっくりと歩いた。

　やがて日が落ちて、イベントがすべて終わった頃──。

　私は取締役と一緒に、関係者のハロウィンパーティーに顔を出すことになった。




【秋善】

「里奈。パーティーが始まる前に、これに着替えて来いよ」




【里奈】

「えっ‥‥それは？」




　取締役は真っ赤な服を私に差し出して、ニヤリと笑った。




【秋善】

「オーダーメイドの、赤ずきんちゃんだ」




【里奈】

「ああ、はい‥‥。やっぱり私も仮装するんですね？」




【秋善】

「当たり前だろ。今更イヤだとは言わせねーぞ？」




【里奈】

「分かりましたよ‥‥」




【秋善】

「会場に衣裳室があるから、着替えはそこで」




【里奈】

「分かりました。取締役はどうするんですか？　確か狼男ですよね？」




【秋善】

「ああ。俺はちょっと特殊メイクもあって、時間が掛かるんだよ。お前は着替えたら、先に会場に行っててくれ」




【里奈】

「分かりました‥‥」




　私は取締役から赤ずきんの衣裳を受け取って、会場へ向かった。

　会場のフィッティングルームに入ると、ハロウィンの衣裳がずらりと並んでいた。




【里奈】

（へえ、色々な種類があるんだな‥‥目移りしちゃいそうだけど、私はこっちを着ないとね）




　私はさっそく、鏡の前に立って赤ずきんの衣裳を取り出した。




【里奈】

（わっ‥‥。結構、大胆だなぁ‥‥）




　スカートは下着が見えそうなほど短く、胸の辺りがばっくりと開いている。




【里奈】

（これ、完全に取締役の趣味で作った服だよね‥‥間違いなくセクハラされるんだろうな‥‥）




　私は呆れつつも、仕方なく衣裳に着替えて会場へ向かった。

　会場に行ってみると、すでに多くの招待客がいて賑わっていた。

　ドラキュラやミイラ男、映画のヒーローからゾンビまで‥‥。みんなそれぞれに、個性的なハロウィンの仮装を楽しんでいる。




【里奈】

（それにしても‥‥私、目立ってるなあ‥‥）




　──最初は気のせいだと思っていたけれど、さっきから明らかに、すれ違う男性の視線が私の服に注がれている。




【里奈】

（これだけ肌が露出してたら、当然か‥‥取締役はまだ時間が掛かりそうだし、ちょっと場所を変えようかな‥‥）




　私はボーイからカクテルを受け取り、逃げるようにテラスへ向かった。

　会場からテラスに出ると、涼しい夜風が私の頬を撫でていった。




【里奈】

（う～ん‥‥。涼しくて気持ちいい‥‥）




　私はパーティー会場の喧騒を遠くに聞きながら、カクテルを飲んだ。




【里奈】

（今日は色々あって、疲れたな‥‥ひとまずジョージとの密約を果たせて良かったけど‥‥）




　──その時、ふいに私の前に影が差した。




【里奈】

「え‥‥？」
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　驚いて振り返ると、逆光の中に狼男の仮装をした取締役が立っている。




【秋善】

「赤ずきんちゃん、見～つけた」




　取締役がおどけた口調で言って、ニヤリと笑う。




【里奈】

「取締役、いつの間に‥‥」




【秋善】

「狼は赤ずきんに、いつ来るかなんて教えないだろ？」




【里奈】

「それはそうですけど‥‥」




　取締役がスッと顔を近づけて、私の顔を覗き込む。シトラスの爽やかな香りが漂い、私の鼻孔をくすぐる。




【秋善】

「衣裳、よく似合ってるぜ‥‥赤ずきんちゃん」




【里奈】

「こんなにセクシーな赤ずきんなんて‥‥」




【秋善】

「だから、いいんじゃねえか」




　取締役はフッと微笑を浮かべながら、私の腰に手を回してきた。




【秋善】

「トリック・オア・トリート？」




【里奈】

「ああ、今は何も持ってないんです‥‥」




【秋善】

「じゃあ、トリックだな」




　取締役は不敵にニヤリと笑ったかと思うと、いきなり私の首筋にキスを落とした。




【里奈】

「あっ‥‥！」




【秋善】

「‥‥いい香りだ。誘ってんのか？」




【里奈】

「そ、そんな‥‥」




【秋善】

「悪い娘だな。俺が食ってやるよ」




　取締役が耳元でそう囁いて、首筋に軽く歯を立てる。




【里奈】

「‥‥‥‥！」




【秋善】

「どうした？　身体が熱くなってきたぞ？」




【里奈】

「いや‥‥ダメ‥‥！」




　取締役が私の腰のラインを指でなぞりながら、キスで口を塞いでくる。




【里奈】

「んんっ‥‥ふうっ‥‥！」




　さらに取締役はキスをしながら、私のヒップを乱暴に撫で回した。




【秋善】

「‥‥お前の身体は最高だよな。ずっと抱いていたいぜ‥‥。これはこれで、トリートなのかもな」




　取締役の熱く濡れた舌が、私の首筋を伝い、胸元まで滑って行く。




【里奈】

「いやあっ‥‥！」




　取締役は衣裳の大きく開いた胸元に手を差し入れて、私の少し汗ばんだ膨らみを撫で回した。




【里奈】

「ああっ‥‥いやっ‥‥！」




【秋善】

「どうした？　止めてほしいのか？」




【里奈】

「ううっ‥‥！」




　私は声にならない喘ぎ声で、答えるのが精いっぱいだった。

　──押し寄せる快感の波に身を委ねつつも、私は頭の片隅で冷静に、こんなことを考えていた。




【里奈】

（もしあの名簿のデータがジョージの手に渡ったら‥‥秋善取締役は悲しむことになるんだな‥‥）




　ふと、頭をもたげる一瞬の迷い──。




【里奈】

（私は自分の野心のために、この人を騙しているんだ‥‥もしあの名簿を渡すことで、取締役が窮地に陥ってしまうなら‥‥いっそ、名簿のデータを入手できなかった事にした方が‥‥！）




【秋善】

「‥‥何を考えているんだ？」




　取締役が私の目を、じろりと鋭い眼光で覗き込む。




【里奈】

「い、いえ‥‥何も‥‥」




【秋善】

「余計な事、考えてんじゃねえよ。興ざめすんだろ？」




　取締役が荒々しい息を吐きながら、私の胸の谷間に舌を這わせる。




【里奈】

「ああんっ‥‥！　いや‥‥っ！」




　びくびくと小刻みにけいれんする私の身体を、取締役がしっかりと抱き寄せる。




【秋善】

「‥‥止めてほしいのか？」




【里奈】

「いやっ、やめないで‥‥！」




　気付けば私は取締役の逞しい首に腕を回して、かすれた声で懇願していた。




【秋善】

「当然、止めねえよな？　俺たちは今、ただの獣だ‥‥そう、快楽の獣だよ」




【里奈】

（今の私は、ただの‥‥快楽の獣‥‥もっとめちゃくちゃに抱いて‥‥余計な事すべてを、忘れさせて‥‥！）




　私はすがるような気持ちで、取締役の身体を抱き寄せた。

　燃え上がった欲望の前では、迷いも思考も、すべてが無駄に感じるのだった──。




　─ＥＮＤ─
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【里奈】

（‥‥あ、もう朝なんだ‥‥）




　カーテンの隙間から射し込む強い日差し。私は、その眩しさで目を覚ました。




【里奈】

（‥‥取締役は？）




【秋善】

「‥‥‥‥」




【里奈】

「まだ、寝てるみたいね」




【秋善】

「‥‥ん!?‥‥里奈‥‥」




【里奈】

「あ、起こしちゃいましたか。おはようございます、取締役」




【秋善】

「‥‥ああ‥‥‥‥おはよう‥‥」

「‥‥眠い‥‥もう少しだけ寝かせろ‥‥」




　起きたと思った瞬間、再び取締役は目を瞑る。私は溜息を吐きながら時間を確認して、思わず愕然としてしまう。




【里奈】

「と、取締役、起きてください」




【秋善】

「‥‥ったく、なんだよ。もう少し寝かせろって、言っただろ」




【里奈】

「じ、時間が‥‥このままだと遅刻してしまいます」




【秋善】

「なに!?　げっ！　もう、こんな時間じゃねーか！」

「里奈！　今、すぐ着替えろ！」




【里奈】

「は、はい」




　取締役の指示に従い、私も急いで着替え始める。	




【秋善】

「どうしてもっと早く起こさねえんだよ！」




【里奈】

（それは‥‥遅くまで取締役が激しくするから‥‥）




　昨晩のことを思い出した瞬間、急に身体が火照りだす。帯びた熱に、私は思わず酔いしれそうになる。




【里奈】

「私も、ついさっき起きたばっかりなんです」




【秋善】

「ちっ、それじゃ仕方ねーか。里奈、化粧は車でしろ」




【里奈】

「え!?　ちょ、ちょっと取締役」




【秋善】

「おら、大人しくしとけ！」




　着替え終えた取締役は素早く私をお姫様抱っこすると──。

　──その状態のまま駆け足で飛び出していった。




【里奈】

（‥‥は、恥ずかしい。顔、上げられない）




　多くの社員が出勤する中、取締役は私を抱いたまま駆け抜ける。




【？？】

「おはようございます、取締役」




【秋善】

「おっす、百合！」




【百合】

「おはようございます、水之瀬さん」




【里奈】

「‥‥お、おはようございます、一宮さん」




【百合】

「‥‥化粧室へ行った方が良いですよ」




【里奈】

「え‥‥？」




【百合】

「首筋、鎖骨、太腿を確認すればいいかと。それでは失礼します」




【里奈】

（首筋に鎖骨、太股？）




　一宮さんが立ち去るのを見届け、私は太腿に視線を落とす。




【里奈】

「!?」

（慌ててたから、気づかなかった‥‥）




　太股には取締役に昨晩つけられた薄桃色のあざが浮かんでいた。




【里奈】

（キスマーク‥‥取締役に抱っこされてキスマークだらけ‥‥恥ずかしすぎる）

「‥‥あ、あの‥‥下ろしてください、取締役」




【秋善】

「ん？　なんでだ？」




【里奈】

「‥‥その‥‥キスマークが目立ってるので‥‥」




【秋善】

「バカ、そんなもん気にするほどでもねえだろ。むしろ、堂々と見せつけろ！」

「なんなら、もっとキスマークつけてやろうか？」




【里奈】

「!?」




【秋善】

「おっと、こんなことしてる場合じゃなかった。取締役と第一秘書が遅刻じゃシャレになんねーからな！」




　取締役は私を抱きかかえたまま、再び駆け出していく。

　一方で私は、取締役の腕の中で緊張を走らせていた。いつ、どこで、さらにキスマークが増えるのかと思いながら──。
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　ピピピピピ‥‥

　──小鳥のさえずりが鳴り響く朝。心地よい日差しの中、私は携帯のアラーム音で目を覚ました。




【里奈】

（‥‥ん‥‥もう起きる時間か‥‥身体は重いし‥‥まだ少し眠いな）

（‥‥でも‥‥起きないと‥‥）




　二度寝の誘惑に勝った私は、自分を腕枕している男───取締役にそっと肌を寄せた。




【秋善】

「‥‥‥‥」

（相変わらず、気持ちよさそうに寝てる。でも時間だし、そろそろ起こさないと‥‥）




　重ねた肌の温もりを惜しみつつ、私は取締役の肩に手を伸ばす。




【里奈】

「取締役」




【秋善】

「‥‥‥‥」




【里奈】

「取締役、時間です。そろそろ起きてください」




【秋善】

「‥‥里奈‥‥」




【里奈】

「はい、やっと起きてくれましたか」




【秋善】

「‥‥今日はやけに積極的だな」




【里奈】

「‥‥はい？」




【秋善】

「‥‥さぁ、里奈。今度は俺の番だぜ」




【里奈】

「え？　ちょ、ちょっと‥‥」




　取締役は私の腰に腕を回すと、ぐいっと抱き寄せる。




【秋善】

「‥‥存分に楽しめよ、里奈」




【里奈】

（もしかして、寝ぼけてる‥‥？）




　私の身体を知り尽くした指先が、容赦なく襲ってくる。身体の芯がじわりと熱くなり、私の唇から吐息がこぼれた。




【里奈】

「取締役、時間です‥‥起きてください‥‥！」




【秋善】

「抵抗すんなよ。俺の番って言ってんだろ」




【里奈】

「‥‥あ‥‥取締役‥‥ダメ‥‥！」




　本当に寝ているのかと疑いたくなるような取締役の指先に、私の身体は為す術もなく高揚し、頭は昨晩の激しい情事を思い描く。




【里奈】

（‥‥ダメ‥‥このままじゃ抵抗も出来なくなる‥‥）




　このまま、心も身体も快楽に溺れそうになるが──。




【秋善】

「‥‥ん‥‥里奈‥‥？」




　──危うい所で取締役が目を覚まし、かろうじて私は理性を保った。




【里奈】

「お、おはよう‥‥ございます‥‥取締役」




【秋善】

「おう、おはよう、里奈‥‥って」

「夢かよ、今の！」




【里奈】

「はい？」




【秋善】

「ここは‥‥ミラノじゃないのか？」




【里奈】

「‥‥はい。違います‥‥」




　私は乱れた呼吸を整えながら、取締役に相づちを打つ。




【里奈】

「‥‥急に‥‥寝ながら襲ってきたので‥‥驚きました」




【秋善】

「ああ、なるほどな。どうりでリアルな感触だったわけだ」

「チッ、だったらもったいない所で起きちまったな。なんか、損した気分だぜ‥‥」




【里奈】

「‥‥それより、取締役。そろそろ着替えないと仕事に遅れますよ」




【秋善】

「‥‥‥‥」




　取締役は目を閉じると、顎先に指を当てて何やら考え込む。




【里奈】

「‥‥取締役？」




【秋善】

「‥‥‥‥」




　数秒の沈黙が続き、ふと私と取締役の目が合った。




【秋善】

「うっし、決めた。夢の続き、ここで取り返すぜ」




【里奈】

「!?」




　勢いよく取締役に押し倒され、ベッドのスプリングが音を立てて軋む。




【里奈】

「と、取締役!?」




【秋善】

「里奈、逃した夢の続き、今ここでさせてもらうぜ」




【里奈】

「と、取締役、困ります。今、そんなことしてる時間は‥‥」




【秋善】

「いいだろ、仕事なんて休んじまえば。一日ぐらい問題ないだろ！」




【里奈】

「しかし‥‥」




【秋善】

「ったく、ごちゃごちゃうるせえ！」




【里奈】

「ンッ‥‥!?」




　私の髪に手を絡めた取締役に、強引に唇を塞がれる。そのまま舌と舌が絡み合い、今度こそ鎮まりかけていた火が完全についた。




【秋善】

「口では嫌がっても、身体は素直に反応してるな──」




【里奈】

「はぁっ‥‥。‥‥いけません‥‥取締役‥‥」




　そう言いながらも、取締役の体を押し返す力が抜けていく。




【秋善】

「そりゃ‥‥いいってことだな？」




【里奈】

「‥‥‥‥ッ」




　取締役からの甘い誘惑に、私は思わず首を縦に振ってしまう。

　そして私たちは、熱に浮かれた獣のように求め合い始める──。

　時間を忘れるほど、心も身体も快楽に溺れて──。





シーン03






【里奈】

（‥‥ん‥‥‥‥もう‥‥朝‥‥）




　早朝の柔らかい日差しを瞼越しに浴びて、ふと私は目を覚ます。




【里奈】

（‥‥ここは‥‥取締役室‥‥）




　ぼーっとした頭で辺りを見回し、今いる場所が取締役室だとわかる。

　すると、次々と昨晩のことを思い出し、頭がハッキリと覚醒していく。




【里奈】

（そうだ。そういえば昨日の夜、ここで取締役と‥‥）




　思い出すのは、取締役との獣のような昨晩の激しい情事。

　その名残がまだ身体に染みついているが、頭を振って理性を総動員させる。




【秋善】

「‥‥ん‥‥もう朝か‥‥」




【里奈】

「おはようございます、取締役」




【秋善】

「おう。おはよう、水之瀬。相変わらず、早いな」




【里奈】

「いえ、私も今起きたばかりです」




【秋善】

「そうか」




　適当な相槌を打った取締役は立ち上がって、バスタオルを取り出し──それをポンと私の方へ投げ渡す。




【里奈】

「これは‥‥？」




【秋善】

「昨日、シャワー浴びてねえだろ。今のお前、淫乱な空気まとってんぞ。もちろんそれも悪くはねえが──このままじゃ俺が仕事に集中できねえから、洗い流して来い」




【里奈】

「わかりました‥‥シャワールームに行ってきます」




　取締役に促され、私はシャワールームに向かった。




【里奈】

（‥‥淫乱な空気って‥‥そんな私、匂うのかな？）




　シャワールームに着き、私は取締役とのやり取りを思い出す。

　取締役の口から出た言葉を気にして、思わず自分の匂いを嗅いでいる──と。




【百合】

「おはようございます、水之瀬さん。こんなところで会うなんて奇遇ですね」




【里奈】

「あ‥‥おはようございます、一宮さん。本当に奇遇ですね。どうして、こんなところに？」




【百合】

「それは──水之瀬さんと同じだと思いますけど‥‥」




【里奈】

「え？」

（よく見ると一宮さん、いつもより服が乱れてるような‥‥それにキスマークもついてる‥‥これって、もしかしなくても‥‥）




【百合】

「水之瀬さんは‥‥取締役が相手ですよね？」




　突然、一宮さんから投げ掛けられるとんでもない言葉。




【里奈】

「‥‥‥‥！」

（‥‥まずいな、いきなり当てられた‥‥なんて誤魔化そう？）




　あまりの突然な事に私は否定せず、つい視線を反らしてしまう。




【百合】

「それでは、私は急いでるので‥‥」




【里奈】

「あ──」




　私の反応で納得したのか、一宮さんは特に何も言わず私から距離を取る。




【里奈】

（なんか、気まずいな。今ので一宮さんにバレたよね‥‥それにしても、一宮さんの相手って誰なんだろう？）




　そんな取り留めもないことを思いつつ、私は服を脱ぎ始めた。

　取締役の言う「淫乱な空気」を洗い流した私は、一宮さんと一緒にシャワールームを後にする──と。




【夏妃子】

「百合ちゃん、探したわよ。こんなところにいたのね」




　軽快な足取りをした課長が現れた。

　けど、それも一瞬のこと。私を見るなり課長は敵対心むき出しの表情となっていた。




【夏妃子】

「──おはよう、水之瀬さん」




【里奈】

「おはようございます、課長」




【夏妃子】

「こんなところで会うということは、アキにお尻でも振った後なのかしら？」




【里奈】

（‥‥相変わらず性格悪いな、この人）

「‥‥そのようなことはしていません」




【夏妃子】

「あら、本当にそうかしら。じゃあ、なんでこんなところにいるわけ？」




【里奈】

「それは‥‥少し眠たかったので、目を覚まそうと思ったからです」




【夏妃子】

「ウソおっしゃい。それなら、顔だけ洗えば充分でしょ」




　私の返答に満足しない課長は、更に追求しようと距離を詰めてくる。

　すると──




【秋善】

「ったく、また姉貴はうちの秘書をイジメてんのか」




　取締役が現れ、私達の間に割って入ってきてくれた。




【夏妃子】

「心外ね、アキ。ただ話をしてただけよ」




【秋善】

「そうか。なら、里奈を連れて行ってもいいよな。打ち合わせがあるんだよ」




【夏妃子】

「‥‥ええ、いいわよ。それにしても随分とその小娘がお気に入りなのね、アキ」




【秋善】

「当たり前だろ。こいつは世界で一番イイ女だからな」




【里奈】

（と、取締役‥‥）




【夏妃子】

「『世界一』ですって？　ふん、バカ言ってんじゃないわよ。百合ちゃん以上のコなんているわけないでしょ」




【里奈】

（え‥‥!?）




【夏妃子】

「あの天使のような可憐さ。それでいてセクシーで、かつ純粋で‥‥あれこそまさに理想ってものよ！」




【秋善】

「まあ、百合がイイ女っていうのは認めるけどよ‥‥」

「里奈よりイイ女なワケねーだろ。ベッドの中のコイツは、そりゃもう──」




【里奈】

「取締役！　打ち合わせの時間です。早く行きましょう！」




　言い争いが変な方向へ傾き、私は取締役の手を引いてその場を立ち去った。




【秋善】

「おいおい、何も走る必要はねーだろ」




【里奈】

（ああもう、恥ずかしい。なんで私が照れないといけないの）




　「一宮さんの相手は課長なのか」とか、「なぜ私だけベッドの中限定なのか」とか、じっくり考えたいことはたくさんあったが──

　今の私にそんな余裕はなく、少しでも早くその場から離れたかった。




【里奈】

「すみません、取締役。先程は助かりました」




　取締役室に辿り着いて、何とか落ち着いた私は取締役に助けてくれたお礼を言う。




【秋善】

「ったく、まだ姉貴に言ってやろうと思ってたのに。　何で引き上げちまったんだよ？　一度バシッと言ってやらなきゃ、また同じ目に遭うぞ」




【里奈】

「‥‥ええと‥‥それは‥‥」




　取締役の問いに、なんて答えればいいのかわからず私の声は尻すぼみになる。




【秋善】

「‥‥もしかして、一晩一緒にいたことを知られて照れた──のか？」




【里奈】

「え‥‥‥‥。それは、その‥‥」




　何気ない取締役の一言に図星を指され、私の顔が紅潮していくのがわかる。




【秋善】

「くそ‥‥何だよその反応は‥‥」




【里奈】

「え‥‥？」




【秋善】

「やっぱお前は世界一の女だ！　百合なんてメじゃねえ！」




【里奈】

「キャッ！」




　そう叫ぶように言うと、取締役は組み伏せるように私をソファの上へ押し倒した。




【里奈】

「何するんですか、取締役？ もう、そろそろ仕事ですよ。それに、これじゃシャワー浴びた意味が‥‥」




【秋善】

「ああ、わりぃ。無理だ」

「お前が可愛すぎて、もう仕事に集中できねえ」




【里奈】

「な、何を‥‥」




【秋善】

「──たっぷり可愛がってやる。いい声で鳴けよ‥‥？」




　そうして取締役は昨晩の獣に戻り、容赦なく私を襲ったのだった。

　シャワーで洗い流したはずの淫乱な空気を、取り戻すかのように──。
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　ピピピピピ‥‥




【里奈】

「‥‥ん‥‥」




　心地よい日差しの中、突然私の携帯が起床する時間を知らせる。

　ぼーっとしながら、私は手の感覚だけで携帯を探し鳴り響くアラームを止めた。




【里奈】

「‥‥もう朝なんだ。早いな‥‥」




　ぽつりと呟く独り言は、今の私の心境を表していた。

　昨晩の激しい情事のせいか──まだ眠たいと訴える身体に鞭を打ち、起き上がって取締役に声を掛ける。




【里奈】

「取締役、朝です。起きてください」




【秋善】

「‥‥ん‥‥ああ‥‥。くそ、眠ィ‥‥」




　目を覚ました早々、取締役は二度寝しそうな声で不満を漏らす。




【里奈】

「おはようございます、取締役」




【秋善】

「‥‥おはよう、里奈」

「お前、ちゃんと起きれてスゲーよな。眠くないのかよ？」




【里奈】

「眠いですけど‥‥思い切って起きないと、いつの間にか二度寝しますから。どうせなら早く起きた方が、やりたいことも色々できますし」




【秋善】

「やりたいことねぇ‥‥確かにそうだな」

「──よし」




　一瞬何かを思案してから、取締役は私の言葉に頷いて起き上がる。




【里奈】

「どうかしたんですか、取締役？」




【秋善】

「いや、ちょっと野暮用を思い出した。里奈、今日は先に行っといてくれ」




【里奈】

「え‥‥は、はい。わかりました」




　取締役の言う野暮用に疑問を持ちながら、私は取締役の指示に従うのだった。




【里奈】

（いったい、野暮用って何なんだろう？　いきなりすぎて、何だか怪しいんだよね。何も起こらなければいいけど‥‥）




　押して押される満員電車の中、私は朝に取締役の言葉を考えていた。取締役の態度を思い出し、ぼんやりとした危機感を募らせていると──




【里奈】

（え‥‥？）




　突然、私のお尻の割れ目に沿ってなぞるような手の動きを感じた。




【里奈】

（ウソ‥‥痴漢!?）




　私が驚いていると、撫でていた手はさらに腿の内側へ滑りこもうとして来る。




【里奈】

（ちょっと──このまま触らせるわけにはいかない）




　いやらしく動く指を何とかかわそうと、必死で身をよじる。しかし、見知らぬ相手の指は止まらず、それどころか──




【里奈】

「‥‥っ！」




　的確に私の感じるポイントへと触れてくる。




【里奈】

（嫌だ‥‥私、感じちゃってる‥‥）




　まるで私を知り尽くしているような動きに、思わず声が漏れそうになる。

　いやらしい吐息が漏れ出し、快楽によがっていると、なぜか不意に、昨夜の激しく甘美な思い出がよぎった。




【里奈】

（止めてよ‥‥こんな時に、どうして取締役のことを思い出すの‥‥？）




　脳内で再現される、激しく熱い恍惚とした夜。すでに身体は火照り、思わず快楽に堕ちそうになるが──




【里奈】

（ダメ‥‥このままなすがままにされちゃ‥‥！）




　渾身の理性を振り絞って、私は痴漢の手を掴み振り返る。

　すると──




【秋善】

「よっ」




【里奈】

「え‥‥取締役!?」




　なんと、そこには取締役がいた。

　あまりの意外なことに、私は開いた口が塞がらない。




【秋善】

「どうだったよ、里奈。なかなかのスリルだったろ」




【里奈】

「と、取締役!!　何やってるんですか‥‥!?」




【秋善】

「何って、そりゃお前‥‥」




【里奈】

「ああ、言わなくていいですから。とりあえず、次の駅で降りてください」




【秋善】

「は？　何でだよ」




【里奈】

「いいですから！　降りてください！」




【秋善】

「‥‥ああ‥‥わかったよ」




　なんとか取締役を説得した私は、取締役と共に次の停車駅で降り、混乱したまま会話を再開させたのだった。




【里奈】

「取締役。満員電車の中で何やってたんですか？」




【秋善】

「ん？　気に入らなかったか？」




【里奈】

「そうじゃなくて‥‥どうしてあんな事をしたのか、聞いてるんですが」




【秋善】

「ああ、新しい刺激がないか探して、前々から考えてたことなんだけどな。やる機会がなくて後回しにしてたんだわ」

「けど、今朝のお前の言葉を聞いて、やろうと決心した。じゃねえと、やらずじまいだろ」




【里奈】

「‥‥まさか、朝の『急に野暮用が出来た』って‥‥」




【秋善】

「ああ、ホテルからなら電車通勤になるなって思い出してたんだ。バッチリだったろ」




【里奈】

「‥‥‥‥」




　取締役の答えに驚き呆れ、頭が痛くなる。




【秋善】

「ところで、里奈。いいのか、このままで？」




【里奈】

「え？　何がですか？」




【秋善】

「決まってんだろ。続きだよ、続き。興奮したんだろ。中途半端なままでいいのか？」




【里奈】

「な‥‥そんな、してるわけないじゃないですか？」




【秋善】

「本当か？　その割には、かなり感じてなかったか？」




【里奈】

「‥‥‥‥！」




【秋善】

「言っておくが、お前の反応を見りゃ、ウソだってバレバレだ」




【秋善】

「‥‥始業時間までまだ時間はある。ここは素直になった方がいいぜ、里奈」

「そうすれば、最後までしてやるからよ。なあ‥‥いいだろ？」




　耳元で囁き続ける取締役の甘い言葉に、私は思わず首を縦に振る。

　そうして私は、取締役と共に誰にもばれぬよう近くのトイレに入り、再び快楽に堕ちていくのだった──。




　─ＥＮＤ─








淫欲の逃避行～獣の愛撫～









　秋晴れの爽やかな空が広がる、ある日──。

　その日は朝から秋善取締役が秘書室に来て、来週あるプレゼンの打ち合わせをしていた。




【秋善】

「今回は、銀座ゴッドパレス計画の成功を左右する重要なプレゼンになる。お前たちの力を借りたい。頼んだぞ」




　──打ち合わせに参加しながら、私はずっと体のだるさを感じていた。




【里奈】

（今日は特に疲れてるなあ‥‥。体が重いよ）




　うつむいて欠伸を噛み殺していると、取締役の声が飛んできた。




【秋善】

「どうした、里奈？」




【里奈】

「はい。何でしょう？」




　私は背筋をぴんと伸ばして、取締役の方を向いた。




【秋善】

「何ボーッとしてんだよ。俺の話、聞いてたか？」




【里奈】

「すみません‥‥」




【秋善】

「疲れてるのか？　いつもより声にハリがねえな」




【里奈】

「ええ、まあ‥‥ちょっと」




【秋善】

「そんなもん、思いっきり飲んで食って寝りゃ治るだろ」




【里奈】

（大ざっぱなアドバイスだな‥‥まあ、取締役らしいけどね）




【雪】

「取締役、それじゃあまりにも乱暴じゃないですか？」




　真っ先に非難の声を上げたのは、雪さんだった。




【百合】

「そうですよ、秋善取締役。秘書課は最近特に仕事が立て込んでいて、みんな手一杯なんです」




　一宮さんが続くと、他の社員たちもいっせいに取締役を責め始めた。




【秋善】

「分かった、分かったよ！　寄ってたかってうるせえな‥‥。みんな疲れてるだろうから、15分休憩にしよう。終わったら、また打ち合わせを再開するぞ」




　取締役の声に、みんながほっとした笑顔で散っていく。

　私はひとまずお茶を飲んで、一息入れることにした。




【里奈】

（美味しい‥‥。気持ちが落ち着くな‥‥）




　お茶を飲みながらふと顔を上げると、雪さんと一宮さんがデスクに植物の鉢を飾っていた。




【雪】

「うん、いいんじゃない？」




【百合】

「職場に植物があるだけで、心が和みます」




　興味を惹かれた私は、二人に声を掛けた。




【里奈】

「お花、飾ってくれてありがとうございます。すごく癒されますね」




【雪】

「そうでしょ？　これは百合さんが買ってきてくれたのよ」




【百合】

「喜んでもらえて嬉しいです」




【雪】

「花は可愛がってあげればあげるほど、きれいに咲くのよ」




【里奈】

「へえ、そうなんですか‥‥」




【雪】

「だからこのお花も、秘書課で大事に育てましょう」




　ふと視線を感じて振り返ると、離れた場所にいる秋善取締役が、じっと鉢植えの花を見ている。




【秋善】

「‥‥‥‥」




【里奈】

「取締役も、花が好きなんですか？」




【秋善】

「いや‥‥まあ普通だな。でも女はああいうの、好きそうだよな」




　取締役はごまかすように笑って、他の社員に声を掛けた。




【秋善】

「さあお前ら、休憩は終わりだ。打ち合わせの続きをやるぞ」




【里奈】

（さて、あと少し頑張りますか‥‥）




　私はまだ重い体を引きずって、取締役の元へ向かった。




　それから数日後──。

　私はその日も遅くまで一人で秘書室に残り、残業をしていた。

　疲れはすでにピークに達していて、私は睡魔と戦いながら、プレゼンの資料をまとめなければならなかった。




【里奈】

（あと少し‥‥。これだけ終わらせれば開放される‥‥）




　私は数秒おきに襲ってくる眠気を振り払いながら、

　何とか仕事を終わらせた。




【里奈】

（終わった‥‥。やっと帰れる！）




　解放感に浸って大きな伸びをしたところで、突然バーンという大きな音と共に、秘書室のドアが開いた。




【秋善】

「おう、里奈」




【里奈】

「取締役‥‥。びっくりさせないでください」




【秋善】

「ああ、悪かったな。ところで‥‥頼んでおいた仕事はどうだ？」




【里奈】

「今、ようやく終りました」




【秋善】

「そっか‥‥。そりゃ良かった」




　取締役はそこで、ふわっと大きな欠伸をした。よく見ると目の下に微かに、クマが出来ている。




【里奈】

「取締役もだいぶお疲れみたいですね？」




【秋善】

「ああ‥‥。徹夜仕事だったんだ。昨日から丸二日間、寝てないんだよな‥‥」




【里奈】

「今日はもうお帰りになって、休まれた方が良いですよ？」




【秋善】

「そのつもり‥‥だったけどよ」




　取締役が机の端にドンとお尻を載せて、私の顔を覗き込む。




【秋善】

「これからちょっと、付き合えよ？」




【里奈】

「え？　付き合うって‥‥？」




【秋善】

「いいから、黙って着いて来い」




　取締役はいきなり私の手をつかんで強引に立たせると、そのままずんずんと大股で歩き出した。




【里奈】

「待ってください、どこへ行くんですか！」




【秋善】

「来れば分かるって」




　私は取締役に引きずられるようにして、会社を出た。

　取締役のリムジンに乗って走ること、30分──。

　私たちは高台にある高級ホテルへやってきた。

　取締役は予約してあったという部屋に入るなり、窓を開けて私に広いガーデンを見せてくれた。




【秋善】

「里奈、ここから見てみろ」




【里奈】

「わあ、綺麗‥‥」




【秋善】

「いいだろ？　このホテルの庭は有名なんだ」




　ガーデンには色とりどりの花が咲き乱れていて、月明かりを浴びて幻想的な光を放っていた。




【里奈】

「この庭を見ているだけで、癒されますね‥‥」




【秋善】

「そっか。お前が喜んでくれて良かった」




　──私はそこで、ふと気付いた。




【里奈】

「取締役もしかして‥‥こないだ秘書室での話を聞いたから？」




【秋善】

「まあ、そういうことだな」




　取締役が少し照れ臭そうに言って、目を伏せる。




【里奈】

（私のために、ここまでしてくれるなんて‥‥）




　取締役の優しさに触れて、私は胸がじんと熱くなった。




【里奈】

「取締役もこの花を見て癒されますか？」




【秋善】

「いや、全然足りねーな」




【里奈】

「えっ‥‥？」




　取締役は私の方に顔を向けて、ニヤリと不敵な笑みを浮かべた。




【秋善】

「俺は花よりも‥‥お前がいい」




【里奈】

「あっ‥‥！」




　取締役が私の体をすばやく抱き寄せて、そのまま背後のベッドに押し倒す。




【里奈】

「取締役‥‥！」




【秋善】

「俺も疲れてるから、お前に癒されてえんだよ。お前という最高に美しい花にな‥‥」




　取締役が荒い息を吐きながら私に圧し掛かってきて、私の唇を奪う。




【里奈】

「んんっ‥‥！」




　取締役の濡れた舌が私の唇を貪り、舌をからめ取る。




【秋善】

「お前のカラダ‥‥もうこんなに熱くなってるぜ？」




　取締役の骨ばった指が、私の首筋から胸元へと滑り落ちていく。




【里奈】

「ああっ‥‥‥‥！」




【秋善】

「いいぜ、もっと鳴いてみろ？　獣みたいにな‥‥」




【里奈】

「いやあっ、ああっ‥‥！」




　取締役は私にキスの雨を降らせながら、ブラウスのボタンに手を掛けた。




【秋善】

「いちいち外すのも、めんどくせえな‥‥」




　取締役はそう呟いたかと思うと、いきなり私のブラウスを乱暴に引き千切り、床に放り投げた。

　弾け飛んだボタンが、床でカラカラと乾いた音を立てて転がる。




【里奈】

「だっ、ダメ‥‥！」




【秋善】

「すべて脱ぎ捨てろ。俺たちはもう、ただの獣なんだからな」




　取締役がすばやくシャツを脱ぎ捨てて、日に焼けて引き締まった体を私の前に晒す。




【秋善】

「ここからが本番だ。今夜はもう‥‥お前を帰さねえよ」




　露わになった私の膨らみに、取締役が獣のように荒い息を吐きながら顔を埋める。




【里奈】

「あふうっ‥‥！」




【秋善】

「こうして可愛がった分、お前はどんなに綺麗に咲くんだろうな？　楽しみだぜ‥‥！」




　開け放たれた窓から涼しい夜風と、庭で咲き乱れる花の香りが忍び込んでくる。




【里奈】

「取締役‥‥！　もっとください‥‥お願い‥‥！」




　むせかえるような淫靡な香りに包まれながら、私は取締役のたくましい腕の中に、自ら身を投げ出すのだった──。

　翌朝──。

　取締役と背徳の一夜を過ごした私は、いつも通りに、何食わぬ顔で出社した。




【里奈】

（昨日の取締役、本当に獣みたいだったな‥‥）




　昨夜の情事を思い出して頬を赤らめていると、出勤してきた雪さんに声を掛けられた。




【雪】

「里奈さん。おはよう」




【里奈】

「雪さん。おはようございます」




【雪】

「あれ？　今朝は何か様子が違うわね？」




【里奈】

「えっ‥‥そうですか？　いつも通りですよ」




【雪】

「そうかな？　何となく色っぽくなったような気がするけど‥‥」




　雪さんが眉をひそめて、私をじっと見つめる。私はドキッとして、思わず雪さんから視線を外した。




【里奈】

「い‥‥いつも通りですよ。気のせいです」




【百合】

「これ、どこのブランドの香水かしら？　お花みたいな、上品でいい香りがしますね」




　いつの間にか背後に一宮さんが立っていて、首を傾げている。




【雪】

「そう、香水のせいかもしれない。やっぱりいつもと違うわ」




【百合】

「水之瀬さん、急に香水を変えたりしてどうしたんですか？」




【里奈】

「だから、いつも通りですって！」

（まずいなあ‥‥。間違いなく昨夜のことが原因だよね。でも絶対にそんなこと、二人には言えない‥‥！）




　私は取締役との逃避行の記憶を、胸の奥にそっと押し込めて、二人に愛想笑いを投げかけるのだった──。




　─ＥＮＤ─








誘惑の熱病









　オフィス街を冷たい木枯らしが吹き抜ける、ある日──。

　私が秘書室で仕事をしていると、秋善取締役の声が聞こえてきた。




【秋善】

「あ～‥‥。ダリぃな‥‥」




　先ほどまで、夏妃子課長と会議の打ち合わせをしていた取締役が、ソファでぐったりとしている。




【里奈】

（取締役、どうしたんだろう？　風邪かな？　声も少し枯れてるし‥‥）




　心配しながら様子を見ていると、取締役の元に、あっという間に女子社員が群がっていった。




【秘書Ａ】

「取締役！　風邪ならこのお薬が効きますよ！」




【秘書Ｂ】

「お弁当買ってきましょうか？　スタミナ付けた方がいいですよ？」




【秘書Ｃ】

「秋善取締役、栄養ドリンク買ってきました！　どうぞ！」




【秋善】

「なっ‥‥なんだよ、お前ら。いっぺんに言われても分かんねえ、一人ずつ喋れ！」




　取締役はそう言いながらも、女子社員に囲まれて、まんざらでもない様子だった。




【里奈】

（へえ‥‥。取締役って、結構人気あるんだな。私も一声だけでも、掛けたいけど‥‥群がる女子社員の数が多すぎて、近づけないな‥‥）




　私が様子を見ながらやきもきしていると、背後で一宮さんがつぶやいた。




【百合】

「秋善取締役、すごい人気ですね」




【雪】

「そうね‥‥」




　すぐ近くにいた雪さんが同調して、うなずく。




【雪】

「でも、そろそろキレるんじゃない？」




　雪さんが肩をすくめて言った、次の瞬間──。




【秋善】

「あーっ、ゴチャゴチャうるせえ！　お前らに心配されなくても、てめぇでなんとかする！」




　取締役の怒号が響き渡り、秘書室が一瞬、しんと静まり返る。




【雪】

「‥‥ほらね？」




【百合】

「ズバリでしたね、雪さん」




　私たちがクスクス笑っていると、取締役がこちらに気付いて大声を上げた。




【秋善】

「おい、里奈！　なに笑ってんだ！」




【里奈】

「いえ、何でもありません‥‥」

（笑ってるのは、私だけじゃないんだけど？）




【秋善】

「俺と一緒に来て、ちょっと手伝え！」




　取締役は大股で歩み寄ってきて、いきなり私の腕をつかんだ。




【里奈】

「あの、手伝うって何をですか？」




【秋善】

「いいから、ついて来い！」




【雪】

「がんばってね、里奈さん」




【百合】

「どうかお気をつけて‥‥」




【里奈】

（もう、何なのよ!?）




　引きずられるようにして歩く私に向かって、雪さんと一宮さんが笑いながら手を振っていた。

　取締役は私を連れて、取締役室までやってきた。




【秋善】

「よし、そこに寝ろ」




　取締役がつかんでいた私の腕を放して、ソファを指差す。




【里奈】

「寝ろって‥‥逆じゃないですか？　休むべきなのは取締役じゃ‥‥？」




　戸惑いながらソファの端にちょこんと腰掛けると──。

　私はいきなり、取締役にソファに押し倒された。




【里奈】

「取締役っ‥‥！　ダメですよ、風邪を引いてるのに！」




　馬乗りになった取締役が、私を見下ろしてニヤリと笑う。




【秋善】

「獣には、獣の治し方があるだろ？　汗かくの手伝え」




　取締役が荒い息を吐きながら、私の唇を強引に奪う。




【里奈】

「んんんっ‥‥！」




　取締役の舌が艶めかしい銀糸を引きながら、唇を離れて私の首筋を滑り落ちていく──。




【秋善】

「ふぅ‥‥。お前の体はやっぱり最高だぜ‥‥」




【里奈】

「やあっ‥‥！」




【秋善】

「ほら、もっと淫らな声を聞かせろよ？」




【里奈】

「んんっ‥‥いやあっ！」




　取締役の濡れた舌が肌の上で蠢くたびに、私は掠れた喘ぎ声を漏らす。

　熱があるせいか、取締役の舌も全身も、いつもより熱く火照っている。




【秋善】

「さて‥‥そろそろメインを頂こうか？」




　取締役は唇と舌で私の体をなぶった後、いったん体を起こした。




【秋善】

「熱でダルくても、こっちだけはちゃんと反応するんだよな」




　取締役が私を見下ろしながら、ベルトの留め金をカチリと外す。

　スラックスの中で、取締役の猛猛しい獣がビクビクと脈打っている。




【里奈】

「ダメ‥‥。風邪が悪化したら‥‥」




【秋善】

「だから、それ以上に汗をかきゃいいんだよ。ほら、お前も‥‥脱いじまえよ！」




　取締役が私のブラウスに手を掛けて、引き裂くようにしてはぎ取る。




【里奈】

「いやああッ‥‥！」




【秋善】

「さあ、たっぷり楽しもうぜ？」




【里奈】

「取締役‥‥！」




　私は火照って今にも溶けてしまいそうな体を、取締役に委ねるのだった──。




　束の間の、獣の宴が終わった後──。

　取締役はすっきりした顔で鏡の前に立ち、身なりを整えていた。




【秋善】

「あー、いい気分だ。すっかり体が軽くなったな」




【里奈】

「え、本当ですか？」




　私は首を傾げながら、丸まっているストッキングを拾い上げる。




【秋善】

「たっぷり汗をかいたからな。風邪には、お前が一番の特効薬だ」




【里奈】

（具合悪いのに、無茶するなあ‥‥まあこの野蛮さが、いかにも取締役らしいけどね）




　屈託なく笑っている取締役に、私は苦笑を返すしかなかった。




　翌日──。

　私は朝からずっと悪寒を感じながら、仕事をしていた。




【里奈】

（まずいな。私も風邪を引いたみたい‥‥今日一日、持つかな‥‥？）




　熱でぼうっとした頭のまま書類の整理をしていると、取締役が声を掛けてきた。




【秋善】

「里奈、どうした？」




【里奈】

「え‥‥何ですか？」




【秋善】

「今日は朝から、顔色が良くねえよな？」




【里奈】

「いえ、そんなこと‥‥ゴホッ、ゴホッ‥‥」




【秋善】

「なんだ？　お前も風邪引いたのか？」




【里奈】

「すみません‥‥。そうみたいです」




　取締役がデスクから離れて、心配そうな顔で私の元に近寄ってくる。




【秋善】

「かなり具合悪そうだな？」




【里奈】

「いえ、大丈夫ですよ。帰ったらゆっくり休みますから」




【秋善】

「それじゃ遅い。今すぐ静養した方がいい」




　取締役はいきなり私の手を取ると、ドアに向かって歩き出した。




【里奈】

「あのっ、取締役‥‥どこへ？」




【秋善】

「ゆっくり休める所へ連れてってやる」




　取締役は私を振り返り、真剣な顔でそう言った。

　取締役は会社を出ると私を車に乗せて、そのまま自宅マンションへと連れ帰った。

　寝室に入るなり、取締役が私の体を抱え上げてベッドに寝かせる。




【秋善】

「よし‥‥。しばらくじっとしてろ」




【里奈】

「え‥‥？」




　取締役はそれだけ言い残して、慌ただしく部屋を出て行った。




【里奈】

（わざわざマンションまで連れてきたってことは‥‥また、昨日みたいに抱かれちゃうのかな？）




　シーツを被りながらドキドキと胸を高鳴らせていると、取締役は意外にも、氷のうを手にして戻って来た。




【秋善】

「これ、額に乗せとけよ。少しは楽になるから」




【里奈】

「えっ‥‥。ああ、どうも‥‥」




【秋善】

「それと‥‥飲み物もたくさん必要だな。ちょっと近くで買ってくるが、欲しい物あるか？」




【里奈】

「あの‥‥」




【秋善】

「ん？　なんだよ、その顔？」




【里奈】

「いえ、何でもないです‥‥」




　私がシーツで半分だけ顔を隠すと、取締役は呆れたように笑った。




【秋善】

「また俺に、襲われると思ったんだろ？安心しろ。今日はやらねえよ。それよりしっかり休んで、早く良くなってくれよな？」




【里奈】

「はい‥‥」




　取締役は優しく微笑んで、私の額にそっと手を置いた。




【里奈】

（取締役が、私のためにここまでしてくれるなんて‥‥）




　私は取締役の大きな手のぬくもりに安心感を覚えながら、いつの間にか深い眠りに落ちていた。

　数時間後──私は深い眠りから目覚めた。




【里奈】

（ん‥‥もう夜か‥‥）




　窓の外は、すでに濃紺の闇に包まれている。




【里奈】

（熱が下がったみたい。ずいぶん体が軽くなった気がする）




　すると、部屋の外からバタバタと足音が聞こえてきた。




【里奈】

「‥‥取締役？」




【秋善】

「起きたか？　どうだ具合は？」




　取締役がベッドの脇に立ち、私をじっと見下ろす。




【里奈】

「お陰様ですっかり良くなりました。本当にありがとうございました」




　私が頭を下げると、取締役は気まずそうに頭をかいた。




【秋善】

「いや、謝らなくていい。そもそも俺が悪かったんだ。昨日はお前に無理させちゃったからな」




【里奈】

「‥‥取締役だって悪くないですよ」




【秋善】

「里奈‥‥？」




【里奈】

「風邪は苦しかったですけど、取締役の看病のお陰で大分楽になったし‥‥。それに‥‥取締役を独り占めできてうれしかったです」




　心の奥に押し込めていた本音が、ついポロリとこぼれてしまう。




【秋善】

「そうか‥‥‥‥」




　取締役はなぜか、唇を噛んで苦しそうな顔をしている。




【里奈】

「あの‥‥取締役？　どうしました？」




【秋善】

「くそ‥‥。せっかく我慢してるのによ‥‥」




【里奈】

「私はもう、元気ですよ？　あの‥‥別にガマンしなくても‥‥」




　私はソファの端に腰掛けて、取締役をチラリと見上げた。

　取締役が瞳をギラつかせて、私を見下ろす。




【秋善】

「いつもより目が潤んでいるな？　お前も‥‥ＯＫってことか？」




【里奈】

「いえ‥‥まだ熱があるのかもしれません。でもどう取るかは、取締役にお任せします‥‥」




【秋善】

「そうかよ‥‥。じゃあこうするしかねえな！」




　取締役がいきなり、私に覆いかぶさってくる──。




【秋善】

「やっぱり‥‥我慢できねえ！」




【里奈】

「もう、取締役‥‥！」




　私たちは荒い息を吐きながら、ソファの上で抱き合った。

　そして欲望の赴くまま、互いの唇を求め、舌を絡め合う。




【里奈】

「取締役ッ‥‥！」




【秋善】

「里奈‥‥！」




　絡み合う舌が、淫靡な水音を立てる。




【里奈】

「んんっ‥‥ふうう‥‥！」




【秋善】

「いいぜ、もっと乱れろよ」




　取締役の骨ばった手が、私を太腿の上を這い回る。




【里奈】

「はああ‥‥！	」




　私の体は取締役のそそり立つ獣を求めて、すでに熱く火照っていた。




【秋善】

「風邪が治ったせいか、やけに反応が良いじゃねえか？」




【里奈】

「取締役こそ‥‥！」




【秋善】

「おい、もうこんなに溢れてるぜ？」




【里奈】

「いやっ‥‥駄目‥‥！」




【秋善】

「お前は抱けば抱くほど、イイ女になるな‥‥」




【里奈】

「抱いて‥‥もっと抱いてください！」




【秋善】

「いいだろう、メチャクチャにしてやるぜ！」




　私たちは絡み合いながら、燃え盛る欲望の業火の中に、身を投げ出すのだった──。




　翌朝──。

　昨晩の情事が盛り上がり過ぎたせいか、私と取締役はそろって、会社に遅刻してしまった。




【秋善】

「はあ、はあ‥‥。何とか間に合ったな」




【里奈】

「いえ、すでに遅刻みたいです‥‥」




　社員たちの冷たい視線が、息を切らしている私と取締役に注がれる。




【秋善】

「あ‥‥。じゃあ、俺は取締役員室にいるからな」




【里奈】

「分かりました。またのちほど伺います‥‥」




　私は取締役とぎこちない言葉を交わして、その場で別れた。

　振り返ると、雪さんと一宮さんがクスクス笑いながら私を見ている。




【雪】

「ほら、やっぱりね」




【百合】

「本当に予想通りでした」




【里奈】

「すみませんでした‥‥」

（やっぱりって、何がやっぱりなんだろう‥‥）




　私は気まずい思いで二人に頭を下げて、自分の席に着いた。




【里奈】

（遅刻したのは、まずかったけど‥‥昨夜は取締役と盛り上がり過ぎたなんて、さすがに言えないよね）




　ふと取締役の肌のぬくもりと感触を思い出してしまい、私は一人、赤面してうつむくのだった──。




　─ＥＮＤ─
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